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IV　調　査　結　果

　　Forschtmgsergebrlisse

　藤沢市の植生は群落単位としては，13年間に大きな変化はない。自然植生は，森林，草原とも

に！3年前と同様の群落が記載された。代償植生は，さらに林縁生低木群落や草本植物群落が新し

く記載されている。都市域，住宅域の増加とともに林縁生植物群落が増加したこともいえる。し

かし，まだまだ残されている屋敷林や雑木林は，自然林，二次林としての森林機能を発揮し，生

産緑地として持続し耕作されている耕作地（畑地や水田）とともに，藤沢市の発展，市民の生活

環境として将来に持続する潜在エネルギーの源となっている。

　現存植生園には！0年間の自然環境の変化とともに，残されている植生域が示されている。植生

自然度図により，さらに入為的影響が，植生に与えている程度が具体的に示された。潜在自然植

生図では，改変された土地のポテンシャリティーに舎つた自然植生が示されている。植生図は縮

尺1：15000に描かれた。

A　植生単位
　　Vegetationseinheiten

　1971年の調査結果では，自然植生6群集，3群落，代償植生6群集，12群落，その他6の単位

がまとめられた。1983年の調査結果では，自然植生12群集，1群落，代償植生14群集，22群落，

その他3の単位がまとめられた。本報では，植生の生育形，相観により14の小見出しにまとめて

記載されている。

1．常緑広葉樹林；ヤプツバキクラス

　　ImmergrUne　Laubwalder；Camellietea　japonicae

　藤沢市の大部分の地域は住宅地，工場地，畑耕作地，水田耕作地あるいはスギ，ヒノキ植林，

コナラを主体とする雑木林が広がっている。冬でも緑の葉をつけている常緑広葉樹林は，江の島

頂部に比較的広く残されている。藤沢市南東部の丘陵地では丘陵頭部や斜面の尾根状地に小面積

ながらみられる。中北部では，台地肩部や神社にわずかながら残されている。

　藤沢市に発達している常緑広葉樹林は，いわゆるシイ，タブ林とカシ林，または風衝低木林で

ある。尾根部，台地肩部などの乾燥した立地ではスダジイが丸い樹冠でおおいスダジイ林（ヤブ

コウジースダジイ群集）を形成している。斜面凹状地では，濃緑色につつまれたタブノキ林（イ

ノデータブノキ群集）が発達し，北部の神社などに残されているシラカシ林（シラカシ群集）域

に接している。江の島の断崖地ではマサキ，トベラ，マルバグミなどの葉の厚い潮風に強い樹種

によって風衝低木林（マサキートベラ群集）が，ヤブコウジースダジイ群集のマント群落状に，

帯状に発達している。
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　1）　イノデータブノキ群集

　　　Polysticho・Perseetumthu！1bergiiSuz！rok．1952（Tab．1）

　江の島，竜口寺，川名丘陵地，西富遊行寺，大鋸諏訪神社などに，タブノキが高木層に優目す

るイノデータブノキ群集の分布がみられる。イノデータブノキ群集は，高木第1層に，春季に赤

い新芽を出し，変化の少ない常緑広葉樹林を彩るタブノキが，被度！～4と生育している。樹高

12～13rnで，時にムクノキ，ケヤキが公度2～5と優占することもある。ゆるやかな斜面や，

土壌堆積地に発達しており，沖積地や」二八地斜高の土地の潜在自然植生を代表する樹林ともいえ

る。

　イノデータブノキ群集は夏季には濃緑色の厚い樹冠のタブノキで林分をおおい，またケヤキ，

ムクノキが葉をつけ，、やわらかな緑と濃緑色とが組みあった林分もある。遊行寺の急傾斜地では，

ヤブコゥジースダジイ群集と接することもあり，スダジイが斜面上部からおりてきて，スダジイ

が，タブノキにかわって優隠するスダジイファシスを形成している。このような地形的にタブノ

キ林，スダジイ林ともに保持できる土壌の発達が良好な斜面で傾斜35～45。の急傾斜地などでは

スダジイがタブノキに混生したイノデータブノキ群集の形態をつくりやすい。

　イノデータブノキ群集は，アスカイノデ，フウトウカズラ，エノキを標徴種および区分種とし

てヤブコウジースダジイ群集と区分される。アスカイノデ，フウトウカズラは，沿岸地の空中湿

度が高い地域に生育する種である。藤沢市では，イノデータブノキ群集は，さらにフウトウカズ

ラ，オニヤブソテツで区分される典型亜群集フウトウカズラ変群集と，ムクノキ，ケヤキ，キチ

ジョウソウ，スギ，ヒカゲスゲで区分されるケヤキ亜群集が下位区分された。フウトウカズラ変

群集は江の島に分布しており，頂部配水池隣接平坦地や，北東斜面，西斜面の急傾斜地で植生調

査された。江の島は，第3紀鰹の葉山層群を基盤とした上に関東ロームが堆積している。とくに

頂部や斜面凹状地はローム土の堆積が厚く，保水がよく，イノデータブノキ群集が発達している。

調査可能な面’積はなかったが，江の島神社下には，ホソバカナワラビ，オリヅルシダ，マツザカ

シダ，アマクサシダなどの房総半島や伊豆半島以西に多くみられ，三浦半島には比較的少ないシ

ダ植物が生育している。今から6000．年前の縄文時代後期に，現在より平均温度が3。C高かった時

代に分布していた植物の名残りが，回状地に残っていると考えられる。

　竜口寺や西富，あるいは石州まで台地や丘陵地斜面にわずかずつ残されているタブノキ林は，

ケヤキ，エノキ，ムクノキなどの夏緑広葉樹を多く伴っている。本町1丁自の藤沢／1・学校斜面林

や，川名大池の奥などでは，かつての夏緑広葉樹林からタブノキ林に復元する途上の林分がみら

れる。藤沢小学校斜面林を所有している堀内氏の話では，戦前サクラが150本植えられたところ，

戦後30本しか残っていなかったということである。今回の調査ではケヤキ，ムクノキ，イロハモ

ミジ，マユミなどの夏緑広葉樹とともに，アオキ，シロダモが優占し，タブノキが散生している

林分となっている。斜面の道ぞいには春季にヤマブキの花が咲き，イラクサ，オドリコソウ，フ

キなど，適潤地を好む草本植物が樹林の切れ間に生育している。藤沢市中部から南部にかけては，
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　　　　　　　Fig．8　イノデータブノキ群集の春の季観（川名20m）

FrUhlingsaspekt　des　Polysticho－Perseetumthunbergii（Kawana20n1廿．NN）

このような林分が比較的多くみられる。斜面の，とくに土壌堆積が厚い適露地の林分は，ミズキ，

マユミ，オクマワラビなどで区分されるミズキ変群集として区分された。西富遊行寺，江の島，

藤沢2丁目白旗神社で植生調査資料が得られた。

　鵠沼小学校横の線路近くに残された，15㎡の・1＼面積のイノデータブノキ群集の残存林分は1971

年に植生調査され，典型亜群集にまとめられたが，現在も残され健在である。沖積地では，片瀬

3丁目の諏訪神社にも一部，胸高直径90cmに達するタブノキが生育した林分が調査されたが，
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　　Fig．9　イノデータブノキ群集ケヤキ亜群集断面模式

Vegetationsprofildes　P◎ユysticho－Perseetum　thuRber
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林床は子供達が入り荒らされ，アズマネザサなどが侵入し，大分痛んでいる。林分としては立派

に発達しており，入々の林内への侵入を禁止．し，マント群落を形成し，三内への陽光の侵入も防

ぐことが必要とされる。

　2）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　ArdisiQ－Castanopsietumsieb◎1dii　Suz．一Tok．etHatiya1951（Tab．1）

　江の島の売店裏には，樹冠は12mと高くないが，スダジイが被度5と優占している林分がみら

れる。竜口寺，川名御霊神社，西原翠ケ丘公園，上高倉諏訪神社，遊行寺，稲荷片瀬など，中北

部丘陵地片部まで分布している。このようなスダジイ林は，アスカイノデ，フウトウカズラ，ム

クノキ，ケヤキ，キチジョウソウ，オニヤブソテツをもたないスダジイ林をまとめヤブコウジー

スダジイ群集に規定されていた。
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　　　　　　　　　ヤブコウジ…スダジイ群集断面模式

Vegetationsprofil　des　Ardisio－CastaRopsietum　sieboldii

1．タブノキ

2。キヅタ

3，ヤマイタチシダ

4，アカガシ

5．ナキリスゲ

6．ヤブニッケイ

7．ヤブコウジ

8．ヤブツバキ

9．テイカカズラ

施アsατ’1z％功θ㎎だ

飾4θγα7ぬ0〃め6σ

Dηoμθガ36η漉70SO7α

α昭〆研3〃α4如

。σアθκ」θ配α

α朋㈱0172耀ブ砂02z∫c襯

・474fs如ブ砂。／zゴ。α

Cα〃Zθ〃αゴ砂0擁ατ

T7α0加70Sρθア雁〃πα3診αオ2α〃η

var．勿’6ηπαガβ〃κ

10．カブダチジャノ

　　ヒゲ

11。ベニシダ

ユ2．ピサカキ

13．モチノキ

14．カクレミノ

15．ヤブラン

16．ヤツデ

0物oρogoπゴ砂。航z‘s　var。

Cαθ5力露osa6S

D芝yoμθ万S　6刎漉70307α

E3の7βノ砂。卿伽

11αfπ」θ9解

06％4γoραηακピァ諺伽s

ゐ溺oρ6μσ砂助y1如

Fα∫sゴαノ砂。勉。α

　ヤブコゥジースダジイ群集は，常緑広葉樹林の馬弓域に発達する山地性のカシ林に接続する林

分で，沿岸部丘陵地まで発達する。藤沢市をはじめとして茅ケ崎市，平塚市のスダジイ林は，地

史的に新しく，海進期に海に接していた丘陵肩部に発達していた名残りの林分が多く，イノデー

タブノキ群集との区分種が明瞭ではない。

　ヤブコウジースダジイ群集は，さらにトベラ，イタビカズラ，ヒメカンスゲ，オオバイボタ，

ツルグミ他で区分されるトベラ亜群集と，特別な区：分隊をもたない典型亜群集に区分される。ト

ベラ亜群集は，江の島，竜口寺，渡内賑枝神社，学名御霊神社に残された林分がまとめられる。

典型亜群集は，柄沢神社，西原翠ケ丘公園，大鋸諏訪神社の林分がまとめられる。1970年の植生

調査で得られたマルバグミ変群集の一部は，今回の他の植生調査資料との比較ではイノデータブ

ノキ群集の乾燥タイプでフウトウカズラ亜群集のスダジイファシスにまとめられた（Tab．1　Feld一
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Nr．14）。シュロ変群集は，今回の植生調査では，区分種となうシュロ，ベニシダが広くどの林

分にも生育し，特別な区分種となり得なかった。

　藤沢市北西部の台地三部のスダジイ林にはアカガシが混生しているが（Tab．1，　Lfd，一Nr．8，9），

シラカシ群集に接した林分ではアカガシ優占林をつくりやすい。大庭付近にとくに多くアカガシ

優占林がみられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は，神奈川県では三浦半島の第3紀履を基盤とした尾根状地や斜面

に多く発達しており，逗子市（宮脇・藤原他1971），鎌倉市（宮脇・原田他1972），藤沢市，横浜市

（宮脇・藤間他1971），茅ケ崎市（宮脇・藤原他1972），平塚市（宮脇・藤原他1972）で，関東ローム

台地や丘陵の三部で残存林が調査されている。三浦半島や房総半島，あるいは内陸部で植生調査

されている林分（宮脇昭編著1972）と比較すると，鎌倉市，藤沢市，茅ケ1　奇市，平塚市の林分は，

特別な区分種ももたず，イノデータブノキ群集に対しての区分種も少ない林分が多い。樹高12～

16mの林分が多く，調査面積も6～10m×10～20mの面積がとれる程度の小さな面積であり，森

林として十分なフロラを満たすにはせますぎることもある。江の島では，伺島の斜面，尾根地に，

他地域と比較して，わずかながらもまとまった面積で常緑広葉樹林が残されていることも，人為

的影響下のアズマネザサ，ナキリスゲなどの種が少なく，常緑広葉樹林構成種が豊かであること

がいえる。

　藤沢市のヤブコウジースダジイ群集は，植生学的な種組成の中では，群団，オーダーの標徴種

である，アカガシ，ウラジロガシなども少なく，あるいは欠いており，ヤブコゥジースダジィ群

集のFragment（断片）と考えられる。人為的影響がきわめて強く加わっているためであろう。

　3）　シラカシ群集

　　　Quercetum　myrsinaefoliae　Miyawald1967（Tab，2）

　藤沢市北部の台地斜硲や神社，寺院の祉叢林に，シラカシが三度2～5と優占し，高さ19～22

mの林分を形成している。時にケヤキが高木層にぬきんでて18～25mの林分を形成する。このよ

うな林分はシラカシを群集標記種として，シラカシ群集にまとめられた。

　藤沢市におけるシラカシ群集の林分は，比較的人家に近いことや，あるいは，丘陵地斜面でも

あるため，，隣接するスギ植林やクヌギーコナラ群集で代表される雑木林に加わる入為的影響が波

及し，．スギを伴ったり，林床にマズマネザサ，スイカズラ，アケビ，ミツバアケビなどのササや

つる植物を常姦度高くもっている。現在では荒らされた林分が多い。しかし藤沢市に残されてい

る林分としては自然に近く，相対的な存在価値が高いため保存樹林として市で鮨定されている。

．シラカシ群集は，さらにケヤキ，モチノキ，オモト，ビナンカズラ，エビネ，マンリョウ，ヒ

イラギ，イボタノキ，ガマズミ，クマワラビで区分されるケヤキ亜群集と，特別な区分種をもた

ない典型亜群集に区分された。

．典型亜群集は葛原葛野寺，、．高倉諏訪八幡神社の林分がまとめられる。典型亜群集は排水が良好

で，地形的にも台地上の平坦地や，ゆるやかな傾斜地が多く，土地利用されやすい。畑耕作地や，



33

霧織騨 鞍一三
、蓬歎犠
懸纏藏灘

讃鍛
　　　罎

無

総難熱

　　　　　　　　油

蝉

難羅欝，
Fig．1！　よく発達しているシラカシ群集の相観。手前は，土地造成されている（葛原32m）。

　　　Gut　entwickeltesQuercetummyrsinaefoliae（Kuzuhara32m臼，N賢）．

住宅地に転換され，現在ほとんど林分が残されていない。葛原，葛倉とも樹高16～17mに生長し

た林分やシラカシが高木第1層目75～90％おおっている。低木層にはどの林分もピサカキが被度

2と鋼体数多く生育している。シラカシ，タブノキ，ネズミモチ，シロダモ，ムラサキシキブが

高い常在度でシラカシ林に共通で生育している。シラカシ群集典型亜群集は乾燥しやすい台地上

に位幽しており，出現種数は26～33種と比較的少ない。

　ケヤキ璽群集は，ゆるやかな台地傾斜地や一部平坦地に発達する。出現種数29～51種，平均30

～36種と典型亜群集よりも多い。葛原ではシラカシを植栽してできた林分が植生調査されている

（Fig．11，　Tab．2Lfd．　Nr．5）。シラカシが樹高15mに生長し，比較的まとまった林分を形成して

いる。

　関東地方に分布するシラカシ群集にまとめられる林分のいくつかは，このように植栽され，宮

然の構成種も復元し，自然に近い林分になったものが屋敷林として見られる。台地斜面に夏緑広

葉樹とともに復元しているシラカシは，自然の種子の分布によるものである。このようなシラカ

シ林の分布は，本来の自然の林分かどうかということで花粉学，土壌学，森林学の間でも論議さ

れている。花粉による植生史をつくると，約6000年前頃にカシ類が増加している資料が出されて

いる（鍵屋。吉州。南木・辻1984）。さらに人間の影響が出はじめた約1900年前から約500年前

にかけて，地域的差があるが，スギやマッ林の増加が始まっている。

　藤沢市に現在残されているシラカシ林は，’自然の復元によるシラカシ林への移行林と，入為的

に植栽し復元された林分の両タイプがみられる。しかし，藤沢市に残されている林分は，いずれ
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も多かれ少なかれ人為的影響を受けて擬乱されているため，他地域の林分のようにシラカシ群集，

ヤブコゥジースダジイ群集，イノデータブノキ群集の区分がきれいにできない状態になっている。

可能であることなら，このような保存樹林の林縁にはマント群落を復元し，入間や光の侵入を防

ぎ，少しでも自然に近い林にもどしたい。

　4）マサキートベラ群集

　　　Euonymo－Pittosporetum　tobira　Miyawaldetal．1971（Tab．3）

　江の島の海岸断崖地上の肩部や，婦人総合センター北部に位置するかつての島（聖天島）上に，

クロマツが樹高4m，低木の高さ1．5mの3層群落を形成する海岸風衝低木林がみられる。この

ような林分は常緑広葉樹低木のマサキ，トベラ，マルバグミ，マルバノシャリンパイや，ヒゲス

ゲ，ハチジョウススキ，オニヤブソテツ，ツワブキなどの常緑草本植物を標記種および区分種と

するトベラ群団の典型植分であるマサキートベラ群集にまとめられる。

　マサキートベラ群集は，海岸断崖地に，強い潮風をまともに受けて，はさみで頭を．切りそろえ

られた形で生育しやすい。先駆的に生長したクロマツが頭をぬきん出て，独特な海岸景観を形成

している。

　藤沢市江の島の今翻得られたマサキートベラ群集の植生調査資料は，三浦半島の植分と比較す

ると，スイカズラ，クコ，ボタンボウフウ，スカシユリ，ノイバラなど草原性の植物が生育して

いる（宮脇他1984）。植生講査資料が，公園の中のかつての島である岩山上よりとられたことも原

因であろう。三浦半島では，ヤマカモジグサ，ヤツデ，イヌビワなどの森林構成種の低木や，や

や好陽性の草本植物で区分される。それぞれ，クコ亜群集とヤマカモジグサ亜群集としてまとめ

られた（宮脇他1984）。

　江の島ではこのような風衝低木林をつくるマサキートベラ群集が岩上に細い帯状に発達してい

るが，しかし50～80。の傾斜をもつ断崖上に発達するため，植生調査は困難で調査資料が得られ

なかった。対岸や，周辺からの観察では，マサキ，トベラ，マルバグミ，ヤブツバキなどの低木

がよく発達しており，種組成的には大きな相違はないと考えられる。

　マサキートベラ群集は関東地方や日本海沿岸部の鳥取漿以外北を中心に発達する風衝低木林が

主としてまとめられる。西日本においても，斜面凹状地の土壌堆積地では，乾燥地のトベラーウ

バメガシ群集（今井1963，宮脇・藤原1969，宮脇昭編日本植生誌1981，1982，1983）に対応して

マサキートベラ群集も一部分布している。やや暖かい島根県以西の日本海型気候下の沿岸部には，

海岸風衝凹状地に発達するオニヤブソテツーハマビワ群集に対応して，凸状地にマサキートベラ

群集が発達している。
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Tab3　マサキートベラ群集　Euonymo－Pittosporetum　tobira

Laufende　Nr，：

Feld－Nr．：

至）atum　d．　Aufname（1981）：

Exposition：

Neigung（。）：

H6he　Uber　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probefエ装che（In2）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）：

Deckung　d．王（rautschicht（％）：

Artenzahi：

通し番号

調査番号

調査月日

方位

傾斜

海抜高

調査弼積

高三層の高さ

高木層構被率

低木層の高さ

低木履植被率

草本層の高さ

草：本層植被率

鵠現種数

1

E
24

12

5

NE
60。

3

18

1．5

95

0。3

5

19

2

19

E
25

12

5

NW
70。

3

15

4

40

1．5

80

0。4

40

18

K：enn－u．　Trennarten　d．　Ass．　u．　h6heren　Ei黛heiten：

R勿伽。妙がS乞〃η6召‘如∫αvar．傭θ9θ7ア吻α

Cαノ・6κoαんκθπ5∫svar．ア。う錫s’ζz

泌30御～彦肋6560翅4御23θ’％3

Eμ0ηツ〃π‘Sフαρ0窺C～6S

P漉03ρ07躍π彦0∂〃α

qyπ0ノフ2∫2切ZルJoα’2‘ηZ

勘ゆ69／Z〃ηゴαρ0πゴ伽7η

∬18κゴπ’θ97α

EJα6β9％％37ηαC70カぬy1如

　jL忽彦‘3〃’κ彿0θ（7」勿1蕗〃π

Tre鷺narten　d．　Subass．：

五ツCゴZ〃7Zγ1～0ノη6’）の」ガZ〃π

　P6Zκ84θ窺〃πブαρωZゴα〃π

　エ，〃∫z鍔z甥ααぐ」αた4ノ，z

　ROSα解銘1≠ヴ10アα

　遼sカα7α9％3Jzκゴ424s

Begleiter：

　COOCκ1Z41κ30アδゴα4」α∫κS

　Pカz％3∫肋‘舶8㎎鹿

　ぬ64θγ彪SOα％6」67包s　var．η¢αεア8ガ

　clzフツ3αノz〃～θ刃z％ηzραo彰αρη

　乙0痂067αゴαρ0海Cα

群集および上級単位の標徴種および
区分種

　　マルバノシャリンバイ　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　I（

　　ヒゲスゲ　　　　　　　　　K：

　　ハチジョウススキ　　　　　K

　　マサキ　　　　　　　　　　　S

トベラ

オニヤブソテツ

ツワブキ

モチノキ

マルバグミ

　オオバイボタ

亜群集区分種

　クコ

　ボタンボウフウ

　スカシユリ

　ノイバラ

　クサスギカズラ

随伴種

　アオツヅラフジ

　クロマツ

　ヘクソカズラ

　イソギク

　スイカズラ

S

K
K
S

S

K
S

S

K：

K
K
K
K

　K
B．S

　K
　K
　K

1。2　1・2

十　　　十

1・2　2・3

十　　十2

3・3　＋2

十2　　・

1・2　3・3

●　　　　　　　　●

十　　十2

・　　十2

4・3　　。

2・2　2・3

・　　　十

十　　1・2

十　　　十

。　　2・3

十　　1・2

十　　　十

十　　　十

1・1　　・

十

1・2

十

十

十

十

3・3

十

1・2

十

調査地Fundorte：Insel　Enoshima，　Stadt　Fulisawa藤沢市江の島

調査者Forscher；K．　R，　S．　S，，　Y．　T．
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2．夏緑広葉樹林；ブナクラスほか

　　SommergrαneLaubwalder；Fagetea　cre鷺ataeu，a．

　藤沢市を含む関東地方では自然植生の常緑広葉樹林が伐採された立地や，あるいは常緑広葉樹

林の成立の困難な谷部崩壊斜面などには夏緑広葉樹の優占する森林が発達する。藤沢市内では南

部の沿海部を中心とした地域にカラスザンショウ，クサギなどの優占林分がみられる。また中，

北部の内陸部にはクヌギ，コナラ，エゴノキなどを優占種とした夏緑広葉樹林が生育している。

前者のナンバンキブシーカラスザンショウ群落などは谷部の崩壊性急斜面や住宅地内の空地など

に小面積の林分で点状に生育している。優占種のヵラスザンショウ，ハゼ，クサギなどは日本の

ヤブツバキクラス域以南に分布する，南方系の夏緑広葉樹林といえる。また中北部に広くみられ

るコナラ，クヌギなどの林；クヌギーコナラ群集などは広く薪炭林，農用林として持続的に管理

されてきた林分で，現在でも台地上や台地斜面などに帯状，あるいは面的に生育している。戦後

の燃料革命によってこれらの夏緑広葉樹林は管理が行なわれず，森林として遷移が進み，より発

達してきている林分も多い。

　藤沢市に生育する夏緑広葉樹林は2群集，3群落にまとめられた。

　5）　オニシバリーコナラ群集

　　　Daphno　pseudo－mezerei－Quercetumserratae　Miyawakietal．1971（Tab．4，5）

　藤沢市の沿海部に近い川名，藤沢，竜口寺，片瀬山などに広くみられるコナラやクヌギを優占

種とする夏緑広葉樹二次林には富田にアカメガシワ，イヌビワ，トベラ，マルバウッギなどが生

育し，より内陸部の夏緑広葉樹林から区分される。この沿海地生のコナラ林はオニシバリーコナ

ラ群集にまとめられた。

　藤沢市の口口シバリーコナラ群集は宮脇・藤原・鈴木・原田（1971）によって20林分が報告さ

れている。今圓の植生調査ではあらたに3林分の植生調査資料が加えられた。あらたに植生調査

された林分は川名および藤沢に生育するコナラ，クヌギ，ミズキの優占林分である。植生高は12

～13mで，高木層には各優占種のほかオオシマザクラ，ハリギリ，クリなどが混生している。璽

高木層は7～8mの高さでコナラ，イヌビワ，ハリギリなどの夏緑広葉樹，モチノキ，ヤブツバ

キ，シロダモなどの常緑広葉梅が混生している。低木履にはアズマネザサが優占するほか，ガマ

ズミ，ヤマツツジ，ハナイカダ，カマツカ，ムラサキシキブなどのコナラ林生の夏緑低木類が生

育する。さらにシロダモ，アオキ，ピサカキ，タブノキなどの常緑広葉樹林生の常緑低木類，ノ

イバラ，ウツギ，ミツバアケビなどの林山生の植物など多数混生している。低木届だけで30種以

上の出現種が認められる。草本層も比較的よく発達しており，木本類の幼木のほかカシワバハグ

マ，ケスゲ，ミヤマナルコユリ，ホウチャクソウ，タチツボスミレなどの夏緑多年生草本植物が

多数みられる。全体の出現種数は今圓植生調査された林分で51～86種，平均66種である。

　オニシバリーコナラ群集は，より内陸部に分布するコナラ，クヌギ林であるクヌギーコナラ群集



38

Fig，14　藤沢市南部に多い才ニシバリーコナラ群集（州名大池，海抜！0m）。

Winteraspektdes　Daphno　pseudo－mezerei－Quercetumserratae
im　SUdteil　der　Stadt　Fujisawa（Kawana　10　m　U．　NN），

と比較して林内に多くの常緑広渠樹が生育し，優占度も高い。またイヌビワ，アカメガシワなど

の暖地生の夏緑広ン。樹が特徴的である。これらは沿海部の温暖な海洋性気候の影響を反映したも

のと考えられる。神奈州県南部でみる限り，オニシバリーコナラ群集は土壌的に関東ロームの影

響の少ない第3紀／轡群を母岩とした地域にみられ，クヌギーコナラ群集は厚い関東ローム上に特

徴的である。しかし，近年村上（1981），鈴木伸（1984）などによって四国，近畿地方でのオニシバ

リーコナラ群集が報告されており，これらを含めて広域的にみた場合オニシバリーコナラ群集は

気候的な，海洋性気候下に発達するコナラ林として位置づけられる。

　藤沢市のオニシバリーコナラ群集は沿海部の特に人口の密集した地域に分布するため宮脇・藤

原・鈴木・原田（！971）当時と比較して現存林分は少なくなっている。また現存林分は人為的な管

理がなされておらず林内にはアズマネザサが丈高く密生し，林床はやぶ状となってきている林分

が多い。

　6）　クヌギーコナラ群集

　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki1967（Tab。4．6）

　藤沢市の内陸部，とくに藤沢バイパス以北のローム台地上や台地斜面にはかつて農用林として

管理されていたコナラ林が広くみられる。このコナラ林はヤマコウバシ，ノガリヤス，ゴンズイ，



39

評幽．

　　

潔

鑛
。畦葱

鞭：：

浮瀦．
　r
　　内　　　　　　　　　　「

　　　乳
　　　多

．回

避．

騒．

驚

縛
難

　・擁

灘
Fig．15　下蔭刈りのされていないクヌギーコナラ群集ウワミズザクラ亜群集（葛原40　m）。

Quercetum　acutissimo－serratae，　Subass．　vonPrunus　grayana，　indeln
der　Unterwuchs　nicht　geschlagen　worden　ist（Kuzuhara　40　m臼．　NN）．

クヌギ，コゴメウツギなどを標徴種，区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられる。

　クヌギーコナラ群集はコナラ，時にクヌギ，エゴノキなどを優占種とする夏緑広葉樹二次林で

ある。林分は今回植生調査された林分では高さ9～！6mに達する。群落踏襲は概ね4層が識別さ

れる。植被率70～80％の高木護には優占種であるコナラ，クヌギ，エゴノキのほかイヌシデ，ヤ

マザクラ，ヤマハンノキ，クリ，ケヤキなどが混生している。亜高木暦は未発達の林分が多くエ

ゴノキ，イヌシデ，コナラなどが低い優占度で生育している。低木層にはガマズミ，ウグイスカ

グラ，ハナイカダ，カマツカ，コゴメウツギ，マユミ，コマユミ，ヤマコウバシ，ムラサキシキ

ブ，サンショウ，ヤマウコギなどの夏緑低木が多数みられる。また常緑広葉樹のシラカシ，アラ

カシ，ピサカキなども低い優占度で混生している。アズマネザサは常在するが優占度は低い。草

本層は植被率70～90％と発達した林分が多く，アズマネザサ，ケスゲ，ホンモンジスゲ，シロヨ

メナなどが優瀕する。ヒトリシズカ，ノガリヤス，ゼンマイ，ヤマユリ，ノダケ，ホウチャクソ

ウ，シラヤマギク，アキノタムラソウ，ハエドクソウなどの夏緑多年生草本植物が多いが，オオ

バジャノヒゲ，ナガバジャノヒゲ，ヤブランなどの當緑多年生草本植物，スイカズラ，アケビ，

サルトリイバラ，トコロ，アマチャヅルなどのつる植物も高い常在度で出現している。出現種数
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Fig．16　良く管理されたクヌギーコナラ群集ウワミズザクラ亜群集（遠藤20m）。

UnterwuchseinesgutgepflegtenQuercetumacutissimo－serratae，　Subass．
von　Pru鷺us　grayana　（Endo20m哉．NN）．

は今國植生調査された林分で58～82種，平均67種である。

　藤沢市のクヌギーコナラ群集は宮脇・藤原。鈴木・原田（1971）が21林分をもって報告してい

る。今回あらたに調査された11林分と，種類組成の比較の結果，宮脇ほか（1971）の21林分はア

カネ，アキノキリンソウ，キジムシロを区分種とするアキノキリンソウ亜群集にまとめられた。

今圓調査された11林分はウワミズザクラ，ナガバジャノヒゲ，ヤマウコギ，ヒトリシズカなどを

区分種としてウワミズザクラ亜群集にまとめられた。アキノキリンソウ亜群集にまとめられた，

宮脇ほか（1971）当時の林分は高さ9m以下の低木林が多く，高木層の植被率が70％以下の林分

が大半を占めている。群落階属も3層の林分がほとんどで，まだ人為的管理のされている，森林

としてはやや未発達な若鶴林がまとめられている。区分種であるアキノキリンソウ，キジムシロ

などの陽地生草本植物の混生は林内照度が高いことを指標している。今團の植生調査資料がまと

められたウワミズザクラ亜群集は高さ10m以上の林分がほとんどで，群落踏届も4属が識別され

る。管理が停止あるいは弱められ，林分としてより遷移の進んだ状態を示している。区分種であ

るヒトリシズカ，ヤマウコギ，ナガバジャノヒゲなどは森林生あるいは陰地生の植物であって，

ウワミズザクラ亜群集の林内状態を反映している。この亜群集区分は植生調査地点が厳密には一

致していないため正確な比較はできないが，1971年当時からの約10年間の遷移の進行を示したも

のと判定される。
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　ウワミズザクラ亜群集は2変群集に下位区分される。ヤブマメ変群集はヤブマメ，クリ，ヒヨ

ドリバナ，オオシマザクラで区分される。遠藤，稲荷，用田などで植生調査されており，沖積地

に接した台地斜面に生育している。標高も20～30mとやや低海抜な立地に生育している。コブシ

変群集は，ケスゲ，コブシ，サンショウ，シモツケなどで区分される。コブシ変群集は長後，葛

原，高倉などのローム台地上に生育している。海抜30～43mとやや高位地の林分がまとめられる。

　クヌギーコナラ群集は関東地方のローム台地上を中心に広く分布している。藤沢市の林分はい

ずれも内陸部の厚いローム土上に発達している。今回まとめられたオニシバリーコナラ群集の林

分が総画的管理がされず全く放置されているのに比較して，クヌギーコナラ群集の林分の多くは

最近まで下草刈りなどの低頻度の管理は行われ，現在でも一部の林分では続けられている。とく

に葛原，遠藤などには人為的管理下によく発達した典型的なコナラニ次林がみられる。

　クヌギーコナラ群集は農用林として薪炭，堆肥の供給源として下刈り，伐採などの持続的な管

理によって維持されてきた。人為的な干渉に耐えられる半自然的森林植生として有効に利用，保

全されることが望ましい。

　7）　クサギ群落

　　　α6γ04θπ4γoπ’万01～o’o〃¢z〃72－Gesellschaft（Tab．7）

　クマツヅラ科の落葉低木であるクサギは河川敷や住宅地，農耕地などの向陽，富養な立地に先

駆的な低木として生育している。藤沢市内では宮脇ほか（1984）により江の島の林分が報告され

ている。江の島のクサギ群落は畑放棄地に生育した高さ4mの林分で，林床には林縁生のノイバ

ラクラスの種や，陽地生のヨモギクラスの種群が生育している。

　8）　ヌルデ群落

　　　R加63ブα槻7z’oσ一Gesellschaft（Tab．8）

　長後ではクロマツ植林中の空地に生育したヌルデ優占林分が植生調査された。

　林分は高さ7mに達し，林内にはクサギ群落同様昏昏生のノイバラクラスの木本類と，ヨモギ

クラスの臨本植物類が多い。ノイバラクラスの種ではノイバラ，アケビ，モミジイチゴなど，ヨ

モギクラスの種ではドクダミ，ミズヒキ，ミツバなどが生育している。長後のヌルデ群落はクサ

ギ群落と比較して，より林分として発達しており，ミズキ，エノキなどの高木樹種も混生してい

る。また林床は暗く，半陰地生のヨモギクラス植生であるミズヒキードクダミ群団の種が特微的

である。

　ヌルデはやや乾性な裸地，草原などにタラノキなどとともに先駆的に生育する。長後の林分は

ヌルデ林分としては既に退行相で，今後ミズキーエノキ林に遷移してゆくものと判定される。
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　　　Tab．7クサギ群落
α8γ048η4プ。ア¢〃ゴ碗。’o〃z躍7z－Gesellschaft

Feld－Rr．調査票番場：4其F－8），　Exposition　u．　Neigung方泣および傾斜：L，　H；he臼・Meer

海抜高：64m，　Gr5£e　d，　Probef1至che調査面積：10　x　20qm，　H：he　u．　Deckung　d・Strauchsc－

hicht低本心の高さおよび植被率：4m，40％，　H5he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の

高さおよび植被率1m，95％，　Artenzah1出現種数：36．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　CJ670487Z4γωZ”ガ碗0’0ノπ3‘〃Z

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

　五4∂耀S∂0刀Z∂yoゴS

　P多‘θ紹7ゴα10δ碗α

　ゐ0πゴ0σαブαρ0擁αZ

　α6〃㍑’ゴs∫θ〃班70解

　勘64θ万σSOαη4θ㌶s　var．ノブ2α〃θ∫

　・4々θ∂ゴα彦7肋1舷α

　エ）ゴOSOO76α’0々0γ0

　∠）∫OSOO解σブ砂0加0α

　Tノゼ0ぬOSα7Z魏θSOあα6フ％θ70ゴ46S

Arten　d。　Artemisietea　principis；

　1丑〃フπ‘1％3soαπ462zs

　動ααCγ01ακα

　7「01’〃f53Cαδノrα

　刀∂3〃’z卿万α60ア磁砲

　Gα1ゴz4辮sμ‘7ゴ鰯z　f．　s翻gos呂〃η

　Cりや’0彦αθノZゴαノ砂0癖0α

　057η07入明βαガ3’α’α

　cα砂s’69’σ1～6467α06α

　ゐαo彦2κσかz4’oσ

　SO／ZC加‘3α5ρθγ

　yゴoZα9りφ006アσε

　ル∫記γOS’09ゴ鰯3〃勿2か3θ瀦Z

　y『0観9彪ゴ砂0漉αZ

Sonstige　Arten：

Eg麗3戯〃％α測θπsθ

．49γoρツ70アz7σ6θ吻乖7z‘ノη

五970加70π々醐20ガ

∬κθガs4θ∂∫1ゴ3

Cゴ75ガz〃η　sp．

Z’π9必67野露09θ

PJθガ0∂1α3オ錫S豆粥0

0κα1ぎ300η1肋05α

ルπsoα％読z43　sか38／23ゴs

∠4ガ5αθ1πσz〃α5海象¢α

ゐ読柳π7πααガ1認％フ7z

Coη〃πθ伽zαoo解77zz〃zゴs

五〃’0カθμα砂助夕Z1α

群落区分鍾

　クサギ

ノイバラクラスの種

　ヤマクワ

　クズ

　スイカズラ

　センニンソウ

　ヘクソカズラ

　ミツバアケビ

　トコロ

　ヤマノイモ

　カラスウリ

ヨモギクラスの種

　カナムグラ

　ミゾイチゴツナギ

　オヤブジラミ

　ドクダミ

　ャェムクフ

　ミツバ

　ヤブニンジン

　コヒルガォ

　アキノノゲシ

　オニノゲシ

　タチツボスミレ

　ヒメアシボソ

　オニタビラコ

その他の種

　スギナ

　ア渋墨モジグサ

　カモジグサ

　オオジシバリ

　アザミ属の1種

　ミョウガ

　アズマネザサ

　ムラサキカタバミ

　ススキ

　ウラシマソウ

　スカシユリ

　ツユクサ

　ヤブラン

S－3・4，K一十

　S一十

K－3・3

K－3・3

K－1・2

K一十・2

K一十・2

　K一十

　K一十

　K一十

1く一3。3

K－2。3

1（一2・3

K－1・2

K－1・2

K一十。2

K一十・2

K一十・2

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

K－3・3

K－2・3

1（一2・2

1（一2・2

K－2・2

K－1・2

K－1・2

K一十・2

K一十・2

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

Fu鳳dort調査地：Insel　Enoshima江の島，　Datum調査年月B：19．　Mai，1981，　Forscher

調査者；A．M．，　K．　F．，　Y．　N．，　Y．　M．，　Y．　T．，　S．　S．
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Tab．8ヌルデ群落
1ぞ加‘3ノσびαπノ。α一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：115（FM－73）；Neigung傾斜：L；琵lhe　t…．　Meer海抜高：43m；Gr｝fe　d．

Probefl梵he調査面積：7x7qm；H．he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高本層の高さおよひ．植

被率：7m，90％；Hごhe　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：21n，40

％；H5he　u．　D3ckung　d．　K：rautschicht草本層の高．さおよび植被率1m，70％；Artenzah1出

現種数136．

Trennart　d．　GeseUschaft：

　R加∫5ブζzoα加。α

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

　COOα‘13‘∫0プ～〉∫αμα’3‘S

　I～OSα規〃’解0π護

　．4々6∂如（～z6初α如

　βγOZ‘∬0／Zθあα々α麗120々∫

　R3加S姻ノブ2伽3　var．α吻0ρ勿〃z‘S

　1）α‘掬如σアθηα劾

　Cθ1αs〃Zfs　oア∂ゴα6如伽s

　γ跳万6加伽var．10∂認α
　の2zo3’θノπ溺αρθフ2如力1～γ〃z‘刀．z

　Z）♂OSOOγθσブ砂0痂0α

ArteH　d．　Artemisietea　principis：

　0か1ゴs籾θ7z3‘3躍zゴz‘ゐz好∂1爵‘s

　飾厩魏タア3∫αCOプ4忽α

　〆401砂7αフZ漉θ3知ρ0πゴ6α

　PO㎏0フZ酒仙万1〃b〃72θ

　0θZ‘ア7Zブ砂0癖0膨η

　五〃zyア吻規％ψ0フ2’α‘アη

　勘肋Zα勿’0蜘吻αvar．α3磁6σ
　CかCσ61α籾01露S

　αツρ彦0渉αθノ2如ノαρ0勉0σ

　君7’6規ゴ3毎ρア加6の3

　7∂7ゴ1’3ブσρ0，Z’Cα

　β0θ加Z67如ρ如妨Zげ∂1ゴα

Sonstige　Arten：

　COηZ3‘300ノπプ0〃θ7Sα

　ω海ss〃z6／z3おvar．ブ砂。競α

　五28Z45’7鰯70δ伽S〃b如〃7Z

　〆4Zκκδαノσカ0ηゴCα

　Cα1σηz㎏プosオゴsα7襯4ゴ7zσ08αvar．伽吻〃効σ

　測6c♂解7zオ伽3力十一s

　雌s6απ渉乃κssかz6πs∫3

　〃ア歪0カθρ〃Z砂ρ乃y〃々

　E736ゴ56魏ノηαア〃θノ2sε

　η廟吻θアゴS’0〃6SゴαノZαvar．0伽α’α

　COη〃πθ1〃～σ00〃～多フZZ〃Zお

　∠49ア（吻707Zんσ辮0ガ

　丁麗〃漉∫9麦zδ7α

群落区分種

　ヌルア

ノイバラクラスの種

　アオツヅラフジ

　ノイバラ

　アケビ

　コウゾ

　モミジイチゴ

　ウツギ

　ツルウメモドキ

　エビヅル

　アマチャヅル

　ヤマノイモ

ヨモギクラスの種

　ケチヂミザサ

　ドクダミ

　ヒカゲイノコズチ

　ミスヒキ

　ダイコンソウ

　イヌワラビ

　ハエドクソウ

　ミズタマソウ

　ミツバ

　ヨモギ

　ヤブジラミ

　メヤブマオ

その他の種

　ミズキ

　エノキ

　イボタノキ

　アオキ

　ノガリヤス

　ヤマハッカ

　ススキ

　ヤブラン

　スギナ

　ヒメワラビ

　ツユクサ

　カモジグサ

　ハタザオ

B－5。5，K一十

B一十，S一十・2

　　　S－3・3

S－1・1，K－1・2

　　　S－2・2

　　　S－2・2

　　　　S一十

　　　　S一十

　　　　S一十

　　　1く一1・2

　　　1《一十

K－3・3

K－2・3

1（一2・3

K－1。2

K－1・1

K一十・2

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

B－2・1

　B一十

S畦・1

　S一十

K－2・3

K－1・2

K《・1

K－1・2

K一十・2

　K一十

　K一十

　K一十

　K一十

Fu職dort調査地：Chogo長後；Da頓m調査年月日：22．　Juni，1983；Forscher調査者：Y．　M．，

Y．Ma．，　H．　N．
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9）　ナンバンキブシーカラスザンショウ群落

　　S’αc勿κ耀sヵγα600κvar．7フzαオ5z‘2α々ガーFμgαrααμαπ漉。昭65－Gesellschaft（Tab．　g）

　藤沢市の沿海部や江の島では，崩壊姓の谷状斜面などに，カラスザンショウやハゼを優占種と

する暖地生の夏緑広葉樹林がみられる。江の島（宮脇ほか1984），川名で植生調査されたカラスザ

　　　Tab．9　ナンバンキブシーカラスザンショウ群落

S≠α吻襯‘sρ膨ooκvar．脚融9α々露一」翫9㍑7αα伽z伽ゴ4θs－Gesellschaft

Laufe亘de　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d，　Aufn．：

GrδBe　d．　Probef王ache（m　X　m）；

H6he駐．　Meer（m）：

Exposltlo且：

蛋eigung（。）：

H6he　d．　Baumschicht－1（m）：

Deckung　d．　Baumschichト1（％）

H6he　d．　Bau孤schicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Decku礁g　d，　Strauchschicht（％）：

Hδhe　d．　Krautschicht（m）：

Decku簸g　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査番号

調査年月日

調査面積

海抜高

方位
傾斜
高木層の高さ

高木層の植被率

亜高木層の高さ

亜高木層の嘉応率

低木層の高さ

低木層の無漏率

草本層の高さ

草本層の樒被率

出現忌数

1　　2
エ　　73

E　　　F

7　　53
’81　　’83

4　　5
24　　7
7×7　10x15

35　　10

NW　　N
45　　45

－　　10

－　　90

8　　7
70　　30

4　　3
50　　60

0．4　0．5

20　　30

28　　49

Trenllarte鷺d，　Gese11schaft：

ハzgα7α如1α窺加f46s

F捗α4sθ78c’α

S’α01騨γZ65ρアαθ00κvar．刃2σS舷α醸

Cσ耽α吻ゴα力磁Cαvar．1襯‘ア伽∫

α6ア04醜470π〃’碗0’0ηπρπ

〃gκ3魏〃πo槻1加1ぎ24〃z

Rlzzβs　5％ooθ4α鬼即

Begleiter：

Co7η％s　oo漉γooθ7sσ

P8γs6α〃z3〃zδ6名9海

メ1πα‘加ノ砂。πげ侃

魏oZ露3θαSθ7’Cθσ

D’OSOOγθα’0ん070

群落区分種

　カラスザンショウ

　イヌビワ

ナンバンキブシ

オオムラサキシキブ

クサギ

オオバイボタ

一巡

随伴種

　ミズキ

タブノキ

アオキ

シロダ・モ

トコロ

　　l

B碁野穿：

劃
創
鼠i

酬
B一

§2i

劃
長

認
Ki

4。4

1・2

1。1

1。1

1・1

十

十

●

●

　●

　●

1。2

十。2

十

1・2

十・2

●

土
十

2・2

3・3

十

十

1・2

●

■

2・2

十

1・1

十

十

十

十

2・3

十

十

ユ・2

十
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出現1圓の種（随伴種）AuBerdem　je　ein搬al（Begleiter）in　Lfd．1：Sα7π伽。κs　sゴ6δo‘認α7紹ニワトコS－2・2，

ヲγθJg6如oo紹θθ，zs’sノ・コネウツギS4・1，　Cαノ7～θ”αブαカ。加。αヤブッバキS－2・1，刀∂z5’伽y7z如ooγ4α㍑ドクダミ

K－1・2，Po砂goπ麗772ガ」〃b7〃7θミズヒキK－1・2，　Po砂s’∫碗z〃πρo砂∂16ρぬα7z〃πvar．ガ∂プ”oso一答16αoθ3‘辮アス

カイノデK－1・1，Pψ87馳4z％7αフウトウカズラK一＋・2，勘θ4θア如soαπ4θノ33　var．アηα〃6∫ヘクソカズラK一

層・2，Co解η¢θ1加α60η〃7z3〃zおツユクサK一十・2，α卿zαη2077zz∫η2ノ砂。加。班ηヤブニッケイK一十，Cαγ8κπα1z6」‘σ

ホソバヒカゲスゲK一＋，qyκo刃z加η裁10α動‘ηzオニヤブソテツK一＋，　P紹紹プ飽10∂認αクズK一＋，・4アゴεαθ吻α

多‘7σs麓η3αウラシマソウK一十，0κα距sooγ卿。”θ如カタバミK一十，　yo％7zg如ブαカ。π’6αオニタビラコ1（一十，

Roガρρσ加4∫oαイヌガラシK一＋，　in　2：C8」’おs初θノ彦3飴varJαρo癖。αエノキBl－1・1，・4々θ配α〃ヴb1∫α如ミ

ツバアケビB1一十，　S一十・2，楡4s3〃αブσカ。癖。αビナンカズラB2一十・2，　S一十・2，　Eκsごαρ屠sゴαρ07z記αゴンズ

イB2一＋・2，刀∂oθ加σ4耽ゴsケンポナシB2一＋，ノ1θ短7z’θ97αモチノキS一＋，　PJθ∫oδ♂α3劾s　o肋zoアズマネザ

サS－2・3，E2〃yσブ砂ωz∫cαピサカキS一十，：τ¶7αc勿。αゆ麗sノ∂γげ％πθ2シニロS一十，1（一十，　Mo7鰐δo，，2δyoおやマ

グワS一＋・2，C6ρ加10彪靴s勿アγ加g’07z如イヌガヤS一＋，”gκ3〃z〃πゴ砂02⑫∫α‘1πネズミモチS一＋，・47観oJo6屠α

々σθ刀z魏万オオバウマノスズクサS一＋，K一十・2，Zθ鷹。〃αs6γrα如ケヤキS一十，1）6認葱α50α扉αマルバウッギ

S－1・L舞π漉。老γ1♂6規ρψ〃～’観πサンショウS一＋・2，03粥σπ’肋彦5乃6’6廻oρみ夕〃♂ζ3ヒイラギK一＋，ρρ屠。汐ogo％

ゴψo癖傷εvar．　oα6sがごos～4sカブダチジャノヒゲK一＋，Ez507zッ槻‘sノ∂γ’3‘72♂var．7α認。α郷ツノレマサキK一＋，

D1ッoρ彰プ’∫のッ劾γosoアαベニシダK－2・2，飽4θ解法ωπδθαキヅタK－1・2，0ゴsρ07～6祝s6∬∫」6ホウチャクソ

ウK－1・2，L〃勿ρθカ1σ砂力詠」1σヤブランK一＋・2，03／7zz4／z4σノψo曜。αゼンマイK一＋・2，勲’ε如ブσρo痂。σヤ

ツデK一＋，．400ηπ3〃πゴαヵ。痂。％ηzvar，7720撹απκ〃zヤマトリカブトK一＋，・47漉3彪ブαρo加。αヤブコウジ

K一＋，Sη2μακ6痂ησサルトリイバラK一＋，　C力加6功‘9αノαρo癖6αイヌショウマ1（一＋・2，∬7おノαρo加6αシャガ

K一＋・2，∠，忽ε‘s〃3〃730δ劾3⑳1∫z〃，zイボタノキK一＋，C1θη2α’飴ブαρo痂。αノ・ンショウヅルK一＋，　S’69η09γα卿溺α

力侃。’subsp．η20躍∬疹17㍑ミゾシダK一＋，Co40ηoρsf51αノzo801α∫αツルニンジンK一＋，Cσs’醜oρ3お6％s力罪刑α

var．∫’6δ014海スダジイK：一＋，　W癖θ7’θプ70γ∫δZ〃Z磁フジK一＋，勘砂S’∫0肋4η¢ρ0砂δ」θ助αγ瑚3イノデ1（一＋，

五）63規。読初π卿α7z43々κ万cz‘解ヤブハギK：一十．

調査地Fundorte：Lfd．　Nr．1：Insel　Enoshima江の島，2：K：awana川名．
調査者Forscher：Lfd，　Nr，1：Y．　M．，　Y．　Ma．，2：K．　F．，　Y．　N．，　S。　D．　K．，」．　W．　K．

既発表資料名Nachweis　d．　Vegetationsaufnahme：Lfd．　Nr．1：Miyawaki　et　a1宮脇ほかG984）．

ンショウ，ハゼの優占林分はカラスザンショウ，イヌビワ，ナンバンキブシ，オオムラサキ

シキブ，オオバイボタなどを区分種としてナンバンキブシーカラスザンショウ群落にまとめられ

た。

　林分は高さ8および10mで，2林分とも傾斜45。の谷状の急斜面上に発達している。群落構成

種は前述の区分種群のほか夏緑広葉構のミズキ，ニワトコ，ヤマグワ，ゴンズイなど，常緑広葉

構ではタブノキ，シロダモ，アオキ，ヤブツバキなど，さらにつる植物であるトコロ，ヘクソカ

ズラ，ミツバアケビなどがみられる。草本植物ではアスカイノデ，ドクダミ，シャガ，ベニシダ，

ゼンマイなどの立地を反映した適澗立地生の多年生草本植物が多い。

　カラスザンショウ，ハゼ，イヌビワ，クサギなどを構成種とする暖地生の夏緑広葉樹林一クサ

ギーアヵメガシワ群団一はヤブツバキクラス域の谷部を中心に小面積の林分が分布している。

藤沢市のナンバンキブシーカラスザンショウ群落は関東以南の沿海地のみに分布するオオムラサ

キシキブ，ナンバンキブシ，オオバイボタにより特徴づけられる。優占種であるカラスザンショ

ウ，ハゼは十分な日照と水分条件下ではきわめて生長：が早い。そのため，コナラなどの他の夏緑

広葉樹が侵入できない谷部の，高話な崩壊性斜面などに優占林分を形成する。一定の崩壊条件が

持続する立地では長期間群落を存続させるが，多くの場合，カラスザンショウなどの生長に伴な

った立地の安定化とともにエノキ，ケヤキなどのより高木に生育する夏緑広葉樹や，常緑広葉樹
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が侵入，生育し，ケヤキ林などに遷移してゆく。今回まとめられた川名の林分はそのような遷移

途上の林分である。

3，植　林

　　Forsten

　植林は人間がその幹や時に葉，樹皮などを利用する爵的で植栽，維持管理される入工林である。

藤沢市内では防風，防潮，防飛砂用として作られたクロマツ植林が沿海部を中心にみられる。ま

た内陸部では木材供給を目的としたスギ，ヒノキ植林が生育している。また観賞の他樹皮，葉な

どを利用する目的で作られたオオシマザクラ植林がほぼ全域に小面積で点在している。

1①　ク臼マツ植林

　　　∫「切κ5漉z〃¢δθ79だ一Forst（Tab．10）

　藤沢市内では，クロマツ植林は海岸砂意地の国道1号線の両側を中心に防風林として低木林状

の林分が帯状にみられる。また旧砂丘地，沖積低地では主に木材生産のξi的で小面積の林分が作

られている。さらに台地の肩峰には以前にやはり木材生産のために植栽されたクロマツの大木が

現在単木的にみられる。心技藤沢市内では3林分のクロマツ植林が植生調査された。このうち2

林分は砂丘地の低木林状の林分，1林分は沖積低地内の高さ10mほどの林分である。

　今回まとめられたクロマツ植林はいずれも沿海地生の林分であり，そのため恩恵で優占するク

ロマツの下層にトベラ，マルバノシャリンバイなどの海岸風衝地生の常緑広葉樹がみられる。ま

たエビヅル，スイカズラ，ミツバアケビなどの林頂生のノイバラクラスの植物も多数混生してい

る。海からの風衝の強い辻堂西海岸の低木林の2林分にはテリハノイバラ，コウボウシバの砂丘

地生の植物などが特徴的である（テリハノイバラ下位群落）。林床にはヨモギ，アキノキリンソ

ウ，ヒメスィバなどの陽地生の多年生草本植物が多い。またより内陸側の辻堂大平台の1林分に

は林分の発達に伴なって湿半にタブノキ，キヅタ，アオキなどの常緑広葉樹が多数生育している

（タブノキ下位群落）。これらのクロマツ植林は林内に生育する常緑広葉樹の種組成により，テリ

ハノイバラ下位群落はマサキートベラ群集，タブノキ下位群落はイノデータブノキ群集の潜在自

然植生域を占めている林分と判定される。

　国道1号線の両側にみられる，砂丘地のクロマツ低木植林は戦前から多大な労力と経費をかけ

て造林されてきたものであるが，排気ガスの影響も撫わって生育が不良である。そのため現在，

植物生態学，植生学的調査を基礎にして，トベラ，マサキなどの常緑広葉樹を主体とした林分へ

と樹種転換が行なわれている（宮脇ほか未発表資料）。また，より内陸のクロマツ植林あるいは

クロマツ単木も面的な開発行為の進行や樹木自身の老令化，さらに大気汚染などにより急激に減

少してきている。
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　　　Tab．10　クロマツ植林　P露zz‘3’加‘πδ6㎎ゴゴ凹Forst

a：Untereinheit　von　Rosαω∫o肋7毎砺αテリハノイバラ下位群落

b：Untereinheit　von　P6γεθα♂加〃zg∂θ種’タブノキ下位群落

Spalte：

Laufende聾r．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

GrδBe　d．　Probeflache（m×m）：

H6he“．　Meer（m）：

Neigung：
H6he　d．　Baumschicht（m）：

Decku鳶g　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d。　Strauchschicht（％）：

E6he　d．　Krautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

群落区分

通し番号

調査番号

調査月日

調査面積

海抜高

傾斜
高木層の高さ

高木層の植園率

低木層の高さ

低木層の穗被率

草本願の高さ

草本層の植被率

出現種数

a b

1　　2
45　　44

FM　FM
14　　13

4　　4
23　　23
5x510　x　15

1　　1

L　　L

4　　2．5

80　　60

0．7　0，7

30　　30

18　　22

　3
60

FM
29

　5

　6
15x15

　3

　L
10

70

　4

70

0，4

Gepflanzter　Baum：

　P蜘z6s漉3〃z∂6㎎海

Trennarten　d，　Untereinheite職：

植栽樹種

　クロマツ

下位群落区分種

　テリハノイバラ

70
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黙．．，S．　5・4　　4・3　　4・4

Ro3α”記ぬ％γα毎πα

．4κ6”z∫3∫αカア加08ρs

Cαγ召κρ～〃1¢露α

Eb3‘’伽y痂α00ア4鷹α

鳶γ3θσ漉z4功θ㎏海

ゐ忽z4s〃謝31zκ’4z61フ2

磁4θアαγ乃07π∂θα

　y訪κ7フπ〃72α”αδz漉ゴ

　T67ノ¢S〃0θノη如創17Z7Zα7¢漉θアα

　Os〃zα忽肋43ぬθオθ70ρ1～ツ〃％3

　・4％0％δαブ砂0／2記α

Sonstige　Arte1｝：

P漉03カ0γZ切Z’06f7α

〃9κ5〃κ珊ブαカ0痂0％辮

勲α力肋1θμS襯∂θ～」α如varj漉9θγ渤Zα

Mお。αノz彦んκs3か3θπsゴs

y薦S戸C加伽var．10δα∫α

・4々6∂飽か加z如’α

Gα1伽ηzsρz〃脇772f．s彦擁go3z〃7z

勲≠s’αノαρo痂ατ

盈402Zツ乃π護3ゴσρ0擁0露65

P1認0配αS’24SCん勿〇

五〇雇0θ7αブαρ0癖Cσ

ヨモギ

コウボウシバ

ドクダミ

タブノキ

トウネズミモチ

キヅタ

　サンゴジュ

　モッコク

　ヒイラギ

　アオキ

その他の種

　トベラ

ネズミモチ

マルバノシャリンバイ

ススキ

エビヅル

ミツバアケビ

ャエムクフ

ヤツデ

マサキ

アズマネザサ

スイカズラ

S

K
K
K
K
S

K
S

S

K
S

K
K
K

F■　隠　一　樹　一　一　’　一　噂　m　耐　h　一

陪ず

S

Kl
S　l

Ki
Ki
Ki

K　i
s，Ki

s，Ki

Ki
Ki

i
i1・2

i＋

；十

　●

＋　i

1．2i

2．2i

＋i
＋i

●

●

●

■

　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　
　　　・　1十　1
　　　　　　　　　　　　　
・　　・　；＋・2；
　　　　　　　　　　　　　
・　　・　；＋　i
　　　　　　　　　　　　　

●　　・　1十　1
　　　　　　　　　　　　　

”　 ほ・11　　　　　　　　　　　　　
。　　　。　1十　1
　　　　　1　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　
●　　　　1十　i
　　　　　l　　　　　　l
’　　　。　1十　1
　　　　　　　　　　　　　

・　・i＋・2i
　　　　　L鞠＿＿＿＿1

1・1

1。1

2・3

1。2

十・2

1・1

十

土
十

　〇

■

●

●

1・1

1・1

2・2

　●

十・2

1・1

十

　●

　●

．±．

十・2

十・2

十

十・2

3・3

十

　●

十

十

1。1

2・2

3・4

十・2

十・2

3・3
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出現1回の種Auβerdem　je　e短ma1溢しfd．　Nr．エ：乙αo♂καr勿6磁アキノノゲシK一十，　E〆ゴ96ノ槻ε2〃繊〃6ノ彦5’3

オオアレチノギクKl一＋，品鰯θκゴαρo漉。鰐ギシギシK一＋・2，聾磁σπ9％舘痴1如ヤハズエンドウK：一＋，

So1昭σgo毎1箸α一σε〃θαvar．αs∫α彦∫cαアキノキリンソウK：一＋，　Rz〃ηθκα6θ’05αスイバK一＋，　in　2：R3〃πoκ

c7∫sρz53ナガバギシギシK迂・1，　R3‘”76κoc6’osθ」♂αヒメスイバK一十・2，0κα傭co7癖。π‘α’αf．θ7θc’αタチカ

タバミK一＋，．Pθ’α3露θ3ブσρ0痂伽∫フキK一＋，7セ解καα47η0∬漉7Z認6セイヨウタンポポ1（一＋，απノ～α辮0ノπ3‘173

ブαρo擁6κ甥　ヤブニッケイ　K一＋，Fθs劾。σσ7％ノz4勿α68αオニウシノケグサK一＋，　So1詔αgoα臨∬勿紹

セイタカアワダチソウ1（一＋，in　3：ぬ7漉θノ200’∬z‘s　J万。κsが4α’αッタB－1・1，　Rzめ％3か加4z‘sカジイ

チゴS－1・2，C6薦s　s魏θ7z5’3　var．ブ＠o加。αエノキS－1・2，．47πヵθ10ρsげ3δ76麗ρθ4初z6κ‘α如ノブドウS一＋・2，

Co7π％s　coπ”o〃873αミズキS一十，漁110’z4sブ砂。πfc3‘3アカメガシワS十，Moγκεδoη7δッ。’3ヤマグワS一＋，

Rん％33ε‘ooθ4α7zθαハゼS｝＋，五〇π∫08名α9アαc’1ゆ6s　va「・9如δ解ウグイスカグラS一＋，　R3のz4sρ〃η¢α’24s　var．

ooρ∫oρ加1136∫モミジイチゴS一＋，　Zαπ動。η1％1ηρゆ67ゴ劾，72サンショウS一＋，〆1ρ肋παフz魏θαsρ6彫ムクノキ

S一十，Eg麗s6魏η2σ塑θ723θスギナK－1・2，．R）4y8「07τ3〃％∫”がθ77π6　ミズヒキK－1・2，　Coノ初喫1初αoo済7z溜z〃z∫∫

ツユクサK一＋・2，Ro5α”3z”ゲ10zoノイバラK一＋・2，　Sθ4π，7¢δ〃∂碑7筋zコモチマンネングサK－2・3，　Yoz〃z－

8臨ブσρo擁。αオニタビラコK一＋・2，勘塘。％2｛ηz’加〃3∂6響海ミゾソバK一ユ・1，ゐ∫8κ3ケ3切zo配祝sヴb1伽〃zイボ

タノキ1鮎＋，S77認ακ酌加αサルトリイバラK：一＋，刀θκ0γ飢α如イヌツゲK一＋，ゐ翻耀5／ZO∂漉3ゲッケイ

ジュK一＋，ゑ。勿γ御z魏θsノ捻z‘7忽ゴヒナタイノコズチK一＋，聾伽η粥窺読」認σ劾〃3ガマズミK一＋．

調査地Fundorte：Lfd．　Nr．1，2：Tsujido一戸shikaigan辻堂西海岸；3：Tsujido－Taiheidai辻堂大平台．
調査者Forscher：Lfd．　Nr．1，2：Y．　M．，　Y．　Ma．，　H．興．；3：Y．　M．，　Y．　Ma．，　T．　O．

1Dスギ植林
　　　C7yμo耀磁ゴαカ。肱α一Forst（Tab．11）

　藤沢市内のスギ・ヒノキ植林はやや内陸の台地斜雌の谷部を中心に小面積の林分がみられる。

遠聞の調査では川名に生育する2林分のスギ植林が植生調査された。

　調査された林分は植生高16，20mの比較的よく発・達したスギ植林である。高木屠は植被率70％，

80％とやや空隙がみられる。ほぼスギ1種により占められている。林内には亜高木層以下3層が

識別される。亜高木履，低木層にはアオキ，シロダモ，ヤブニッケイなどの常緑広葉構のほか，

ハナイカダ，イヌビワなどの夏緑広葉樹が生育している。草本層には立地が適潤であることを指

標してミゾシダ，アイアスカイノデ，ベニシダ，イワガネゼンマイなどのシダ植物の種数，優占

度が高い。ヤブラン，テイカカズラなどの常緑植物，ドクダミ，イヌショウマ，ホウチャクソウ

などの夏緑草本植物も混生している。出現部数は64，68種で今回の植生調査でまとめられた森林

植生中でも最も種類組成の豊かな群落のひとつである。川名のスギ植林は，全体としてはアオキ，

キヅタ，シロダモなどのヤブツバキクラスの種が最も多く，それに次いでフジ，ハンショウヅル

などの林無生のノイバラクラスの種が多く生育している（Tab．11参照）。種類組成，生育立地か

らみて，イノデータブノキ群集，もしくはイロハモミジーケヤキ群集の潜在自然植生域を占めた

林分と判定される。

　藤沢市内にはスギだけでなく，ヒノキ，サワラなどの植林もみられる。それらの植林はスギ麺

林と比較して，いずれも面積的にごく限られている。

12）　オオシマザクラ植林

　　・p7z〃泌∫1αノ襯θ3∫απαvar．　sρθε∫osα一Forst（Tab，12）

房総半島，伊豆半島，伊豆七島などに自生しているオオシマザクラは葉（食：用），樹皮および
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譲i・・．

鐘掛、≠

li鱒“ 麟蚤欄

壌欺

Fig。17　15～20年生のスギ植林。マント群落がないので林内に光が入り，ジャングル

　　　　状になっている（稲荷10m）。
　　　　15～201藝hrlger　Forst　von（ンyμo”～θ万σブ砂。／zゴ。α（lnari　10　m廿．　NN）．

幹（用材，工芸，薪炭）が有用である。また花木園芸用として関東地方の沿海部で植栽されてい

る。藤沢市では川名および遠藤の3林分が植生調査された。

　林分は高さ12～13mとよく発達している。高木展にはオオシマザクラが優占するほかコナラを

混じえている。林内の亜高木層以下には，カマツカ，ムラサキシキブ，ガマズミ，エゴノキなど

のコナラ林生のブナクラスの種が多い。またタブノキ，ピサカキ，アオキなどのヤブツバキクラ

スの常緑植物も種数，優占度ともに高く生育している。出現醗酵は42～61種，平均50種であった。

調査されたオオシマザクラ植林は利用の停止から近年管理が行なわれておらず，遷移の進行にま

かされている。いずれの林分も種類組成的にはブナクラスの夏緑二次林から，ヤブッバキクラス

の常緑広葉樹林へと移行しつつある。このまま放置されれば，林内にみられる常緑広葉樹からみ

て潜在自然植生であるヤブコウジースダジイ群集，あるいはシラカシ群集へと遷移してゆくもの

と判定される。

4．林難生低木一つる植物群落；ノイバラクラス

　　Geh61z－und　Lianen－reiche　Mantelgesellschaften；Rosetea　m　u　l　t　i　f　l　o　rae

　森林が草原，裸地，開放水域や道路などに接した林縁部や，河川敷海岸などにはノイバラ属

Rosα，キイチゴ属Rκ伽sなどの夏緑低木類やつる植物からなる低木一つる植物群落が広く生育

している。
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　藤沢市内にみられる低木一つる植物群落は主に人間により作られた林縁部，すなわち道路ぎわ

や植林と農耕地の接点，人工堤防の斜懸，切り通し爾などである。自然生の低木一つる植物はそ

の生育地である河剤ぞいや海岸などが人の踏みあらしや河川改修を受け現在ではほとんど生育し

ていない。

　藤沢市内から植生調査された低木一つる植物群落は2群集，2群落にまとめられた。

13）　クコ群落
　　　ムyo2z醐娩ω13醒ノ∂1ゴz〃7z・Gesellschaft（Tab．13）

　河川敷や海岸には高さ1mに満たない低木群落であるクコの優占林分が普通にみられる。この

クコの優占群落はクコ群落としてまとめられた。

　林分はクコが優薄し，相観的には純群落状である。先駆的な林分ではわずかにヤエムグラ，ヤ

マカモジグサ，カタバミなどが単生するにとどまる。やや発達，安定してきた林分でエビヅル，

ノブドウなどのつる植物が混生するようになる。出現種は3～8種，平均5種である。

　クコは生活形，生態的に草本植物に近い夏緑低木で，草原内に斑状の密生群落を形成する。河

川の土手などで長期間持続してきた植分にはつる植物が混生しており，種類組成的にマント群落

のひとつとして位置づけられる。

　　　　諺、

割愛
　　　　鍵磐
磯

．ノ羅

塞蜘嬉

　鵡
、髪～，

纏四一饗鑑呼捨饗講鰯錨鍵護擁i講義

　誌
欝欝

　　　　　Fig．18　水田の縁に生育したクコ群落（西俣野9m）。

E丑tlang　des　Randes　von　Reisfeldern　wachsende　Z〃6’z‘ノ7z酌。ノη∂’ノbJ珈耀一Gesellschaft

（Nishimatano　g　m蟄．　NN）．
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14）　ハマサオトメカズラーテリハノイバラ群落

　　Rzθ46万αε6απ46η∫var．η2σ国利α一Rosσω～6ぬ％7鷹αノ2α・Gesellschaft（Tab．13）

　ハマサオトメカズラーテリハノイバラ群落は江の島で植生調査された（宮脇ほか1984），海岸生

の低木一つる植物群落である。

　植分は50cmの高さでテリハノイバラが優侍し，エビヅル，ハマサオトメカズラ，アオツヅラ

フジなどのつる植物が混生している。生育地は海岸断崖のテラス地で，上部はススキ群落に隣接

している。

15）　カジイチ：ゴ群集

　　　RubetuIn　trifidiOhbaetSugawara1980（Tab．13）

　江の島では断崖の階段状地に生育したカジイチゴ群集が植生調査されている（宮脇ほか1984）。

延分はカジイチゴの優占植分で，ガクアジサイ，アズマネザサ，エビヅル，クズなどが混生して

いる。

　カジイチゴ群集はカジイチゴ，ガクアジサイを標徴種，区分種としてまとめられる。カジイチ

ゴは関東地方本部の海岸部を中心に自然分布しているが，果実が美味なため人家の庭などでしば

しば植栽される。

16）　センニンソウ群集

　　　Clernatidetum　terniflorae（Miyawakiet　Fuliwara）em．　Murakami　inMiyawaki
　　　1983．（Tab．13）

　センニンソウ群集は沖積低地内の河川敷や農耕地，住宅地，海岸などの向陽地に広くみられる

低木一つる植物群落である。

　センニンソウ群集はエビヅル，アオツヅラフジ，クズ，ヤエムグラなどを標徴種，区分種とし

てまとめられる。植分の優占種はアズマネザサ，ノイバラ，アマチャヅルなどである。植分は植

生高し5～4mに達する。優占種や区分種のほかヘクソカズラ，スイカズラ，トコロ，ミツバア

ケビなど多数のつる植物や，ハチジョウススキ，ヤブラン，ウラシマソウ，ヤブニンジンなどの

多年生草本植物が生育地に対応して混生している。出現種数は10～23種，平均15種である。

　藤沢市からまとめられたセンニンソウ群集は2亜群集に下位区分される。

　特定の亜群集区分種をもたない典型亜群集は主に江の島で植生調査されたアズマネザサの優占

三分がまとめられる。この植分には宮脇ほか（1984）で報告されたミツバアケビーアズマネザサ群

落も含められている。葛原，高倉などで植生調査されたノイバラ，アマチャヅルなどの優占植分

はウツギ，アカネ，ヤマノイモ，アケビを区分種としてウツギ亜群集にまとめられる。クヌギー

コナラ群集や果樹園などに隣接した雨縁生の植分がまとめられる。

　センニンソウ群集はヤブツバキクラス域下部の温暖，向陽な沖積低地を中心に分布してい

る。上級単位であるエビヅルーセンニンソウ群団Viti　ficifoliae－Clematidion

temiflQrae　MurakamiinMiyawaki　1983の典型部をなす群集で，群団標微種，区分種
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難難襲霧
鷺幽’㍍

恥曝
鍵慕．

　ア　　　　げ　　　　う

．犠、

　ド　　　⊇　　　　、

Fig．1g　半陰の林縁に生育するボタンヅルーモミジイチゴ群落（長後55m）。
Am　halbschattigen　Waldrand　wachsendeαθ13～漉s妙肋1ゼσ一R3めz護sヵα伽伽s　var．

ooμoρ加砺s－Gesellschaft（Chogo　55　m廿．　NN）．

のみによって特徴づけられる。

霊7）　ボタンヅルーモミジイチゴ群落

　　　C陀ノπσ距5σμ〃bJ∫α一ノヒτ‘∂κsρσみπσ廊‘s　var．ωρ’oρ～砂〃r‘∫一Geseユ迂schaft（Tab，13）

　長後，下土棚，葛原で植生調査されたモミジイチゴ優占の林縁マント群落はモミジイチゴ，シ

オデ，ガマズミ，コウゾなどを区分種としてボタンヅルーモミジイチゴ群落にまとめられた。

　植分は1．！～2mの高さで植被率は70～80％である。植分内には群落区分種のほか，ヘクソカ

ズラ，スイカズラ，トコロ，ノブドウ，ツルウメモドキなどの多くのつる植物が混生している。

出現種数は17～20種，平均18種である。生育地はスギ植林やクヌギーコナラ群集に接した半陰の

林縁部で，細い帯状の植分を形成している。

　ボタンヅルーモミジイチゴ群落はこれまで述べられたセンニンソウ群集などのエビヅルーセン

ニンソウ群団の低木一つる植物群落が沿海部の向陽地に生育するのとは異なり，内陸部の半陰な

林縁部に発達している。このような林縁群落は種類組成の上からボタンヅルーモミジイチゴ群団

Clematido　terniflorae－Rubion　paImaU　MurakamiinMiyawaki1983にま
とめられている（村．と1983）。藤沢市では沖積低地が内陸まで入り込み台地，丘陵と交錯しており，

さらに人為的な開発も加わってエビヅルーセンニンソウ群団とボタンヅルーモミジイチゴ群団の

広い移行域がみられる。そのため人為的な開発地，造成地などでは両群団の種群が混生した植分

がしばしば形成される（宮脇・藤原1969，宮脇ほか197！の植分）。
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5．二次草原；ススキクラス

　　Sektmdareperenユ㌃ierendeWiesen；Miscanthetea　sinensis

　採草地や河州堤防上，住宅地の空地などのやや乾性な団地にはススキ，チガヤ，シバなどを優

占種とするイネ科草原がみられる。この草原はそれら優占種とアキノキリンソウ，オミナエシ，

キジムシロなどの陽地生の多年生草本植物を標譲与としてススキクラスMiscanthetea

sinensis　MiyawakietOhba1970にまとめられている。

　藤沢市に生育するススキクラス植生は海岸砂丘地に生育するチガヤ草原；ハマアオスゲーチガ

や群落，公園地や入家周辺に植林されたシバ草原；シバ群落，市街地の空地などに生育したスス

キ草原；ススキ群落が植生調査された。

　侶）　ハマアオスゲーチガや群落

　　　Cα野θκ万∂7〃osα一加21）67α如砂〃η〃ゴ6αvar。ん。θノz恕ガーGese11schaft（Tab．14）

　砂丘後背地や河川敷の乾性地にはチガヤ草原が広くみられる。辻堂西海岸では砂丘上に生育し

た小規模なチガヤ草原が植生調査された。この植分はチガヤ，ハマアオスゲを区分種としてハマ

アオスゲーチガや群落にまとめられた。

　植分は4月の植生調査で高さ25cmであった。スズメノヤリ，コウボウシバ，オランダミミナ

グサなどが植分内に混生している。

　チガヤは日本のヤブッバキクラス域を北限として東南アジアに広く分布している。

　19）シバ群落
　　　Zの，3ゴαゴ砂。／zゴ。α一Gesellschaft（Tab．14）

　ノシバの群落は主に人家の庭や公園，グラウンドなどに植栽され，定期的な芝刈りを主とする

人為的管理下に維持されている。シバ，チチコグサ，タチイヌノフグリ，ニワゼキショウなどで

区分されたシバ群落はいずれも植栽されたシバ草原である。

　植生高は5～10cmで区分種群のほかスズメノヤリ，オランダミミナグサ，カタバミなどが高

い常在度でみられる。とくに入の踏みつけが加えられるシバ群落ではヌカボ，セイヨウタンポポ，

ノチドメなどが特徴的である（スズメノヤリ下位群落）。踏みつけがなく草刈りのみで維持されて

いるシバ群落ではナガバグサ，ネジバナなどが生育している（ナガバグサ下位群落）。

　ノシバの自然生の群落は河州敷の乾性な砂質地にみられるが，その生育面積は限られている。

20）ススキ群落
　　M乞3cαπ漉z6s　5魏θ73s’s－Geseilschaft（Tab．14）

　ススキの草原は河原や農耕地，住宅地の空地などのいたるところに生育している。

藤沢市から2植分植生調査されたススキ草原はいずれも小面積の空地に成立した植分である。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．14ススキクラス
　　　　　　　　　　　　　　Miscanthetea　sinensis
1：0α7θκ万∂ア〃03α一加ρθ剛σ砂伽4癬αvar。ん。磁9ゴゼーGese11schaft

2：Zoッs∫αノα1）o痂6β一Gesellschaft

　a：Unterei訟heit　von．乙3‘z％」α6αρ髭αガα

　b：Untereinheit　von　Poαμαガθ％s∫s

3：M2εcαフz醜％s　s加87z3ゴ5－Gesellschaft

ハマアオスゲーチガや群落

シバ群落

　スズメノヤリ下位群落

　ナガバグサ下位群落群

ススキ群落

Spalte：

Laufende　Nr，：

Feld－Nr．：

Datum　d，　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he廿．　Meer（m）：

Neigung：

Hdhe　d．　Vegetat1on（cm）：

Deck：ung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

群落記号

通し番号

調査番号

調査・年月日

調査面積

海抜高

傾斜

植生高

全訳被率

出現実数

Trennarten　d。　Gesellschaften：

　！ゆθプ伽の1泌γ加var．々06π忽ガ

　Cα7θκ∫必〃10sα

　Zoツs’αブαρo癖。α

　0πゆ加1廊〃7zノ砂。πゴα〃π

　yθプ0フZ∫0σσ7〃θπ∫∫5

　sおyγ初01乞ゴz‘フπ碗」αノ漉α槻

　E万gθ70／Z3Z〃πα’7θナZSゴ3

Trennarten　d．　Untereinheitenl

群落区分種

　チガヤ

　ハマアオスゲ

　シバ

　チチコグサ

　タチイヌノフグリ

　ニワゼキショウ

　オオアレチノギク

下位群落区分種

　ヌカボ

　セイヨウタンポポ

　ノチドメ

　ナガバグサ

　ネジバナ

　ツメクサ

群落区分種

　ススキ

　コナスビ

　ヒメジョオン

上級単位の標徴種

　スズメノヤリ

随伴種

1 2 3

a b

1

42

FM
11

’83

4
23

4

×

3

2

L
25

80

8

2　　3

29　30
E　　E
34　35
’81　’81

5　　5
8　　8

！　　1

X　　　X

3　　2

60　60
L　　L
8　　10

95　80
9　　11

4

89

FM
47

’83

5
20

2

×

2

20

L
7

90

15

5　　6　　7

43　42　36
F
10

’81

5
19

1

×

1

5

L
7

90

9

F　　F
9　　3
’81　’81

5　　5
19　19
1　　2
×　　　×

1　　1

5　　64

L　　L

5　120
95　9G
11　20

8

86

FM
44

’83

5
20

5

×

10

35

L
120

70

24

　・49ア0画SO1α畝αvar．7Zκんαゐ0

　川園καo鰯¢の卵。’12α」6

　砺47000砂1θ籾α漉謝σ

　P∂αカアαオ伽sゴs

　助〃伽〃～θε3加θノ23∫s

　Sα9加αゴ砂0癬0α

Tren無arten　d．　Gesellschaft：

　Mゴsoαフ2漉z4s　5かzの2sゴs

　ゐツ3伽σo屠αノ砂。海。αf．ε励3θss読s

　E擁8θγωZα初ZZ4％ε

Ken葺Rart　d．　h5heren　Ei琵heiten：

　ゐ％gz‘」σo⑫鉱観α

Begユeiter：

　Cθ7σs海鰐フ2910刑8駕α’3〃π

　0κα1おco7漉6躍‘α臨

　0召7zo漉θπα」αo加ゴα如

　Sc♂〃α3〃z6／zs’5

⑥4
i1・1

o

●

o

o

●

●

■

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

5・5

十

〇

●

o

5・5

十・2

十

十

十

5・5　5●5　5・5

・　　十　十・2
　　　　　　　1
十　　十・2　十・2i

十・2　十　　。

十　　。　　十

■

オランダミミナグサ

カタバミ

コマツヨイ

ツルポ

■

o

■

●

；÷・2十・2　十・2　　・
1　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　・　　十　　1・1；　。
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

11・2　十・2　　。　；　．

。　2・2

■　　　　　　　　●

〇

十・2

　●

●

0

●

●

●

●

●

●

●

■

● ●

●

●

●

●

o

o

●

●

・　i1・2　　2。3i　．
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
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　F　　　　　　　　　　　　　　　　　闘
　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　に　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
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十・2

　■

●

〇

十

●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●

・　　十　　・　　・

…　　　　　　　　十

1。2　　1。2　1・1　2・2　　・

1。1

●

■

■

十

十・2

●

●

●

o

●

o

十

●

十

十

5・4　5・4

十・2　十

十・2　十

。　　＋　1・2

　i　　i

÷。2十・2

0　　　　　　　　0

●　　　　　　　　●
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出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：R8〃720καcα056〃αヒメスイバ！・2，　Cα紹κρ～〃11翫コ

ゥボウシバ＋・2，Ro3α漉01π〃如α1薦テリハノイバラ＋，盈護。πyη7z‘sブ＠o加。～‘3マサキ＋，　i112：Lo砂θゴ傑α

α〃～6α如var。　s6ゆ。多zsノ・イメドハギ＋・2，・410ρ8α〃’～68σ6αz‘α1∫sスズメノテッポウ÷，　in　3：7’γげbZ’κ7η

アθヵ67～sシロツメクサ＋，．の”ooo砂」θノ’卿zげ10解義オチドメ＋，　in　4：κ～〃7z1麗7’o〃～σsオ1’～読αヤハズソウ

ユ・2，肋〃如80θ3’〃万αzオオバコナ，r万80〃。が5ρ842〃363‘幽艶5キュウリグサ÷，エ）ノg’如万〃θ4368刀が6ノ～3メ

ヒシバ÷，in　6：Poπαフzlzκαスズメノカタビラ÷，　in　7：Cσ7’θκγoolz6δ〃6漉ヤブスゲ2・2，∫κ81つ34θ∂漉s

オオジシバリ2・2，エ）’osoo紹α’o々。ノ’oトコロ1・2，　Coノノ2〃2θ♂21zσco／1z／1z多〃zゴ3ツユクサ÷・2，βo”2γ’osρθ3’〃zε〃77

≠6；z6Z1～〃7zハナイバナ　＋・2，　Poβσ6ア。忽∫6α　ミゾイチゴッナギ十・2，　Cの，耀’～σブ砂。疵。σヤブガラシ　＋，

ゑgγoρyγo㍑7α08η7漉ア～〃7zアオカモジグサ＋。2，η∂3‘∫’z〃3z如60ア’4σ’α　ドクダミ　÷，　Eガ96ア013ρ1z’彪46ゆ々ど。％s

ハルジオン　＋，P切θ11如’θrπα如カラスビシャク　T，　P癖。∂」砺劾5012加。アズマネザサ＋，・4漉♪り伽η¢

73ψo短α〃πイヌワラビ＋，in　8：五65カθ40zσc3〃z6認αメドハギ2・3，ノ1評”81漉s彪ρ7’フz6θカ3ヨモギ2・2，　Eσ％∫一

5θ∫～‘7παγoθ〃εθスギナ1。2，ノ11∂掬ξ如ブ”め7∫∬’ηネムノキ＋・2，勲’1”7z潅。”osαオトコエシ＋・2，　y26如

醐9麗蛎θ」毎ヤハズエンドウ＋，五α0伽0α掬漉0σアキノノゲシ＋，FθS劾6αηめ紹オオウシノケグサ＋，
Ro3ごτ7π”！肋孜τノイバラ＋，　nτ6躍6タプごz　3ατπ♂6／z3　var．ノπσ”吻ヘクソカズラ＋，　EF㎏6ダ。πατ級τゴ6ノβ綴3ヒ

メムカシヨモギ÷，06130魏θ昭房θ朋おアレチマツヨイグサ＋，ル血oJ6αツαco7・ゴ認αタケニグサ＋，○沼力勲一

伽7，3α∬11zθハハコグサ十，〃おsp．アヤメ属の！種十，　Cσノ’8κsp．スゲ属の1種．

Fundorte調査地：Lfd．　M．1；Tsujido－nishikaigan辻堂西海岸；2，3，5～7：1且sel　Enoshima江の島；4，

　8：Endo遠藤．
Forscher調査者；Lfd，　Nr。1，3：Y．　M。，　Y，　Ma．；2：K：，　R，　S．　S．，　Y。　T，；4，8：Y．　M．，　Y．　Ma．，　S，　D，　K，

　H．黄．；5，7：Y．N，　Y．　M．，　Y．　T．；6：A．　M．，　S，　S，

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名著Lfd，　Nr，2，3，5～7：Miyawak1　et　aユ．宮脇ほか（1984）．

麟ヒ

銀鱗

灘
識

麓

灘

灘

　　　　　　　　　　籔譲

騨

．臓轍魚．

饗．・

　　　　　　　　　　　繊姦．懇懇細面鰯懸盤難

　　　　Fig．20　宅地造成地に生育したススキ群落（遠藤　36m）。

ル傭。αη’加6s　5魏επs’5－Gese1里schaft　auf　derロeuen　Baustelle（Endo　36m廿．　NN），
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ススキ，コナスビ，ヒメジョオンを区分種としてススキ群落にまとめられた。植分は1．2mの高

さで区分種群のほかスズメノヤリ，カタバミ，ツルボなどが生育している。

　江の島の植分（宮脇ほか1984）は半Ei陰の林縁に生育した植分でドクダミ，ミゾイチゴツナ

ギなどの半陰地のヨモギクラスの種が特徴的である。遠藤の植分は乾性な宅地造成地に生育した

充分でネジバナ，セイヨウタンポポが混生しているシバ草原である。

　ススキ草原は富士山麓などの採草地に大規模な典型的横倒がみられる。藤沢市の2植分はいず

れも遷移の途中相で，ススキ草原としてはやや断片的である。

6．林縁生広葉草本植物群落；ヨモギクラス

　　Wegrand－und　Wald－Saumgesellschaften；Artemisietea　p　r　i　n　c　i　P　i　s

　森林が海や河川，さらに道路や農耕地などの開放地に接した林縁部にはミズヒキ，ドクダミ，

キンミズヒキ，イノコズチなどが生育している。また水田や畑のふち，路傍や人家の周辺にはヨ

モギ，トウバナ，チカラシバなどが帯状にみられる。これらの多年生華本植物群落はイノコズ

チ，ヨモギなどを標徴種としてヨモギクラスにまとめられている。

　藤沢市から植生調査されたヨモギクラスの植生は明るい路傍，河判敷などに生育したヒメジョ

オンーヨモギ群落，アキノノゲシーカナムグラ群集など1群集，3群落，半陰の林縁部にみられ

るチヂミザサードクダミ群集など2群集，3群落の計3群集，6群落がまとめられた。

　21）　オ瓢ヤブマオーハマウド群集

　　　Boehmerio－A聡gelicet田n　japonicae　Miyawakieta1．1980（Tab，15）

　オニヤブマオーハマウド群集は砂浜，礫浜の肥沃な不安定地に生育する大形広葉多年生草本植

物群落である。藤沢市内では江の島の2植分が宮脇ほか（1984）によって報告されている。江の

島の植分は半陰地に生育した植生高50，70cmの植分である。ハマウド，オニヤブマオがそれぞ

れ優占し，アカネ，シンミズヒキ，ヒナタイノコズチなどが混生している。

　オニヤブマオーハマウド群集は群集名の2種を標徴種としてまとめられる。関東以繭の西南日

本の海岸に広く分布している。藤沢市にも江の島や湘南海岸などに広く生育していたと考えられ

るが，砂丘の人為的改変や，釣り客，観光客などの磯の撹乱により現存植分はごく限られてきて

いる。

22）　ヒメジョオンーヨモギ群落

　　　E7忽θ70ηα7z7z2‘z6s．〆1γ’θηz’5飽メ〉幼κ6ρs－Gese1エschaft（Tab，16）

宮脇ほか（1984）は向陽な空地に生育したヨモギ優占植分を報告している。この植分はヨモ

ギ，ヒメジョオン，コナスビを区分種としてヒメジョオンーヨモギ群落にまとめられている。

　植分には区分種群のほかヤエムグラ，オヤブジラミ，ツユクサ，スギナなどが生育している。
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　　Tab。15　オニヤブマオーハマウド群集

Boehmerio－Angelicetum　japonicae

Laufende　Nr：

Feld－1豆r．：

Exposition：

Neigung　（　。）：

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d，　Probeflache（m　x　m）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査番号

方位

傾斜

調査面積

全植被率

出現種数

1　　　　2

23　　　24
E　　　E
29　　　31

S　　　－

50　　　L

25　　　35

1x2　　1x2
70　　　50

90　　　70

6　　　　9

Kennarten　d。　Ass．：

　・4フz8θ12αzブαρo痂αz

　β0θ肋7¢θア毎ぬ010Sθガ0εα

Kenn－u。　Trennarten　d．　hbheren　Einheiten＝

　0κα1ゴsooηzげα‘！α如f．θ76c如

　1～κ∂如σんσηθ

　・4π61短5彪ργ腕6θカ3

　PO砂90π♂〃ηπ6（沸1〃bアノπθ

　・46海ツプα13醜θs裁z漉θゴ

　POαα0γ01ακα

　POえygOπκ1π10π9∫S6’3槻

　0螂耀ノπ¢5％π4％Zα伽伽svar．ブψ0航多‘S

Begleiter：

　五四。疹3〃π〃20／7z∂〃∂1ガ瑚z

　C加ノ20ρ04’Z〃πα1伽173

　CO〃〃ノ2θ」加σ00丹Z7πZ6癖S

　Cαツηがαゴαρ0π∫αZ

　地4θアπ7乃0辮δθα

群集云云種

　ハマウド

　オニヤブマオ

上級単位の標微種・区分種

　タチカタバミ

　アカネ

　ヨモギ

　シンミスヒキ

　ヒナタイノコズチ

　ミゾイチゴツナギ

　イヌタデ

　コチヂミザサ

随伴種

　クコ

　シロザ

　ツユクサ

　ヤブガラシ

　キヅタ

5・5

●

十・2

÷

申

●

o

o

●

●

1・2

●

o

●

●

3・3

o

●

0

3・2

1・1

十・2

十・2

÷・2

■

■

÷

†

十

Fundort調査地：夏nsel　Enoshima江の島．

Datum調査年月日：8．　Mai，1981．
Forscher調査者：Lfd．　Nr．1：Y．　M．，　Y。　Ma。2：K．　F．，　Y．　M。，　S．　S．，　Y．　Ma．

Nachweis　d．　VegetatiQnsaufnahmen既発表資料名：Lfd．醗，1，2：Miyawaki　et　a1宮脇ほか（1984）．

植生高80，100Cmの植分である。

　一般にヨモギの優占する植分はヨモギクラス中でも先駆的で，とくに人為的な撹乱が強い立地

に発達する場合が多い。そのため植分の構成種には1～2年生草本植物が高い比率で混生してい

る。江の島のヒメジョオンーヨモギ群落もそのようなヨモギ植分のひとつである。

23）　オドリコソウ群落

　　　ゐαη癬〃π6α7δα彦2〃ノz－Gese11schaft（Tab．16）

シソ科のオドリコソウは畑や入家の周辺，スギ， ヒノキ植林などの林縁部に広くみられる。藤
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．エ6　路　傍　雑　草　群　落

　　　　　　　　　　　　　　　　Wegrand－Pflanzengesellschaften

1：Lactuco　indicae－Humuletum　japonici
2：五ン忽6707zα多初鋸κs一五7’8ノ癖sJαヵゆκの）s－Geseユ1schaft

3：五αノ短z‘〃zδα76α’多〃フ7－Gesellschaft

アキノノゲシーカナムグラ群集

ヒメジョオンーヨモギ群落

オドリコソウ群落

Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d、　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he魚．Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

Hδhe　d．　Vegetatio職（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Arte簸zah1：

群落記号

通し番号

調査番号

調査年月日

調査面積

海抜高

方位

傾斜

櫨生高

全町被率

出現種数

Kennart　d．　Ass．：

　猛碑zz4伽ssαzπ吻ノ2s

Trennarten　d．　Gese11schaften：

ノ47’6襯∫5毎ργ〃zoの3

五ン忽670παππ麗μS

みys∫ηzαc勉｛zノαρo海。αf．33め3θs3∫1ゴ3

五α刃7回目πわα7∂α’～〃7τ

鐸♂0∂如∫如∫0ぬ勿O

しかゴρρθρ」α砂ρ勿1如

群集証徴種

　カナムグラ

群落区分種

　ヨモギ

　ヒメジョオン

　コナスビ

オドリコソウ

アスマネザサ

ヤブラン

廷enn－u．　Trennarten　d．　hうheren　Einheiten：上級単位の擦徴種・区分種

　磁1ゴz〃πψz〃廊〃πf．ε魏gos～〃，2

　％αα0701θ％0σ

　05〃zoγ麓ξαα万5如如

　y∂3〃28ゴσ加0加α3

　αz砂5彦¢9ゴα加4θ7αcθα

　7b7〃ゴ5　scαδ7π

Begleiter：

　E（13‘∫3θ’z〃％ごz7〃6η38

　s’θ〃αγ毎α（1露α’∫oα

　P〃zθ11毎’θ〃¢α如

　CO，フZ1％θ1ゴ7Zα00〃ZηZκ癖S

　O颯1ゴsoo7海oz∫1諺α（f．6アθo’α）

　ヤェムクフ

　ミゾイチゴツナギ

　ヤブニンジン

　オニタどうコ

　コヒルガオ

　オヤブジラミ

随伴種

　スギナ

　ウシハコベ

　カラスビシャク

　ツユクサ

　カタバミ（タチカタバミ）

1 2 3

　1　　2　　3　　4　　5　　6

108　　39　　　34　　　46　　　71　　　70

FM　F　F　F　（2）　（1）
66　　6　　1　　3　一　　一

’83　’81　’81　’81　’81　’81

6　　5　　5　　5　　5　　5
3　　　19　　　19　　　19　　　7　　　7

1　　3　　1　　2　　2　　1
X　　　X　　　X　　　X　　　X　　　X

7　　3　　2　　3　　L5　　1

32　　　65　　　65　　　53　　　65　　　65

NW　 一　　一一　一　　一　　一

40　L　　L　　L　　L　　L
80　　　60　　　80　　100　　50　　　45

100　　100　　100　　95　　100　　95

12　　　13　　　15　　　14　　　11　　　13

i5。5　 2●21　． ・　　十　　÷

●

■

o

●

●

●

十

●

1・2

十

●

●

■

●

■

●

4・4　5951　・

賓，i：
o

●

o

●

●

●

2・3

2・3

2・3

●

■

●

o

●

●

■

●

●

●

●

●

●

5・5　5・5

1・2　十・2

1十　　十

十

1・王

●

十

9

十・2十。2　・

3・4

●

十

÷

o

十・2

●

十

●

■

o

o

●

十

十・2

2・2　1。2

十　　1・2

1・2　十・2

■　　　　　　　●

。　　十

〇　　　　　　　　〇

1。2

十

●

■

●

1・2

●

●

　〇

＋・2

出現1回の種Au8erdem　le　einmal　in　Lfd，　Nr．1：・47ηδア03如α7彦6ηz∫s∫α蜘伽var．6観♂oγブタクサ1・2，

馳4吻θκo万砂％εナガバギシギシ十・2，勘ッ’01碗6αα〃昭γJoαπαヨウシュヤマゴボウ十，　E7忽θ70％ρ雇18ゴθ1一

ρ弼CκSハルジオン十，／10加γ碑酌θ3∫磁7頗ヒナタイノコズチ＋，・4窺ρ痂6αゆα紹∫7煙θη72αヤブマメ

十，〈む。加θsoノαツルマメ十，　in　2二凸‘θ〆α7∫α♂b6碗σクズ1・1，0羅1ガ500甥7760sαムラサキカタバミ1・2，
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Co7二y冨α’お力癖3πムラサキケマン＋・2，！窪g廻ρ野。μ々α彫。ガカモジグサ＋，ατ疏y5’6g～σメσρoπ∫oσヒノレガオ

十，in　3：E擁gθ70π詔1π碗7613sおオオアレチノギク十・2，　Wo∫α2耀功‘gσナンテンハギ2，　Fθ3’κoαρα7〃ゴー

g1～〃12α　トボシガラ1・2，　D∫0500肥θ∫o々。ア。　トコロ1・2，！lg70勿γ01z解08ア加ルγ多‘ηzアオカモジグサ1・2，εoπ一

61沼Sαψ87オニノゲシ＋，Tγ忽ωZO彦おρθ伽1Zα‘1σアおキュウリグサ牽，・4魏ッ痂〃η痂ρ0溺6Z槻イヌワラビ

→一，．θ1’o刀2z63　sp．スズメノチャヒキ属の1種幸・2，　in　4：Po♂ygo／z多〃η10／z劇36’36ηzイヌタデ＋・2，・4gγos傭

。如槻如var．7z36々σδoヌカボ1・1，功‘」γooo砂」θ矯ノ7zゲ10ノ’αオオチドメ＋・2，　Cαγ6κプ06舵∂73〃漉ヤブスゲ十，

Eκρ磁07∫鰯7z　o雇7z67zs6　var．訪7ψ1記肋1’z‘〃zヒヨドリバナ十，　Cθ雇θ〃ασ∫彪’磁ツボクサ十，　in　5：Cαηzθ一

1」如ゴαρ07z記αヤブッバキ＋，・肋護αめσブ砂。短。αアオキ＋，　iR　6：To〃♂おブαρo痂。αヤブジラミ十，刃∂36一

臨げ7諺αcoプ4α彪　ドクタ“ミ十，2764θγσ7物01η∂θαキヅタ十．

Fundorte調査地：Lfd．　Nr．1：Kuzuhara葛原；2－6：Insel　Enoshima江の島．
Forscher調査者：Lfd．　Nr．1；Y．　M．，　Y．　Ma．，2；Y．　N．，　Y．　T．，3：A．　M．，　Y．　M。，　K．　F，，　S，　S．；4：Y．

　M．，S．　S．；5，6：K：．　F．，　Y．　T．

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名；Lfd．　Nr．2－6：Miyawaki　et　a1．宮脇ほか（1984）．

沢市では江の島で植生調査された2植分のオドリコソウ優占植分が報告されている（宮脇ほか

1984）。

　江の島のオドリコソウ群落はヤエムグラ，ミゾイチゴツナギ，ヤブニンジンなどが混生した出

現種数が12種ほどの群落である。クサギ群落（p．41）に接して生育している。

　オドリコソウは同属のホトケノザや，帰化植物であるヒメオドリコソウとともに春に最盛黍を

もつ，温帯に多い植物である。植分にはヤエムグラ，ミゾイチゴッナギ，ヤブニンジンなど春に

開花，結実を行なう植物が多い。

　24）　アキノノゲシーカナムグラ群集

　　　Lactuco　indicae－Humuletum　laponici　Okuda1978（Tab．16）

　アキノノゲシーカナムグラ群集はカナムグラやヒルガオ，コヒルガオなどのつる性の草本追物

によって特徴づけられる富養地の地被つる植物群落である。江の島（宮脇ほか1984），葛原で植

生調査された2植分がカナムグラを畑鼠種としてまとめられた。

　植分にはカナムグラ，ヒルガオ，コヒルガオ，ツルマメなどのつる草本植物のほか，スギナ，

ヤエムグラ，ナガバギシギシなどが混生している。江の島の植分は空地に，葛原の植分は排水溝

わきに発達した植分である。いずれも向陽，富養な立地に生育している。

　25）　ヤブジラミーイラクサ群落

　　　7「oア21ゴsゴ＠07zゴ6α一び7’ゴ6α漉z〃zゐ召堰吻～σ一Gesellschaft（Tab．17）

　ヤブジラミーイラクサ群落は宮脇ほか（1984）が報告した江の島に生育する面分がまとめられ

る。野分はイラクサ，ヤブジラミの優塾した40～50cmの高さの多年生草本植物群落である。ミ

ズヒキ，ドクダミ，ツユクサ，ムラサキケマンなどが混生している。生育地は半陰の林縁：部であ

る。

　ヤブジラミーイラクサ群落はヤブジラミ，イラクサなどを区分種としてまとめられる。区分種

であるイラクサは関東以西の低地の林縁，とくに神社や寺院の，自然林や発達したスギ植林の林
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縁など，比較的人為的擬乱の弱い安定した立地に生育している。神奈川県では葉山（宮脇・中村

1982），鎌倉市（村上未発表資料）などに発達した植分が認められている。

　26）　チヂミザサードクダミ群集

　　　Oplismeno　undulatifolii－Houttuynietum　cordatae　Ohbaet
　　　Sugawara　1982（Tab．17）

　常緑広葉樹やスギなどに被陰された半陰の林縁にはハエドクソウやドクダミなどを優占種とし

た多年生草本植物群落が生育している。二分内にはミズヒキ，ケチヂミザサ，ミツバ，ホウチャ

クソウなどいずれも半陰のソデ群落に特徴的な植物が多数みられる。このような言分はチヂミザ

サードクダミ群集にまとめられた。

　植生調査された直話は宮脇ほか（1984）による江の島の2植分（ツルニガクサーヤブニンジン

群落，ハエドクソウ群落）と遠藤の1植分である。植分には前述の種群のほかツユクサ，オニタ

ビラコ，ミゾシダなどが生育している。出現六感は6～12種，平均15種である。

　チヂミザサードクダミ群集は大場・菅原（1982）により報告された。特定の群集標二種をもた

ない。群団（ミズヒキードクダミ群団）の典型部を構成する群集である。

　27）　ヤブマオ群落

　　　βo餉ηzθ万α10πgおヵ∫oα一Gesellschaft（Tab．17）

　イラクサ科の多年生草本植物であるヤブマオは半陰，適潤な林縁部にやや大形のソデ群落を形

成している。この群落はヤブマオ群落としてまとめられた。

　ヤブマオ群落は，長後および葛原の2植分が欄生調査された。植分は高さ70，80cm，全植被

率は90，100％であった。優占するヤブマオのほかにはドクダミ，ミズヒキ，ハエドクソウ，ヒ

ナタイノコズチ，イヌワラビなどの多年生草本植物が多数生育している。出現忌数は16種および

21種であった。生育地はシラカシ群集およびスギ植林の林縁部である。土壌は腐植にとみ富養で

ある。

　ヤブマオは同じカラムシ属のメヤブマオ，マルバヤブマオ，ナガバヤブマオなどとともに典型

的な半陰の林縁生の植物である。ほぼ日本全国のヤブッバキクラス域を中心に分布している。

　28）　ツルカノコソウーノブキ群集

　　　VaIeria捻。－Adenocauletum　himalaici　MurakamiinMiyawaki1983
　　　（Tab．17）

　ツルカノコソウーノブキ群集は山道などの林内を走る歩道脇に生ずる，半陰，適潤立地生の路

傍植物群落である。藤沢市では葛原で1植分が植生調査された。

　藤沢市のツルカノコソウーノブキ群集はノブキを面容種としてまとめられる。指分はノブキが

優占し，高さは40cmである。ミズヒキ，アキノタムラソウ，シロヨメナ，ドクダミ，ヌスビト

ハギなどの多年生草本植物が植分の構成種の大半を占めている。生育地は現在ではあまり使われ
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なくなったスギ植林沿いの・1・径沿いで上部はキブシ，イヌビワなどに被陰されている。

　ッルヵノコソウーノブキ群集は中国地方から報告された（村上1983）が，その分布域は広くほ

ぼ臼本全国のアカガシーシラカシ群団域からブナクラス域におよぶと考えられる。

　29）オ　ギ　群落
　　　み4ゴs6απ腕z‘53αocんα7ゲ！oπ‘s－Gese11schaft（Tab．18）

　市北部の高倉では宅地造成地に生育したオギ優占植分が植生調査された。

　植分は高さ1．5mに達している。優占するオギの下層にはヨモギ，ヤブガラシ，イヌタデ，ミ

ゾィチゴツナギ，アキノノゲシなどのヨモギクラスの植物が多く，さらにカモジグサ，ギシギ

シ，クズ，アズマネザサなども混生している。

　オギ優占草原は河川氾濫原の砂泥土上に持続群落として広く生育している。高倉の植分は二次

遷移途中相の職分で，放置されればセンニンソウ群集（p．51）などの低木林に移行してゆくもの

と判定される。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab。18　オ　　　ギ　　　群　　　落

　　　　　　　　　　　　　　Mお。研π肋‘ssαo酌α7〃70η63－Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：128（FM－86）；Exposition　u．　Neigung方位および傾繕：L；E6he臼．　Meer海抜高：

30m；Grδ£e　d．　Probefl乞che調査面積：40　m2；HOhe　u．　Deckmg　d．　Vegetation植生高および全植被

率：1．5m，100％；Artenzah1出現画数；21．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　M飴ατノz〃～z6ssαoo肋7ゲ10プz∬

Arten　d．　Artemisietea　principis：

　．4π6ηz’5ゴαρ7加。θρ5

　Cの，γα磁ブαρo海。認

　6砂。カz6　soゴα

　Mゴ070S’69銘〃72ゴαρ0ノ¢ゴ6μη2

　％砂goη醐¢10／zg∫5θ廊67π

　POαα07016140α

　ん1ψ1～ノ6αη短θα∫7おρ召7172α

　ゐαo’zκα痂4ゴ。α

Sonstige　Arten：

　んπδア0εゴα認8漉Sゴα⑳1齢var．θ1磁0ア

　PZ‘θ7αガα10∂α如

　・4970カツ701Z々α吻0ガ

　E〈1師∫θ∫z耀zαプ〃6πsε

　PJ擁0う1σ3彦Z二30腕πO

　sオ61‘α7如麗91θc∫α

　Mθオψ16短sゴ砂。π∫oα

　馳〃παブ砂0痂α4S

　qy2zos≠θη2ノησρ召見αρ1り〃御η

　Rκη2θκCO％910η26πZ渉麗∫

　C舵7zoρ04ぎz〃7z僻め705ゴ。ゴ4θs

　Ro7ψ勿魏4’0α

群落区分種

　オギ

ヨモギクラスの種

　iヨモギ

　ヤブガラシ

　ツルマメ

　ササガヤ

　イヌタデ
　ミゾイチ：ゴツナギ

　ヤフマメ

　アキノノゲシ

その他の種

　ブタクサ

　クズ

　カモジグサ

　スギナ

　アズマネザサ

　ミドリハコベ

　ガガイモ

　ギシギシ

　アマチャヅル

　アレチギシギシ

　ケアリタソウ

　イヌガラシ

5・5

2・2
十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

1・2

1・2

1・2

1。2

十。2

十・2

十

十

十

十

十

十

Fundort調査地：Takakura濤1倉；Datum調査年月B22，　Juni，1983；Forscher調査者：Y．　M．，　Y．　Ma．，

H．N．
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7。　水辺不安定地多年生草本植物群落：カモジグサーギシギシ群団

　　Perennierende　Krautgesellschaften　an　zeitweilig銭berfluteten　R琶ndern　von

　　Gewassern；Agropyro　kamoji－Rumicion　japonicae

　河岸の富養な泥土上や磯浜，水田の畦，湿潤な路傍などには冬から春にかけての緑葉が特徴的

なカモジグサ，ギシギシ，ナガバギシギシ，ハマダイコン，イヌムギなどの群落がみられる。こ

の植生は群落体系の上でカモジグサーギシギシ群団にまとめられている。

　ヵモジグサーギシギシ群団の檀生は年に1～2回，増水時の冠水や踏みつけ，刈りとりなどの

擬乱を受けて持続群落として生育している。より乾性な立地に発達するヨモギクラスの植生とと

もに農耕地や住宅地などの人里にも広く生育している。

　ヵモジグサーギシギシ群団の植生として藤沢市からは2群集2群落がまとめられた。藤沢市の

植分ではイヌムギ，ネズミムギなどの帰化植物が多く混生することが特徴的である。

　30）　ハマダイコン群集

　　　Raphanetum　raphanistroldis　Murakamii臓Miyawaki1982（Tab．19）

　ハマダイコン群集は海岸，とくに礫浜の不安定地に広くみられる広葉草本植物群落である。ハ

マダイコンを標徴種としてまとめられる。

　今日，ハマダイコン群集にまとめられた植分は辻堂西海岸（砂浜）と，周辺地区の葉山町長者

ヶ崎（州浜；宮脇ほか！984）の2地点の植分である。植生高は30，60cmで全植被率はともに80

％であった。構成種はギシギシ，カモジグサ，ヨモギなど多年生草本植物が多い。いずれの植分

も9種で構成されている。

　ハマダイコン群集の生育地は年数隣，台風時や冬季などに波をかぶるやや不安定な立地であ

る。反面，波により打ち上げられた有機物の供給があり，土壌は富栄養となっている。ハマダイ

コン群集は全国の海岸部にみられ，四国，中羅，近畿で報告されている（村上1982，1983b，

1984）。また神奈川県三浦半、！蕩でも各礫浜に発達した植分が観察される（村上未発表資料）。今回

まとめられたハマダイコン群集はギシギシ，カモジグサなどを標徴種としてカモジグサーギシギ

シ群団にふくめられた。

　31）　ノゲシーイヌムギ群落

　　　Solzo加‘3016γαoθ多6s．β701πz護s　oα疏α〆距。％s－Gesellschaft（Tab．20）

　畑地周辺や農道脇，管理の不充分な公園地などには帰化植物であるイヌムギの優占申分がみら

れる。このイヌムギ植分はイヌムギ，タチイヌノフグリなどを区分種としてノゲシーイヌムギ群

落にまとめられた。

　ノゲシーイヌムギ群落は植生高60～100cm，全植被率70～90％となるイネ科植物の優占群落で

ある。植分には区分種群のほか，ネズミムギ，ギシギシなどの多年生草本樋物が多数みられ，ナ

ズナ，ノゲシなどの1～2年生草本植物は種数，優占度ともに少ない。出現種数は7～16種，平
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Tab．19ハマダイコン群集
Raphanetumraphanistroidis

Laufende　Nr．：

Feld一斗r．：

Datum　d．　Aufnahme：

GrδBe　d．　Probeflache（m　x　m）：

翌ヨ［6he　登．　Meer　（m）：

Exposition：

Neigung（o）：

Hdhe　d．　Vegetati◎n（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積

海抜高
歯　　位
傾　　　斜

植生高
全植被率

出現種数

Kennart　d．　Ass．：

　R妙んαπ％33呂州～4s　var．加7∫6πsゴ∫f．γ砂1～α癖s〃。／463

Klen鳳一u。　Tren登arten　d．　h6こ口ren　Einheiten：

R鰯Zθ芳ブ砂0海α4∫

ノ19ア0勿ア0π々σ規0ガ

SOノκ肋63016〆α08銘5

澱7飽ηπs如ργ初。砂s

群集標徴種

　ハマダイコン

上級単．位の標二種。区分種

　ギシギシ

　カモジグサ

　ノゲシ

　ヨモギ

1　　　2

65　　　41

AE　　FM
14　　　10
’81　　　’83

12　　　4
5　　　23
7x7　　1．5×9．7

4　　　　1

S　　　N
10　　　5

30　　　60

80　　　80

9　　　9

3・3

十

2・2

十

●

2・2

1・1

■

■

4・4

出現1回の種（随伴種）AuEerdem　je　einma1（Begleiter）in　Lfd．　Nr．1：1）ガ9磁ア∫αα4sc62z4θノz3メヒシバ

2・2，Po1ッgo7π〃πs8ノ漉oosz〃フ2ママコノシリヌグイ1・2，　Tアα48∫6砺磁SP．ムラサキツユクサ属の1種1・2，

M〃α∂読sゴ認砂αオシロイバナ1・2，Cγ77040π4αo砂Jo／zギョウギシバ＋・2，　in　2：P’，zz‘3〃膨7z∂8響蕗クロマ

ツ2・！，Cαプ6κρ3〃癖」αコウボウシバ1・2，　Rosαzσ’漉z〃如σηαテリハノイバラ1・1，ノ祝ρ8／r磁αqy1加〃ゴ。σ

var．々。碑’9蕗チガヤ÷・2，067zo漉θ7α」αo加’認αコマツヨイグサ＋・2，　Cα砂3’¢9如ε014α72θ磁ノ・マヒルガオ

十，Fu且dorte調査地：Lfd．簸r．1：Cholagasaki　Hayarna－cho，葉践【町長：者ケ崎；2：Tsulidonishikaigan辻

堂西海岸
Forscher調査者：Lfd．　Nr．1：Y．　M．；2：Y．　M．，　Y．　Ma．

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名；Lfd．　Nr。1：Miyawaki　et．　al宮脇ほか（1984），

均11種である。

　ノゲシーイヌムギ群落には江の島，川名，鵠沼海岸などの低海抜地から5一分がまとめられ

た。このうち用田の1植分はネズミムギの優占植分である。生育地は年1，2度草刈りや踏みつ

けなどが行なわれる向陽地である。刈られた植物遺体やそのほかの塵芥が投棄された富養な立地

に発達し一ている。

　ノゲシーイヌムギ群落のような，イヌムギ優占植分については四国，中国地方などからイヌム

ギーオヤブジラミ群落として報告されている（村上1982，1983b）。藤沢市のノゲシーイヌムギ

群落はネズミムギ，ギシギシなどを標高種，区分種としてカモジグサーギシギシ群団にふくめら

れた。
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Fig．21春季雑草を代表するノゲシーイヌムギ群落。3月下旬田園地帯の路傍に

　　　　みられるヤエムグラ優占野分（藤沢市川名　海抜50m）。

　VorfrUhlingsaspekt　der　Soπ01～z650」6プαoθz‘s－B〆。刀～¢‘30認舷漉α‘3－Gesellschaft　mit

　dominiere見der　G厩2‘刀z　s餌ア勧z　f．∫ケ’gos瑚3　am　Wegrand（Ende　Marz，　Ka－

　wana　5Gm　U．　NN，　Stadt　Fujisawa）。

　32）　ウシハコベーセイヨウカラシナ群落

　　　S’6〃α磁σgz磁。α3ノη3s’6αゴ～〃3c8α一Gesellschaft（Tab，20）

　藤沢市を流れる境刺，引地川の堤防斜面にはアブラナ科の大形1年生帰化植物であるセィヨゥ

カラシナが繁茂している。セイヨウカラシナは春季に黄色花を多数つけ，秋のセイタカアワダチ

ソウの黄色花と共通した特徴的な季観を形成している。

　ウシハコベーセイヨウカラシナ群落は，優占種であるセイヨウカラシナのほか，ウシハコベ，

ナガバギシギシ，オオイヌノフグリを区分種としてまとめられた。植生高はよく発達した潮騒で

2mに達し，懇懇被率は90～100％となる。植分内にはネズミムギ，ヨモギなどの多年生草本植

物，ナズナ，スズメノカタビラなどの1年生草本植物がほぼ半数ずつの割合で混生している。出

現種数は5～21種，平均13種であった。

　ウシハコベーセイヨウカラシナ群落の生育地は最近になって改修の行なわれた河川堤防の斜面

である。一部の植分はネズミムギなどの牧草を播種した立地に発達している。河川の土手にセイ

ヨウカラシナなどのアブラナ科帰化植物が繁茂する例は京都府，愛知県，また神奈刺県海老名市

などで観察される（宮脇ほか未発表資料）。ウシハコベーセイヨウカラシナ群落はギシギシ，ナ
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　Fig．22　洪水時に冠水する河厚の土手斜爾下部に生育するウシハコベーセイヨウ

　　　　　　カラシナ群落（藤沢　8m）。

Bei　Hochwasser　wird　der　untere　Teil　des　Uferdammes　Uber負utet．　Hier　w芸chst　die　5’θ磁アノα

碍3磁加冠βγα55加ノαρo漉。α一Gesellschaft（Fujisawa　8m臼．　NN）．

ガバギシギシなどの種を混生することによりカモジグサーギシギシ群団にまとめられた。ノゲシ

ーイヌムギ群落およびウシハコベーセイヨウカラシナ群落の2祥落は程類組成上ナガバギシギシ

ーギシギシ群集Rumicetum　crispi－laponicae　MiyawakietOkuda1972に近

い。植分の優占種，構成種となるイヌムギ，セイヨウカラシナなどの帰化植物の種の結びつきに

より2群議に区分された。

　33）　ミゾカクシーオオジシバリ群集

　　　Lobelio－lxeridetum　laponicae　MiyawakietOkuda1972（Tab．21）

　境川，引地想，小出川の流域には結｝デ状に水田地帯が広がっている。これら水田の畦には春季に

ムラサキサギゴケ，オオジシバリなどを優占種とした低茎の草本植物群落が生育している。この

三分はムラサキサギゴケ，オオジシバリ，ヘビイチゴを標徴種，区分種としてミゾカクシーオオ

ジシバリ群集にまとめられる。

　ミゾカクシーオオジシバリ群集は用田，大庭，西俣野などから7霊鑑がまとめられている。植

分は10～25c血の高さで60～100％の植被率となる。前述の標徴種，区分種のほか，ヨ〆ナ，セ

リ，オヘビイチゴ，ケキッネソボタンなどの多年生草本植物，スズメノカタビラ，コモチマンネ
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Tab．21　ミゾカクシーオオジシバリ群集

Lobe】io4xeridetum　laponicae
Laufende　Nr．　l

Feユd一覧r．：

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

Gr6Be　d．　Probef1註che（m　x　m）：

H6he題．　Meer（m）：

聾eigung：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Decku臓g　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号

調査番号

調査月日

調査諏積

海抜高

傾　　斜

植生高
植被率

出現種数

王（enn－u．　Tre簸narte篇d．　Ass．：

Mα之～63〃τ勾3‘6痂

∫κθ万34θδμ∫s

Dzκ加5π認01〃ツs¢7z魏α

群集標徴種・区分種

　ムラサキサギ：ゴケ

　オオジシバリ

　ヘビイチゴ

Klenn－u。　Trennarte鷺d．　h6heren　Einheiten：

　勘’θπ’〃1α々16加’απα

　Hy〃000むP1θ7ηα7漉7ησ

Begle1ter：

　Cθプσ∫痂〃π9107πθrα’z〃72

　飽1勿3θア’3ツ0初θ7Zα

　勘αα多〃π‘α

　0θπα7z〃z6ブωα7～’cα

　sθ4z切zδμ越州π‘η2

　RαノZZ47ZC3‘」κS　Cα73’0癖θ7ZS∫S

　Cβ〃μη2惣6刀9鰐ζ05θ

　y∫o如αη9～4s’加1如

　S彪JJα7飽α」舘7Z6　var．♂‘1Z4％Zα如

C脚3ガZ〃7功010吻0ゴ465var．碑83‘3’⑳1ゴ3〃2

乃〃∂」ガ～〃π紹ρθπs

Egz拡s扉3〃πα塑61336

yθ70癖αZρ6プ5ゴα7

γθ70癖0ααア00％S’3

RZ〃726κブ砂0卿α‘S

上級単位の標託種・鼠三種

　オヘビイチゴ

　ノチドメ

随伴種

　オランダミミナグサ

　ヨメナ

　スズメノカタビラ

　セリ

　コモチマンネングサ

　ケキツネノボタン

　タネツケ．バナ

　ヤハズエンドウ

　ノミノフスマ

　　　　ミミナグサ

　シロツメクサ

　スギナ

　オオイヌノフグリ

　タチイヌノフグリ

　ギシギシ

1　　2

31　7
F　　F
51　27

4　　4
21　21
0．5　0．5

X　　　X

1　　1

12　10

L　　L

10　10

60　70

3

！0

F
30

4
21

0．5

×

2

L
5

95

4　　5　　6

22　23　28
F　　F　　F
42　43　48
4　　4　　4
21　21　21
0．6　0．5　0．5

X　　　X　　　X

1　　3　　2

15　10　12
L　　L　　L

15　10　　5

100　90　90

7

55

FM
24

4
23

0．3

×

2

L

25

90

10　　　1！　　　13　　　15　　　16　　　17　　　19
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1・1

出現1圓の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：Sσ9〃zαブ砂07z磁ツメクサ十，　in　2：勘砂g侃2〃72魏z〃z・

ゐ醐＠ミゾソバ＋，五1θoo勉万3ッ。々03067∫ノ5マツバイ＋・2，　Eガg61’07zs2ρ7¢癬7θノ短sオオアレチノギク＋，

in　3：R」〃ηθκ6γ紗z6sナガバギシギシ十・2，・4g，’oρッア。π々αη30ガカモジグサ十，　in　4：80ノ～o肋‘301θ解66κ∫

ノゲシ＋，jgア忽6ノ’oπσ脚脇τ‘5ヒメジョオン十，αθ凶07πα舵惚アα69αvar．　gアσ7z漉sカキドオシ十・2，3げ8一

磁ガα耀6漉αコハコベ十・2，Gσ1勿ノηs勿漉‘η～f。　s∫ガgosz槻ヤエムグラ＋，　in　5：αzψ肱伽7παガ冨麗ハ

ハコグサ＋，yo呂〃zg彪ブσρo痂。σオニタビラコ十，ノ1gmε’おα1∂σコヌカグサ1・2，7擁go／zo’飴力9ゴ3切6％♂αア∫s

キュウリグサ＋・2，iR　6：・4」ρρθα‘耀sσ6gz鶴1f5スズメノテッポウユ・2，7’ア180鱒∫おカθ4z〃7c∫f如7∫3タビラコ

＋，in　7：Eガgθ707zカ1～鉱αζ16ゆ痂侃sハルジオン1・1，　R％ηzθκα66’osαスイバ＋，五σ漉μ駕ρ％ゆ3‘76z‘77～ヒ

メオドリコソウ1・2，Cψ∫陀却αブψoη磁ヒノレガオ十，　S’6〃α万αα9襯批αウシハコベ十，1吻駕s漉卿θ漉
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f．α1妨707’z‘εサギゴケ十．

Forscher調査者：Lfd．　Nr．1，2，5：Y．　N．，∫．　W．　K，3，4，61K．　F．，　H．　N．，7：Y．　M，，　Y．　Ma。，　H．　N．

Fundorte　d．　Au伽ahme調査地：Lfd。　Nr．1，4～6：Yoda用田，2，3：0ba大庭，7：Nishimatano西俣野，

ングサ，オランダミミナグサ，タネツケバナなどの1～2年生草本植物が混生している。出現男

数は10～ユ9種，平均14種である。ミゾカクシーオオジシバリ群集は踏みつけや，泥土の土盛り，

除草などの人為的管理を受けて持続群落として生育している。土壌は泥質で湿潤である。

　今回藤沢市からまとめられたミゾカクシーオオジシバリ群集は春季の植分であり，群集構成種

のほとんどはムラサキサギゴケ，オオジシバリ，スズメノカタビラ，オランダミミナグサなどの

秋から春にかけて生育し，夏には地上部あるいは全冊が枯死する冬緑植物が多い。したがってそ

れらの植物の枯れる夏季にはヨメナ，ツユクサ，エノコログサなどを構成種とした種類組成の異

なった群落に置き換わる。

　ミゾカクシーオオジシバリ群集はオヘビイチゴ，ノチドメを標微種，区分極としてカモジグサ

ーギシギシ群団にまとめられる。ミゾカクシーオオジシバリ群集は人為的な管理の停止とともに

ノゲシーイヌムギ群落などのより高茎なカモジグサーギシギシ群団の植生，あるいはヨモギクラ

スの植生へと遷移してゆくと判定される。

8．　踏跡群落；ミチヤナギ群団

　　Trittgesellschaften；Polygonion　avicularis　japonicae

　人や1垂働車に踏みつけられる農道や歩道には踏みつけ地に特有な低回の植物群落が生育してい

る。藤沢市からは歩道わきのごくわずか土が露出した土地に生育したギンゴケーツメクサ群集と

農道上に生育したクサイーオオバコ群落の1群集1群落がまとめられた。

　34）　ギンゴケーツメクサ群集

　　　Bryo－Saginetum　laponicae　Ohba1971（Tab．22）

　ギンゴケーツメクサ群集は小形の1年生草本植物であるツメクサと，コケ類であるギンゴケを

標徴種とする下生植物群落である。市街地の路傍，路土などに広く生育している。

　朝賑町，藤沢で植生調査されたギンゴケーツメクサ群集は植生高2および4cmの植分である。

群集構成種は標徴種群のほか，カタバミ，スズメノカタビラ，コハコベ，イヌガラシなどで1年

生草本植物が多い。生育地はコンクリートに囲まれた街路樹の植えます，そして建築物の周囲の

わずかな空地である。この群集の立地は草むしり，踏みつけなどがされており，もっとも強い入

為的影響下に生育している植生である。
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Fig．23　市街地の踏みつけ地にみられるギン：ゴケーツメクサ群集（藤沢　11m）。

In　der　L琶cken　zwischen　den　PHastersteinen　auf　h婆ufig　betretenen　StraBen　spコrlich

vor1（ommendes　Bryo－SaginetuIn　laponicae（FulisawallmU．NN）．

　35）　クサイーオオバコ群落

　　　力〃3鰯纏嬬一．肋2磁go　o3翅加一Geseユ】schaft（τab．22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　やや湿潤な農道上や未舗装の車道上にはクサイやオオバコの篠薄がわだちに沿って帯状に生育

している。この群落はクサイ一驚オバコ群落にまとめられた。植生調査された植分は川名の1植

分である。植生高！5cmでクサイ，オオバコのほかスズメノカタどう，トキワハゼ，ノチドメな

どが混生している。

　踏みあとに生育する多年生草本植物群落はカワラスゲ一難オバコ群集Carici　i蕨cisae－

Plantaginetum　asiaticaeτx．1977，カゼクサーオオバコ群集Eragrostio

ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977などが報告されている

が，クサイ一難オバコ群落はそのいずれの標徴種ももたない群落である。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．22踏　跡　群　落
　　　　　　　　　　　　　　　　　Trittgesellschaften

1：　Bryo－Saginetum　japonicae
2：ノ伽α‘s’θπ麗5－P㍑漉召8・oαsガαごぜ。θ一Gesellschaft

ギンゴケーッメクサ群集

クサイーオオバコ群落

Spalte：

Laufende　Nr．：

Fe1酷Nr．：

Datum　d．　Aαfnahme（1983）；

GrδBe　d。　Probeflache（crn　x　cm）：

H6he臼。　Meer（m）：

Neigung（。）l

H6he　d．1（rautschicht　（cm）：

Deckung　d．　K二rautschicht（％）：

Deckung　d．　Moosschicht　（％）：

ArteRzah1：

群落記号

通し番号

調査番号

調査月日

調査面積

海抜高
傾　　斜

草本層の高さ

草本層の植被率

コケ煽の植被率

出現種数

Kennarten　d．　Ass．：

　εα9勿σブ砂。π∫oα

　島ツz〃ηατ96漉θz〃3z

Trennar亡e鷺d．　Gesellschaft：

　み¢πα‘s砂z3ζゴs

　∫『」απオαgoα3ゴα’ゴαz

Begユeiter：

R〕σα7〃彦z‘α

0κα1ゴ300ηz’α〃α’α

群集標徴鍾

　ツメクサ

　ギンゴケ　　　M

群落区分種

　クサイ

　オオバコ

随伴種
　スズメノカタビラ

　カタバミ

　　　1　　　　　　2

　1　　　2　　　3

　2　　　1　　　81
　F　　　F　　　F
　22　　　21　　　60

4／／21　　4／／21　　5／7

20x50　　15　x　30　　50×50

11

L
2

80

40

5

5

L
4

40

20

6

30

L
15

80

8

4・4

3・4

3・3

2・2

十

●

0

9

●

2・2

・　　　5・4

・　　　2・2

i
1

1・1　　2・2

十。2　　　・

出現1回の種Au艶rdem　le　e玉nmal　in　Lfd．　Nr。1：Ro7ψ勿〃3420σイヌガラシ÷，　Eγ’98ア0230αフ2α4θ競5

ヒメムカシヨモギ十・2，in　2：Sご”α7’ση76癖αコハコベ十・2，β万g〃07zρ屠」α48砂川cz4sハルジオン十・2，

in　3：琢47000’y1θノ77α万∫伽αノチドメ＋・2，漁詔3カ3‘ηz∫1z4∫トキワハゼ＋，　Sθ4z〃π加‘」∂∫ル〃〃フzコモチマ

ンネングサ十，勲用καα4規（励C加α1θセイヨウタンポポ＋．

Fundorte調査地；Lfd．　Nr．1：Fulisawa藤沢；2：Asahi－cho朝日町；3：Kawana／il名．
Forscher調査者；Lfd，賛r．1，2：K．　F．，　Y．　N．，　R．　N．，　J．　W．　K：．，；3：K．　R，　Y．　N．，　S．　D．　K．，　J，　w．　K．

9．　富栄養地1，越年生雑草群落；シロザクラス

　Eutrophe　einlahrige　und鼓berwinterende　Unkrautgesellschaften；Chenopodietea

　畑や畑放棄地，果樹園，歪各傍などの入為的擬乱の強い富栄養地にはスズメノカタビラ，ナズ

ナ，ヤハズエンドウ，ミドリハコベ，シロザ，ヒメオドリコソウ，ハルジオンなどの1，越年生

の草本植物が生育している。これらの群落は秋から春にかけて生長し，春に最盛期をむかえ，夏

季には構成種のほとんどが墜死してしまう。この植生はシロザクラスにまとめられている。

　藤沢市からまとめられたシロザクラスの植生は2群落に区分された。畑，果樹園などに広く生

育するやや低茎のホトケノザーコハコベ群落と，畑放棄地に発達する高茎のヒメジョオンーオオ

アレチノギク群落がまとめられている。
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　Fig．24　市街地の路傍に生育したホトケノザーコハコベ群落（藤沢　9m）。

Am　Rande　der　Stra8e　wachsendeゐαηz加παノ1ψ1α’oσ〃θ一S’θ〃αア∫α〃zθ4如一Gesellschaft

（Fulisawa　gm負．　NN）．

　36）　ホトケノザーコハコベ群落

　　　ゐα7πゴz〃π翻ψ16短。σκ1θ．S’θ1如ガα77z64ゴα一Gese11schaft（Tab．23）

　畑や果樹園は年数國の施肥や耕起，除草などの集約的な人為的管理が行われている。また住宅

地の路傍も多かれ少なかれ有機物が投棄され，また除草が高い頻度で行なわれる。このような冨

栄養であるが，植物，土壌への騒乱の強い立地では生育期聞の長い多年生草本植物は生育が緻難

で，かわって生育期同が短く，種子によって生育不利な時期をすごす！～2年生草本植物が群落

を形成している。畑や果樹園，路傍などでは晩秋から冬季，早春までの，除草が停止する期同に

生長，開花，結実を行なうコハコベ，ホトケノザ，ヤハズエンドウ，ハルジオンなどの越年生草

本植物の群落がみられる。このような群落はホトケノザーコハコベ群落にまとめられた。

　ホトケノザーコハコベ群落は高さ10～60cmとなる。前述の種群のほかナズナ，スズメノカタ

ビラ，ハハコグサなどの越年生草本植物とカタバミ，セイヨウタンポポ，ノビルなどの多年生草

本植物もわずかに生育している。出現種数は10～37種，平均17種である。ホトケノザーコハコベ

群落はいくつかの下位群落に区分される。春季の耕起あるいは除享の行なわれていない植分はオ

ランダミミナグサ，ヤエムグラ，オオイヌノフグリなどによって区分される（オオイヌノフグリ下

位群落）。オオイヌノフグザド位群落はさらにやや貧養な路傍の植分（典型下位群落），畑地に接

した富養地のヒメオドリコソウ優占植分（ヒメオドリコソウ下位群落），さらに果樹園などの耕
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　Fig．25水田のへりに生育するホトケノザーコハコベ群落（西俣野　8m）。

Am　Rand　des　Relsfeldes　wachsende乙αηz加ηα〃3ρ1θ蛎6α3616－S’θ磁万αノπθ4’α一Gesellschaft

im　FrUhling（Nishimatano　8m　U．　NN）．

起や除草の少ない多年生草本植物を多くふくむ欝欝（ヨモギ下位群群落）に区分される。また春

季の除ギ，耕作を受けた畑地およびその周辺の植分はオオイヌノフグリ下位群落に対’してシロザ，

ノボロギクなどで区分される（ノボロギク下位群落）。

　ホトケノザーコハコベ群落の生育地はいずれも人の影響の強い擬乱地で，自然生の植分はみら

れない。群落構成椎のほとんどが帰化懸物あるいは史前帰化植物である事実も加え，ホトケノザ

ーコハコベ群落は典型的な入為植生と判定される。

　ホトケノザーコハコベ群蕩と類似の植生にカラスどシャクーニシキソウ群集　Pinellio

terRatae－Euphorbietum　pseudochamaesycisMiyawaki1969がある。畑
や果樹園などに生育する草本植物にはホトケノザーコハコベ群落の大半の種のように秋から冬，

早春の低温期に生育し，枯死する植懇懇と，カラスビシャク，ニシキソウ，ヒユ属・4規α7α窺肋S，

メヒシバ属Pガg伽擁αのように蓉に発芽し，夏の高温嬬に生育し，秋に枯死する植物群がみら

れる。カラスビシャクーニシキソウ群集ではこれらはとくに区分されていないが，本1亨ではこの季

節的すみわけを重視し，春黍の雑草群落としてホトケノザーコハコベ群落がまとめられた。ホト

ケノザーコハコベ群落は同じ冬季から早春にかけて生育するカモジグサーギシギシ群団の植生

（p．62～67）とナズナ，スズメノカタビラなど多くの共通種群をもっている。ホトケノザーコハ
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Fig．26　畑耕作放棄地に生育するヒメジョオンーオオアレチノギク群落（長後　25m）。

　　Im　aufgelassenen　Acker　wach＄ende　E万gθ70παフzπz‘z‘s－E．　s2ρηαかθ1z3’3－Gese11schaft

　　（Chogo　25m積．　NN）．

コベ群落は多くの越年生草本植物によって特徴づけられ，今回区分種として示されたスギナ，コ

ハコベ，ホトケノザ，ヤハズエンドウなどの種によって識別される。

　37）　ヒメジョオンーオオアレチノギク群落

　　　E7匁8γoηα7魏z‘κs．E7ピ8・870πs瑚四〃θア～sぎ3－Gesellschaft（Tab．24）

　集約的な管理が行なわれている水簸や畑が放棄されると，それまで除草されていたやや大形の

華本植物が生育をはじめる。一般に，放棄された初期は耕作地にも低い優占度，常在度で生育し

ていたムカシヨモギ属Eガgθ70κの植物が優勢に生育する場合が多い。

　大庭および長後では放棄された乾田に生じたハルジオン，ヒメムカシヨモギの優占植分が植生

調査された。この2植分はオオアレチノギク，ヒメジョオン，ハルジオン，ヒメムカシヨモギの

ムカシヨモギ属の植物を区分樋としてヒメジョオンーオオアレチノギク群落にまとめられた。

愚蒙はそれぞれ70および110cmの高さである。区分種詳のほかノミノフスマ，セリ，ケキツネ

ノボタン，イヌガラシなどの春季の水田雑草が残存生育している。

　調査された植分は放棄後！，2年の水田と考えられ，徐々に乾性化してきている。富賛条件が

弱まるにつれて大庭の植分はヨモギクラスへ，長後の植分もカモジグサ～ギシギシ群団をへてヨ

モギクラスの多年生草本植物群落へ遷移してゆくものと判定される。
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Tab．24　ヒメジョオンーオオアレチノギク群落
E万96γoπα7z窺‘πs－Eγ渉96ア。πs〃η認γ6％s∫5－Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

GrδBe　d．　Probef1護che（m　x　m）：

H6he廿．　Meer（m）：

Neigung（。）：

H5he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1二

通し番号

調査番号

調査月β

調査面積

海抜高
論　　斜

植生高
植被率

出現潜門

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　E万9θア07Z　5あ籾α〃8π3f3

　Eア忽εア0／Zσ1Zノπ‘3‘5

　Eガ9θア07Zρ痂如46ゆ勉C’‘S

　Eγゴ96707彦6απα46ηSゴ5

　／1s’θア5多のz4如’z4∫

Begleiter：

　S渉6∬α7彪α1S腕θvar。％η4κ彪如

　RαηZ‘ノZ6あ1％56σ％Jo海6ノ¢Sゴ5

　0碗α擢海θゴαoα卿。α

　RoγψかZ勿読6θ

　Gηαρ乃認ゴ纏7磯’麗

　Cθ耀5’げZ4ノπgJoフ，Z6ア召がZ4ηZ

　SOη0〃％301θ解CθZ4S

群落区分種

　オオアレチノギク

　ヒメジョオン

　ハルジオン

　ヒメムカシヨモギ

　ホウキギク

随伴種
　ノミノフスマ

　ケキッネノボタン

　セリ

　イヌガラシ

　バハコクサ

　オランダミミナグサ

　ノゲシ

　1　　　　2

　70　　　　117

FM　　　FM
　39　　　　75

5／6　　6／22
10x15　　　　1GX10

　8　　　　25

　L　　　　L
　7G　　　　110

　80　　　　50

25 25

十・2

十

3・3

0

●

十・2

1・1

十・2

十・2

十。2

十。2

十。2

2・3

2・2

●

3・3

十

十・2

十

十

1。2

1・2

3・3

1・2

出現1回の種（随伴種）Auβerdem　je　e搬mal（Begleiter）漁Lfd．　Nr．1：みJo勿α〃π5α892‘α1ゴ3スズメノ

テッポウ3・4，P6如sゴ’θsノσρo痂cz‘3フキ1・2，　Eσ漉3θ’π7ηαアθθπsθスギナ1・2，γo％πg如ゴ砂。漉。αオニタビ

ラコ1・2，0砂。θ7如σ傭’げZo捌　ムツオレグサ1・1，五砂sα7zααρog碑。’4θ3コオニタビラコ　十，み7’θ雁s’α

ρ万7zc¢ρ∫ヨモ一一ト・2，　Z加8曲87甥勿9αミョウガ1・2，　Z）％論8sηθα罐リア3απ漉σへどイチゴ＋・2，　E∂z4’臨y痂α

co74認αドクダミ　＋・2，砺47000砂1θη翅7漉η2αノチドメ1・2，　Sα8碗αブ砂073’oσツメクサ＋，漁1禰8γ’∫

yo／72召72αヨメナ＋，エ～2〃％6κβc8’oεαスイバ＋，　Gか。θ7彪。α6’卯。アαカズノコグサ＋，　in　2＝πα7z如8Poα5彪一

痂αオオバコ十，盈4吻1ηθ70加α3魏認σヤハズソウ十，ル毎zz‘5勿ア癖伽sトキワハゼ1・2，　Poααπ，捌αスズ

メノカタビラ3・4，・4970ゑyア。π々α7πoガカモジグサ2・2，7’7忽。ηo’おρθ4％12c〃αア誌キュウリグサ＋・2，　C砂曽

sθJJσδκ73α一力α5’07’5ナズナ1・2，　C加フzoρ04劾1ηα77z∂703fo1認θsケアリタソウ十，1万gπα7如α430θπ487z5メヒ

シバ＋，Co㍑如。刎吻αづ。う2ジュズダマート，　Po砂go％％瑠10／z却38’％辮イヌタデ1・2，α≠，2（4）o漉z〃π97αc～」εト

ウバナ＋，S観如7毎7zθ8Z60惚ミドリハコベ＋・2，　Rκ〃紹κ60ηgZoη2醐認％∫アレチギシギシ＋．

Fundorte調査地：Lfd．　Nr．1：0ba大庭，2：Chogo長後．
Forscher調査者：Y．　M．，　Y．　Ma．

1α　春季水田雑草群落；スズメノテッポウ群団

　　　FrUhlingsreisfeld　Unkrautgese11schaften；Alopecurion　amurensis

　秋に刈り入れが終わり，水を落とされた水田は土が露出し，冬から春にかけて越年生，一部多

年生の雑草が生育する場となる。その際本来地下水位のやや高い湿田と低い乾田では発達する雑
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草群落に種類組成の差が生じる。

　藤沢市からは湿田に生育するスズメノテッポウータガラシ群集と，乾田に発達するノミノフス

マーケキツネノボタン群集の2群集がまとめられた。

　38）　スズメノテッポウータガラシ群集

　　　Alopecuro－Ranuncuエetumscelerati　MiyawakietOkuda1972（Tab．25）

　晩秋に水を落とされてからも地⊥水がみられる湿田ではキンポウゲ科のタガラシが優勢に生育

する。この植分はタガラシを標徴種としてスズメノテッポウータガラシ群集にまとめられる。

　スズメノテッポウータガラシ群集にまとめられる区分は大庭および用田の水隣で3植生調査資

料が得られている。植分は60～80c瀞で全頬：破率は80～9り％に達する。タガラシのほかにはスズ

メノテッポウ，カズノコグサ，タネツケバナ，スズメノカタビラなどの主にイネ科の越年生草本

植物や，セリ，スギナなどの多年生草本植物が混生している。出現回数は6～9種，平均8種が

認められた。

　スズメノテッポウータガラシ群集は過湿な立地に生育するため乾田上に生育するノミノフスマ

ーケキツネノボタン群集と比較して出現する植物が限られることが特徴的である。

　39）　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　SteIlario－RanuncuIetum　cantoniensis　MiyawakietOhba1972（Tab．25）

　水落ちされた後に地表水がないかあるいはあっても部分的に残るような比較約乾いた水田には

冬から春の澗ノミノフスマーケキツネノボタン群集に含まれる雑草群落が生育する。藤沢市のノ

ミノフスマーケキツネノボタン群集はコオニタビラコ（タビラコ），　ノミノフスマ，　ケキツネノ

ボタン，ゲンゲを標忘種，区分種としてまとめられる。

　ノミノフスマーケキツネノボタン群集は西俣野，用田，大庭，高倉などにみられる。植分の優

占種はゲンゲ，カズノコグサ，スズメノテッポウ，スズメノカタビラなどで，植生高は20～30

cmの七分が多い。各優占種や群集標徴種，区分種のほか，二分にはタネツケバナ，セリ，オラ

ンダミミナグサ，ミミナグサなどが混生している。中でもやや乾：性な水田にはヤハズエンドウ，

キツネアザミ，ハハコグサなどが特徴的に生育している（キツネアザミ亜群集）。キツネアザミ

亜群集はより湿性な典型亜群集の平均出現種数13種と比較して，平均出現種数16種とやや多くな

っている。これは土壌の乾性化に伴ない，ボトケノザーコハコベ群落などに共通した湿地生でな

い植物群が侵入しているためである。ハハコグサ，ヤハズエンドウ，コモチマンネングサなどが

これにあたる。

　ノミノフスマーケキツネノボタン群集には緑肥であるゲンゲが特徴的に生育し，その紅紫色の

花は春季の典型的な水田季観を演出している（Fig．27）。
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　Fig　27　ノミノフスマーケキツネノボタン群集。白く写っている花は紅紫色の

　　　　　ゲンゲ（西俣野　8m）。

Fruhllngsaspektdes　Stellarlo　Ranuncuユetum　cantomensls　mltbunten
rosafarblgen　Blumen　von五s〃α8伽33zフ～zα‘∫Entw‘ssertes　Relsfeld　lm　Wmterruhe

（Nlshlrnatano　8m　u。　NN）

科．砂丘草原；ハマボウフウクラスほか

　　KustendunenWlesenvegetatlon，GIehnletea　llttolalls　u　a．

　砂∬は直射日光があたり，立地か乾燥しやすく，塩分の影響，紫外線に常にさらされているこ

と，さらには砂が常に動くという立地の不安定さを加え，きびしい白然環境｝トにある。このよう

な立地には，乾燥，砂の動き，塩分に耐えられるような革嚢化した地上部をもち，砂をかふって

も新しく芽を出し砂の上に生長する植物群落か発達している。

　妙の動きか激しい砂浜ては，風によって推饗した小砂丘に，コウボウムギ，コウボウシハ，ハ

マヒルガオか生育している。砂の動きか少しゆるやかになるとコウボウシバの縫か増す。砂の動

きが止まり，砂丘か小さくいくつもできてくるとケカモノハシか小さな由をつくり，砂巳の動き

をとめる。砂の動きかあまりない砂地にはコマツヨイグサーギョウギシバ群落か発達する。

　人為的にハマニンニクを用い砂防用に植栽されたところか糊大にみられる。

　4e）　ハマグルマーコウホウムギ群集

　　　Wedello－Carlcetum　kobomugl　Ohba，MlyawakletTx．1972（Tab。26）

　藤沢市辻堂海岸のヨシズ，タケズそいの砂圧上の前縁，あるいは，広い砂匠前縁にコウボウム

ギ，ハマヒルガオの2種，コウボウムギ1種，コウボウシハやアメリカネナシカズラを伴った3
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　　　　Fig，28辻堂海岸にみられるハマグルマーコウボウムギ群集

Auf　den　DUneRkUsten　als　Frontgesellschaft　wachsendes　W　edelio－Caricetum

kobomugi（Tsujido－K最ste）．

種構成によるハマグルマーコウボウムギ群集の先駆相（lntiale　Phase）がみられる。一般にハマ

グルマーコウボウムギ群集は，ハマグルマ，ハマボウフウ，ハマニガナなども伴い1～5種より

構成されるが，砂丘前縁では種の単純構成になることが多い。とくに湘南海岸では，海水浴客が

多勢集まり，長い間の踏圧で，人為的に貧化，あるいは裸地化した地域が多い。1970年当時はハ

マニガナ，ビロードスゲなどが入った植分が広くみられたが，今回は調査資料が得られなかった。

当時行なわれていたハマニンニク植栽地は，ハマニンニクが現在でもよく残っている立地も多い。

砂防用には，草丈の低いコウボウムギよりも草丈の高いハマニンニクを植栽することが，今まで

慣習的に多く行なわれていた。ハマニンニクは，自生地としては東北地方以北が主体となり，一

部島根県（延原・山根1959，宮脇昭編1983日本植生誌），また房総半島にも局地的に人為的に破

壊されたあとや好窒素性の地域にみられる。現在砂防用に植栽され，そのまま部分的に持続して

いる地方もあり，自生かどうかを歴史的にみなければむずかしい地域もある。湘南海岸では，全

て植栽されたものである。

　ハマグルマーコウボウムギ群集域に植栽されたハマニンニクは，コウボウムギよりも，植栽初

期は飛砂防止地に根づくことが容易であるが5議すぎたあとは，いつのまにか消えてゆくことが

多いようだということが，湘南整備事務所砂防課馬瀬課長より，経験として語られた。草丈も高

く，人為的影響下では帰化植物的役割を果たすため，ある一定の期聞は残るが，自然の状態では，
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　　　　　　　　Fig．29　湘南砂丘上のハマニンニク植栽地（辻堂海岸）

　　　Eine　F1互che，　die　zur　Befestigung　des　Fユugsandes　mit　E加ノzz‘sηzo〃3　bepflanzt　worden

　　　is亡，　eine　Art　des　nごrd王ichen∫apans（1難ste鍛Tsulido　Kaigan）．

気候的にも，暖地慮i生のコウボウムギに負けるものと考えられる。逆に東北地方では，コウボウ

ムギは大きな群落をつくれない。夏季の生育期同が短かく，コウボウムギの芽数が少なくなるた

め密度が低く，堆砂能力が覆えることが原因とされている（延原！967）。したがって海岸砂防用

には，堆砂に対して，長く藤沢市の気候に適しているコウボウムギを密植し，株数を増すことに

より，堆砂に対しては上向き生長による芽を伸ばすカがきわめて強いので，そのまま堆砂するこ

とができる。密植による方法をとることと，人為的影響をおさえることにより海岸砂丘最前線の

植生が回復するものと考えられる。

　ハマグルマーコウボウムギ群集はコウボウムギ群団にまとめられ，ハマボウフウクラスに所属

される（Ohba，　Miyawaki　et　Tx。1973）。

　41）　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　Wedelio－lschaemetum　anthephoroidis　Ohba，MiyawakietTx，1973
　　　（Tab．26）

　ハマグルマーコウポウムギ群集の後背地の砂の動きがやや止まった安定地に，ケカモノハシが

5と優占した小砂丘や島状植生をつくることが多い。そこでケカモノハシ，コウボウムギ，ハマ

エンドウ，ハマヒルガオが混生した植分を形成している。砂の動きがおさえられた場所でコマツ

ヨイグサ，メヒシバが一部みられる。
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2こ

3：

4：

　　　　　　　　　　　Tab．26　　石少　　　　　」〒L

　　　　　　　　　　　　　　　　　DUnen－Vegetation

Wedelio－Caricetumkobomugi
Wede｝1Q－lschaemetuln　anthephoroides
Cαγθ劣ρ％〃ガ如一Gesellschaft

Eあワπz4s　7フzo1距s－Bestand

ハマグルマーコウボウムギ群集
ハマグルマーケカモノハシ群集
コウボウシバ群藩
ハマニンニク植’栽地

Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld・一Nr．：

DatUm　d．　Aufnahme：

Hごhe　O．　Meer（m）：

GrδBe　d．　Probeflache（m2）l

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

群落記一号

通し番号
調査番号

調査年月日

海抜高度
調査面積
　　生　［霞

　　被率
出現回数：

Kenllart　d．　Ass．：

C㍑プθκ々0∂01フπ‘8∫

　お6んα6η3％〃Zαη魏砂乃070ゴ46S

　ゐα抜毛η‘∫ブσカ0／Zゴα‘S

Tren貫art　d，　Gese1エschaft：

群集標翌翌

　コウボウムギ

　Cα〆θκ力多耀zノ如

Gepflanzte　Art：

　E砂〃捌5甥011’∫

Arte且d．　h6heren　Einheite獄：

　Cα砂5’㎎’α50躍召π〃α

Begleiter；

　08㍑o飾67α如6カz忽如

　距解耀α〃π（朔。カzα1θ

　施5廊κααη〃z4ガノ2α06α

　ケカモノハシ

　ハマエンドウ

群落区分種

　コウボウシバ

植栽種

　ハマニンニク

＿ヒ級単位の穣

　ハマヒルガオ

随伴種

　コマツヨイグサ

　セイヨウタンポポ

　オニウシノケグサ

1 2 3 4

　1234567891011121314FMFMAEAEFMFMFMAEAEAEFMFMFMFM
’83　　’83　　’81　　’81　　’83　　’83　　’83　　’81　　’81　　’81　　’83　　’83　　’83　　’83

4／23　4／23　12／5　12／5　4／23　4／23　4／23　12／5　12／5　12／5　4／23　4／23　4／23　4／23

1

45

12

80

2

8

15

80

3

1

2

10

70

1

1

2

10

70

2

1

1G

60

2

9

10

50

2

2

4

10

50

2

2

15

80

3

1

1

30

90

6

2

6

10

80

4

2。5

2G

70

6

12

25

70

5

5

30

60

4

4

15

50

5

i5・4　4・3　4・4　4。4　4・3　3・4　4・4　5．511・2　　・

5・5

十

。　1。1　　・　　十

●

0

o

o

●

●

●

●

■

■

o

●

o ■

o

o

●

●

●

o

o

o

o

。　1・2　　。 ・　14・4　4。412。2　　●

o

o

o o ● ● ● ○

o ● ● ● ● o ● 9　14・3　3。4　3・3i

191　3。3　　●　　十・2　1書1　3。3　 1・2　 1・2　　十　　3．3　　十　　　。　　　十　　152

●

o

o

●

●

o

o

●

●

●

●

●

●

o

●

■

o

■

●

■

■

・　　十　　・

●

●

●

●

● ・　1・2　2・2

。　　十　　十　　・

・　　十　　十　　・

o

o

出現1圃の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．翼r．91エ）’8’”α廊σ4so61z4θ125メヒシバ十，　in　10二π6ぽ。∂～詑3’z4s　o腕πoアズマネザサ十，　Zoy5’σ1％α01・o－

s’αc卿α．オニシバ十，in　11：ノ17ψθ耀’α¢y1〃～”’oαvar，ん。θノz㎏露チガヤ1・2，1～π7π6κゴψo癖0365ギシギシ＋，　in　13：So73漉κs　o1θ7α063‘sノゲシ＋．

Lage調査地：Lfd，　Nr．1，2，5～7，11～14：W－KUste　in　Tsulido辻獅狸1海岸，3，4，8，9：0－K廿ste　in　Tsulido辻賞科：芝海岸．

Forscher調査者：Lfd．　Nr，1，2，5～7，11～14：von　Y．　M．，　Y．　Ma．，　H．層．，3，4，8，9：Y．　M．，　S．　S，，　Y．　T．，　Y．　Ma．

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahme既発表資料名；Lfd．　Nr．3，4，8～10：Miyawaki　et　al．営脇他（1984）．

謎
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　ハマグルマーケカモノハシ群集は辻堂海岸に限らず湘南海岸の誤配安定地に一般に発達する群

集である。しかし現在，サイクリング道路あるいはクロマツ植林，人為的踏圧，海岸砂丘の縮少

などにより，きわめて面積が少なくなっている。藤沢市辻堂海岸は，とくに発達している地域と

して残されている。クロマツ植林のフェンスと，サイクリング道路の問の凹状地に比較的広い面

積で残されている。

　42）　コウボウシバ群落

　　　Cα紹κρ麗7π瀕α一Gesellschaft（Tab．26）

　サイクリング道路周辺の，やや砂の動きが止められた堆砂地にコウボウシバが優興する十分が

発達している。チガヤ，セイヨウタンポポ，ギシギシ，オニウシノケグサまで，ハマヒルガオと

ともに混生しており，立地の安定とともに入為的影響下の植物が入りやすくなっている。鎌倉市

稲村ケ崎では，道路すぐ下の石垣沿の堆砂の安定地や，海への排水口わきなど湿ったところにみ

られる。一般にコウボウシバは，飛砂の安定した，固結した砂地に生育しやすい。またコウボウ

ムギと異なり湿った砂地に生育しやすい。コウボウムギに比較して葉幅が細く，小さい果実をも

ち，散生することより堆砂能力は劣る。果実がないときは，コウボウムギに類似していることが

あり，見慣れないと判別しにくいことがある。

Tab。27　コマツヨイグサ一壷ョウギシバ群落
0θ1zo激θアαZα6加ゴα’α一qyπ040η4αc砂10η・Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．（1981）：

GrbBe　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he賛．　Meer（m）：

Neigung：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d。　Vegetotion（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査番号

調査月日

調査面積

海抜高
傾　　斜

植生高
全心証率

出現種数

Trennarten　d．　Geseユlschaft：

　q脚040π4αC砂！0／Z

　Oθ2zo漉67α1αc〃z毎如

Begleiter：

　エ）忽諺α7診ασ（♂∫c6π46ア35

　Cθrαs痂〃1z　gloη昭γα加‘η7

　P6Zκθ4απ呂〃7Zブαカ07Zゴα4ηZ

群落区分種

　ギョウギシバ

　コマツヨイグサ

随伴種

　メヒシバ

　オランダミミナグサ

　ボタンボウフウ

　1　　　2　　　3
　56　　　15　　　16

　5　　　21　　　22

12／5　　　δ／8　　　5／8

1x2　2x3　2x3
　2　　　3　　　3

　L　　　L　　　L
　20　　　17　　　10

　90　　　80　　　70

　6　　　7　　　7

5・5

十

十

●

●

5・4　　5・4

十　　　十・2

〇

十

十

十

十。2

十

出現1回の種AuBerdem　je　einmahn　Lfd．　M．1：Cα砂s’＠αso1磁フz611σハマヒルガオ1・2，　Cα76κん。δo一

”謝塵コウボウムギ＋，C％sc躍αカθ厩α801躍アメリカネナシカズラ十，　in　2：Eア忽θγoπ5κ〃解オプθ7zεおオオ

アレチノギク十，y観αα73gμ3彰b1彪ヤノ・ズエンドウ＋，エ）ゴα窺加4∫szψ6乃κs　var．　Joπ劇。σか。勿％sカワラナ

デシコ＋，in　3：Sαg加αゴαρo漉。αツメクサ1・1，：r7吻1加η7のθ72sシロツメクサ＋．

Fundorte調査地：Lfd．　Nr，1：Tsulidohigashikaigan辻堂東海岸；2，3：1鷺sel　Enoshima江の島．
Forscher調査者：Y．　M．，　S．　S．，　Y．　Ma．，　Y．　T．

Rachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料：Miyawaki　et　a1，宮脇他Q984）．
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　43）　コマツヨイグサーギョウギシバ群落

　　　0θπo漉θ7θ」σo加ゴα’α一（汐π040π廊。砂Jo％一Gesellschaft（Tab．27）

　サイクリング道路わき，砂丘や柵わきの砂の動きが停止した立地にギョウギシバが二度5で優

嘱する植分がみられる。コマツヨイグサ，メヒシバ，オランダミミナグサ，ボタンボウフウなど

出現乱数6～7種より構成される。

　ギョゥギシバは海岸断崖地の堆砂地で，風衝の強い立地に自生する厳しい環境下に生育する植

物であるが，造成された砂地では，他の砂丘植生が入りこめないこと，貧養なため，他の雑草植

物も生育できずギョウギシバの優占群落を形成しやすい。

44）　ツルナ群集

　　Tetrago甫etum　tetragonoidis　Ohba1979（Tab．28）

1971年の調査では江の島の断崖下にみられた多年生草本植物のツルナ優占十分が，江の島では

　　Tab．28　ツ　ル　　ナ　群　集

Tetragonietum　tetragonoid三s
Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

H6he　U．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung　（。）：

Grb£e　d。　Probefl装che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Decku纂g　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号

調査番号・

調査聯月日

海抜高度

方　　玉

無　　斜

調査面積

構生高’

植被率
出現回数

1　1　　2　　3

　AE　　AE　　FM
　18　　　17　　　12
　’81　　　’81　　　’81
　12／5　　　　12／5　　　　4／23

　　1　　　　2　　　　1

　W　　　SW　　　－

　20　　　10　　　－

　1・5　　　1　　　1。5

　10　　　15　　　15
　100　　　　100　　　　　70

　6　　　2　　　7

Kennart　d．　Ass．：

　Tθケα90漉α’6甜召90π0ゴ4θ3

Begleiter：

　D渉9πα7ゴασ4soθπ4θ琵z3

　SOπ01勧301θ解0θ％S

　Rz〃昭κゴ妙0η記％S

　PθZκ64翻κ窺ゴ砂0加C瑚2

　Mゴ50α7こ口24s　3勿8π5ガs

　R砂勿ηZ4∬観〃Z4svar．乃07纏3歪sf．ゆ勿漉S’70ゴ48S

　Cα7θκρz4勉諏

　Cα加∫θ9毎3014α％θ〃α

　C6γαsあ瑚z　glo窺6名α’2〃π

　Rε〃瑠κoγ∫5μ‘s

　Oκα1ゴscoプ海α‘1認α

群集標徴種

　ツルナ

随伴種
　メヒシバ

　ノゲシ

　ギシギシ

　ボタンボウフウ

　ススキ

　ハマダイコン

　コウボウシバ

　ハマヒルガオ

　オランダミミナグサ

　ナガバギシギシ

　カタバミ

5。5

十

十

十

十

十・2

0

0

●

●

●

■

5・5

1・2

0

0

●

●

●

●

●

●

9

●

4・4

●

●

●

o

●

1。1

1・1

十・2

十・2

十。2

十・2

Lage調査地：Lfd．　M．1，2：Stadt　Kamakura鎌倉市，3：W－K喉ste　in　Tsulido，　Stadt　Fulisawa藤沢市
　辻堂西海岸．調査者Auf葺ahme　1，2：von　Y．　M．，　S．　S．，　Y．　Tu．，　Y．　Ma．3：Y．　M．，　H．　N．　Y．　Ma、

Nachweis　d．　Vegetationsaufnahmen既発表資料名：Miyawaki　et　al．宮脇他（1984）．
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今圓調査されず，辻堂西海岸のサイクリング道路と，クロマツ植林のネット間に生育’しているの

が調査された。

　ツルナ群集は海岸沿岸部のソデ群落として発達しているハマダイコン群集に富脇編1983日本植

生誌）に類似して，雄錐地や砂浜の有機物がわずかに堆積する立地に発達する。

　辻堂西海岸では，ハマダイコン，ナガバギシギシ，カタバミなどの好窒素生植物が，ハマヒル

ガオ，コゥボウシバ，ハマエンドウなどの安定砂丘植物とともにツルナに混生しているのが調査

された。鎌倉市稲村ケ崎や腰越・1・動岬などでは2～6種より構成され，共通種は少ない。

　ツルナは食用としても栽培され，また沿岸部の山菜としてツワブキとならび，ツルナの若葉は

おひたしなどに食用される。

12．海岸断崖地草原；ハマアオスゲオーダーほか

　　　Krautige　Vegetation　der　SteHkUsten；CaricetaIia　f　i　b　r　i　l　l　o　s　a　e　u．　a，

　海岸断塵地の肩部，テラス状地は浅く不安定な土壌，風衝，乾燥という厳しい立地条件のため

に森林が発達できず，多年生の草原がかろうじて生育している。藤沢市の海岸部は砂浜が広く占

めており，海岸断崖は江の島だけに発達している。

　江の島および周辺域の海岸断崖地からは宮脇ほか（1984）により2群集の断崖地草原植分が報

告されている。

　45）　タイトゴメ群i集

　　　Sedetum　oryzifoliiOhbaetSugawara1978（Tab．29）

　海岸断崖テラス地でももっとも風衝の強い乾燥しやすい部分にはベンケイソウ科のタイトゴメ

が岩，土砂にはりついた優占植分がみられる。この植分はタイトゴメ群集にまとめられる。

　タイトゴメ群集は江の島，そして周辺地賦である葉山町でそれぞれ植分が報告されている（宮

脇ほか1984）。遠江にはヒゲスゲ，ヤマカモジグサ，イソギクなどが低い優占度で混生している。

　キリンソウ属S記κ彫のタイトゴメ，メノマンネングサなどは海岸断雄の土壌の薄い立地に純

群落を形成して生育している。大場・菅原（1978）は，これらの植生をハマエノコローハマッメ

クサ群団，ハマエノコローハマツメクサオーダー，ハマツメクサクラスにまとめている。

　46）　イソギクーハチジョウススキ群集

　　　Chrysanthemo－Miscanthetum　co葺densati　Ohba1971（Tab．29）

　イソギクーハチジョウススキ群集は海岸断崖地に生育する多年生草原である。ボタンボウフウ，

イソギク，ハチジョウススキを標三種，区分種としてまとめられる。江の島から報告された（欝脇

ほか1984）植分はラセイタソウ，イソギク，ボタンボウフウなどが優占する6植分である。植生高

は20～90cmに達している。標徴種，区分種以外の構成種は立地により差がみられ，砂土が堆積し
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．29海岸断崖地草原
　　　　　　　　　　　　　Krautige　VegetatioR　der　steiユen　MeereskUsten

1：Sedetum　oryzifolii　　　　　　　　　　　　　　　タイト：ゴメ群集

2：Chrysanthemo－Miscanthetuln　condensati　　イソギク一丁チジョウススキ群集
　a：Subass．　von　HemerocaHis員ttorea　　　　　ハマカンゾウ亜群集
　b：Subass．　von　Boehmeriabiloba　　　　　　　　ラセイタソウ亜群集

Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr，；

ExpOSItlon：

Neigung（。）：

H6he臼．　Meer（m）：

Grδ£e　d．　Probefユache（m2）：

Hδhe　d．　Vege亡atiOH（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

群落記号

通し番号
調査番号

方　　位
傾　　斜

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現忌数

Kennart　b．　Ass．：

　S64麗ノηo名yzげbJ蕗〃π

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．1

　P初κ64απ呂〃フZゴαρωZ∫α〃π

　clzり75α73〃露θη2z魏¢加。加α〃π

　翅30α％魏甜300π4θ％3α’Z‘S

Trennarten　d．　Subass．1

伽辮θγOCα〃∫距μ0ア6α

Cαγ8κoσ加昭障s’svar．70∂銘s’α

　β06ん規ε短α∂∫10δα

　五ツs〃ηαo勿α刀紹z6漉召フ2α

　β7σ0勿ρ04ピZ‘〃3砂Joαだ0％刃Z

Begleiter：

　ゐゴ」∫2〃7z　7フ2αα二如’吻7z

　O如チZ漉3‘3ブαρ01πα‘S

　P雄0專）0η〃ηガ0δ〃α

　諏吻9’ぽ〃πブ⑫0溺α〃32

　qy7≠0甥ピZ〃72卿’0碗Z¢17Z

　Sθ如磁η’ア溜svar．加。勿s’αo勿3

群集標徴種

　タイトゴメ

群集標徴種・区分種

　ボタンボウフウ

　イソギク

　ハチジョウススキ

亜群集区分種

　ハマカンゾウ

　ヒゲスゲ

　ラセイタソウ

　ハマボッス

　ヤマカモジグサ

随伴種

　スカシユリ

　ハマナデシコ

　トベラ

　ツワブキ

　オニヤブソテツ

　ハマエノコロ

1 2

a b

1

61

AE
10

2　　3　　4　　5

4　　12　13　62

E　　E
4　　12

6　　7　　8

3　　2　　1

　　　　　　E
　　　　　　13

NWNWNW
　　　30　30　40

－　　7　　15　15

G．2　1．5　 2　　4

3　　15　30　25
80　　　70　　　90　　　90

3　　4　　4　　4

AE
ll

S

70

6

90

80

6

E　　E　　E
3　　2　　1

W　　W　SW
70　80　85

15　15　15
3　　4　　3

30　40　2G

40　50　40
5　　6　　5

i5・5　5。5i　● o ● ● ● o

●

●

o

●

1・2

●

・　　十　　一1一。2　1・2　2・2　　191

2・2　494　4◎4　 1・1　　・　　　●

十　　　●　　3・3　　→一　　　。　　　・

●　　　．　i3。4　　十　i　・
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　ト1。2　 1・2　i4・4　 1・2：　。

●

●

●

●

●

●

●

●

o

●

●

十。2

　●

o

●

喝

●

●

●

o

●

■

■

●

o

o

●

●

●

●

　　。　11・2　2・2　1・2　2・21
　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　：　・　　1。1　1。1　2・11

　1　　　　　　　　i
●　1・　　・　1・1　　　　　　　　　　1・2：

■

●

●

o

●

●

十

十

■

●

●

o

■

●

●

●

●

●

●

1・1

十

●

●

●

o

●

　●

（＋）

Fundorte調査地：Lfd．　Nr．1：Morito－j煽a，　Horinouchi，　Hayama℃ho，　Miura－gun三浦郡葉山田園堀内森
戸神社，2－4，6－8：Insel　Enoshima，　Stadt　Fujisawa藤沢市江の島，5：Chojagasaki，　Hayalna－cho　Miura－

gun三浦郡葉山町長：者ケ崎．
Forcher調査者：Lfd．　Nr．1：Y．　M．，　Y．　T．，2－4，6：Y．　M，，　S．　S．，　Y．　Ma．，5：S．　S。，　Y．　Ma，7，8：Y．

M．，Y．！匪a．

Nachweis　d．　Vegetationsau鎗ahmen既発表資料名；Lfd．　Nr．1－8：雑iyawaki　et　al．宮脇他（1984）．

た断雄肩部の植分ではハマカンゾウ，ヒゲスゲが特徴的にみられ（ハマカンゾウ亜群集），風化

土の堆積の少ない断盤上の小テラス状地の植分ではラセイタソウ，ハマボッスなどが生育してい
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る（ラセイタソウ亜群集）。

　イソギクーハチジョウススキ群集はタイトゴメ群集よりも土壌層の厚いやや保水性の肉上した

立地に生育している。藤沢市内では江の島のみにみられるタイトゴメ群集，イソギクーハチジョ

ゥススキ群集は釣り客や観光客による植分への踏みつけ，堀り起こしなどにより，荒廃，枯死し

てきている。海岸断崔地の自然草原として保護が必要とされる。

13，湿性草原；ヨシクラスほか

　　　AueDwiesen－Vegetat｛on；Phragmitetea　LI。　a．

　藤沢市を流れる引地川，境川沿いの低湿地は水田地帯として広く利用されている。また河川辺

も河岸改修が行なわれ自然生の河辺植生はほとんどみられない。このため藤沢市におけるヨシク

ラスに代表される湿性華原の生育地は水田放棄地，農業用水ぞいなどの小面積の，帯状あるいは小

斑状の植分がほとんどである。湿性地に生育する草本植物群落は4群集2群落がまとめられた。

　47）　　ミゾソノく群集

　　　poユygonetumthunbergii　Lohm．etMiyawaki1962（Tab．30）

　ミゾソバ群集は富養な流水辺に生ずる1年生草本植物であるミゾソバの優占植分である。市北

部の葛原で1露分が植生調査された。

　植分は農業用水辺に生育した高さ50cmの植分である。ミゾソバのほかにはスギナ，アメリカ

センダングサなどが混生している。

　ミゾソバ群集はミゾソバを標徴種としてまとめられる。ミゾソバ群集は先駆的な1年生水辺植

生であり，立地が安定化するとともにセリークサヨシ群集などの多年生の湿性華原に遷移してゆ

く。

　48）　オランダガラシ群落

　　　く危3々‘漉～〃フ3の男。力～σ1θ一GeseHschaft（Tab．3G）

　葛原の農業用水辺ではミゾソバ群集に隣接してオランダガラシ優占植分が生育している。

　麺分はオランダガラシのほかカナムグラ，アメリカセンダングサ，コブナグサなどほとんど1

年生草本植物によって構成されている。生育地はミゾソバ群集よりもやや高位の立地で上流部に

は野菜屑などが投棄されていた。

　オランダガラシはクレソン（仏，Cresson）の名で食用として導入されたアブラナ科の1年生

革本植物である。河川下流部の氾濫原の泥土上などに帰化している。

49）　セリークサヨシ群集

　　Oenantho－PhalaridetuIn　arundinaceae　MiyawakietOkuda1972（Tab．30）

市北部の用田，遠藤にみられる水田放棄地には主に水位によってヨシ優占植分，サヤヌカグサ
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Tab，30湿地生植物群落
　　　Auenwiesen－Vegetation

1：Polygo且etum　thunbergii
2：諏3’2〃’飾1π｛朔。〃3α」8－Gesellschaft

3：0enantho－Phalaridetumarundirlaceae
4：勘アαg〃2〃65α3夢∫ケαあs－Gesellschaft

5：Caricetum　dispalatae

ミゾソバ群集

オランダガラシ群落

セリークサヨシ群集

ヨシ群落

カサスゲ群集

Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

Gr6鴛e　d．　Probefi註che（m2）；

Hdhe嶺．　Meer（m）：

£xposition：

Neigung（。）：

H6he　d．　Krautschichレ1（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）

Hdhe　d．　Krautschicht－2（cm）二

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）

Artenzah1：

群落記号

通し番号

調査番号

調査月日

調査面積

海抜高
方　　位

傾　　斜

草本第1層の高さ

草本第1層の植被率

草本第2層の高さ

草本第’2層の植被率

出現品数

Kennart　d．　Ass．：

　Po砂goπ2槻漉～〃め6γ9だ

Trennart　d．　Geseユlschaft：

　〈磁s如漉娚7の第。’ノ～α」θ

Kenn－u．　Trenllart　d，　Ass．：

　P彪α1αγおαγ卿24加σ06α

　五86プs如sα塀π3‘々α

Trennarten　d．　Geselischaft：

1「1～7α8フフ癬63α3‘3’γσ1ゴs

Cα74α辮加θプ16規40Sα

MJsOαπ酌Z‘5詔OCIZθ76f107Z己S

Kennart　d．　Ass．：

　Cαγθκ漉Sρσ1α如　　　　　　　　カサスゲ

Kenn－u．　Trelmarten　d．　hdheren　Einheiten：

群集標徴種

　ミゾソバ　　　　　　K2

群落区分種

　オランダガラシ　　　K2

群集標徴種・区分種

　クサヨシ　　　KbK2
　サヤヌカグサ　　　K2
群落区分種

　ヨシ　　　　　　　　　KI

　タネツケバナ　　　K2

　オギ　　　　　　　　Kl

　　　　　　　　　　　K2

群集開門種

K2

！　　2

1　　2

106　107

FMFM
64　65
6　　6

3　　3

0．8　1．5

30　30
N　　N

30　30

3 4

3　　4　　5　　6

99　　　87　　　91　　88

FMFMFMFM
57　　　45　　　49　　　ヤ6

6　　5　　5　　5

3　　20　20　20

6　　100　100　1GO

20　　20　　20　　20

L

50　35　170
エ00　　　80　　　100

3　　10　　6

　　　5

7　　8

98　124
FMFM
56　82
6　　6

3　　22

35　25

20　25

L　　L　　L　　L

150　　170　　160　　200

40　　　60　　　40　　　50

70　　　70　　　80　　120

100　　40　　　90　　10G

9　　11　11　10

L

90

100

1

スギナ

セリ

「6…；5〕　　・　　十。2　2・3　　1・2　　1・2　　1・2　　。

・i5・41・ ● o

1：鵬陛

● o

●

●

●

●

■ o り

。　　十　　　亀

■

●

o

●

o

o

■

●

●

●

o

o

●

o

o

4●4　3・4　4・4

十　　十　　十

2・2　1。2　十

・　　十　　・

■

○

り

り

● ■

上級単位の標徴種・区分種

　Eg厩sθ如ηzα7び6733θ

　0θπσノ2魏6ゴα〃α卿。α

　βピ4θη5∫γ0％♂OSα

Begleiter：

アメリカセンダングサ

随伴種

バグ艀OS’⑫襯吻3ぎ多瀦”¢var．カ01ys嬬1zy襯

1～η吻θκc擁3μ5s

アシボソ

ナガバギシギシ

K2
1（2

K2

K2
K2

■ ● ■ o ・15・5［

＋　　　十　　2・3　　4・4　　3。3　5。5　4・4　　 ・

・　　　．　　】．・2　3・2　2。2　2・2　4・3　　．

十　十・2　・ ● ● ● ● ●

●　　十　　　●　　十・2　　■　　1・2　　十　　　り

　　・　　・　　十　　　・　　十　　　。　　・

出現1團の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd。　Nr．2：盈〃ηz41硲so観482z∫カナムグラ1・2，・4ア’加ακoπ雇3一

が43‘Sコブナグサ＋，PO砂gOフπ〃π」砂α漉加1∫麗｝12サナエタデ＋，　Pぎ16α77Z伽gO1磁アオミズ＋，　Gむ0勿θ30知

ッルマメ十，Ro7ψρα海漉。αイヌガラシ十，　in　3：Rσ7zz磁α漉4s　sc召1θ7α臨sタガラシ十，撫4：7ン助αα％一
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9κ3如∫αヒメガマK1－3・2，　Rαノz％720〃zおgκ84）α6プ∫επ3掬var，9彪6θアキツネノボタンK2一十，　in　5：5σ露κsp。

ヤナギ属の1種K：1一十，五y魏72御zαπ06カsミソハギK：2－1・2，Co〃卿2θ1加αooη〃フ7z〃zおツユクサK2一＋，・4γθ一

フ～αプ彪38勉y〃∫ノb1如ノミノツヅリK2一十，　in　6：0潔1’z〃π5カz4プ2初，z　f．5’ガgo3z〃πヤエムグラK2一十，ノ4／12カ610一

ヵ5お加。〃ψ64観oz4‘説αノブドウK2一＋，／1g〆。勿ア07z　7αo召1癖壷アz〃πアオカモジグサK2－1・1，沁7：Scわ伽‘3

’γ＠昭∫θ7サンカクイK2－2・3，　Poか80η2切2　s勿∂oZ6碗アキノウナギッカミK2一十，　y670海。ασγ〃6フ23飴タチイ

ヌノフグリ1く12一十．

Fundorte調i査地：Lfd．　Nr，1，2：Kuzuhara葛原；3，7：Yoda用田；4－6：Endo遠藤i；8：Takakura高倉．
Forscher調査者：Lfd．　Nr．1～3，7，8：Y．　M．，　Y．　Ma．；4～6：Y．　M．，　Y．　Ma．，　S．　D．　K．，　H．　N．

優占断分，クサヨシ優占植分などが発達している。クサヨシの混生する植分はその中でもやや水

位の浅い立地に配分している。このクサヨシ身分はクサヨシ，サヤヌカグサを区分種としてセリ

ークサヨシ群集にまとめられた。

　セリークサヨシ群集は遠藤，用田で！植分ずつが植生調査された。植生高は1．5および1．7m

で群集標徴種，区分種のほかセリ，スギナ，ミゾソバなどが混生している。

　セリークサヨシ群集は河川の中，下流域に分布する富養な流水辺の多年生草本植物群落である。

ヨーロッパの対応群集としてPhalaridetum　arundinaceaeLibb．1931が知られて

いる。

　50）　黛シ群落

　　　P隔σ917漉θ5紹s〃α1ゴ∫・Gesellschaft（Tab．30）

　市北部の遠藤，用田などの水田放棄地でもっとも広くみられる湿性草原がヨシの優占するヨシ

群落である。

　ヨシ群落はヨシ，タネツケバナ，オギを区分種としてまとめられる。植分は高さ1．6～2mで

ヨシが優寓する。下層にはスギナ，セリが高い優占度でみられ，さらにアシボソなどが混生してい

る。オギはヨシの優賑する中央にはみられず周辺部に生育している。出現時数は10～11種である。

　ヨシ草原は高水位地から低水位地まで広く生育している。今図植生調査されたヨシ群落は湛水

していない，やや乾性な立地に生育していた。用田および遠藤でみられる水月放棄地はヨシ草原

でおおわれる場合が多い。まれにひとつの水田にヨシ群落，セリークサヨシ群集，サヤヌカグサ

植園，サンカクイ植分，ヒメガマ増分などがごくわずかな地形的な凹凸に応じて配分している場

合がみられる（用田での観察）。しかしこの水田放棄地でも優占種には差がみられても下等のセ

リ，スギナなどはほとんど共通して生育している。河川の氾濫原などに自然生育する湿性草原と

比較して水田放棄地に二次的に成立する湿性草原は相観的には発達していても種類組成的には未

分化である場合が多い。

　5D　カサスゲ群集

　　　Caricetumdispalatae　MiyawakietOkuda1972（Tab．30）

　カサスゲ群集はやや貧養な沼沢地に発達する大形スゲ草原である。高倉で1植分が植生調査さ

れた。
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議；凝鵜一罪暴・禁一二難夢鱗灘川州鞭

　　　　慧灘灘灘
騒

騒

Fig・30水田耕作放棄地に生育したヨシ群落（奥），サヤヌカグサ丁丁（中）とスギ

　　　　ナ植分（手前）（用田　20m）。

王maufgegebenen　Reisfeld　wachsende　l酵〃・πg刀z磁3σ～‘sかrα1ゴ3－Gesellschaft（hinten）und

加6プ5歪αsのαノz2‘々α一Bestand（Mitte）sowle　Eg～‘∫sθご瑚28アび6／z3θBestand（vome）。（Yoda

20mか．　NN）．

購

　　繊　　　鑓
　　　　Fig．31　谷戸に小画積で残されたカサスゲ群集（高倉　25m）。

In　derStadtFulisawa　das　heuteseltenerhaltenedesCaricetumdispalatae
（τaユ（akura　25　m　a．　NN），
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　油分は高さ90cmのカサスゲの純群落である。生育地はケヤキに被陰された幅のせまい谷戸底

部である。生育地には地⊥水位があり沢の水の一部が流れてきている。

　カサスゲは湿地生のスゲ類としては普通にみられる植物であるが，藤沢市を含めた神奈川県下

では大面積に発達した三分は少なくなってきている。

　52）　セキショウ群；集

　　　AcoretumgramineiOhba，AdachietMaoka1979（Tab．31）

　サトイモ科の常緑草本植物であるセキショウは流水辺の霊園に自然生育している。セキショウ

優照準分は藤沢市からは高倉および石／llから2植分が植生調査されている。

　二分は高さ40および80cmでほぼセキショウの純群落となっている。生育地はゆるやかな流水

に沿った沢辺である。

　セキショウの優占植分はセキショウ群集にまとめられている。ヤブツバキクラス域の流水辺に

広くみられる。

Tab．31　セ　キ　シ　ョ　ウ群集

　Acoretumgraminei
Laufende　Nr。：

Feld－Nr、：

Datum　d．　Aufnahme（1983）：

Gr6Be　d．　Probef1註che（m　x　m）：

｝｛δhe遭．　Meer（m）；

Neigung：

H6he　d．　Vegetatio嚢（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号
調査番号

調査月明

調査面積

海抜高
傾　　斜
植．生高
全植被率
出現糧数

　1

123

FM
81

6／22

1x4
25

　L

40

90

　1

　2

83

FM
41

5／20

2x4
20

　L
80

100

　3

Kennart　d．　Ass．：

　・400剛39アα刀2方zθ呂‘s

Begleiter：

　飾％πz護y1磁ooプ4α如

　Rzπ加ノ306おszイs〃ゴ。κ3μ4αオα

群集標二種

　セキショウ

随伴種
　ドクダミ

　ツタ

5・5 5・5

1・1

十

Fundorte調査地；Lfd．　Nr．1：Takakura蕩倉；2：Ishikawa石川．
Forscher調査者；Lfd，　Nr．1：Y．　M．，　Y．　Ma．，　H．　N．；2：Y．　M。，　Y．鍛a．，　S．　D．　K．，　H．　N．

噛4．浮葉，沈水植物群落；ヒルムシロクラス

　　　Schwimrnblatt－u，　Laichkrautgesellschaften；Potamogetonetea

　浅い池沼やため池，ゆるやかな流水中などにはヒルムシロ属PO如規ogθオ0κ，ヒシ属丁アαρα，

スイレン属△砂〃Z効α6αなどの浮葉，沈水植物の群落が発達している。藤沢市には池や沼はほ

とんどみられないが，今圃の植生調査でゆるやかな流水中に生じたヒルムシロ属の群落が認めら
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れた。

　53）　イトモーエビモ群落

　　　Po’砺¢09θ’o％ゐθ7c駕014蕗一P∂如ηzo9初。πcγゴ3カz45－Gese11＄chaft（Tab．32）

　用田では農業用水中に生育したイトモ，エビモ，ササバモのヒルムシロ属植物3種からなる浮

葉植物群落が植生調査された。生育地は農業用水が流れる浅い（水深10～30cm）用水溝である。

水流はゆるやかで底部には泥が堆積している。ササバモが混生する植分は水深のやや深い立地に

生育している。

　　　　　Tab．32　イトモーエビモ群落
Po彪ηzog8’αzδθγ6雇oJ4麗一Po’αη20g扉。ηoアおρ％5－Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

GrdBe　d．　Probeflache（m×m）：

H6he哉．　Meer（m）：

Wassertiefe（cm）：

Decku亘g　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通し番号
調査番号

調査面積
海　抜　高

水　　　深

全脳被率
出現暦数

　1

　18
　F
　38

0，6x2

　20

　10
100

　2

2

19

F
39

3

20
F
40

4

21
F
41

0．6×3．5　G．6x3　0．6xL5

20

20

100

2

20

30

1GO

3

20

30

95

3

Trennarten　d．　Gesellschaft：

勲’伽209θ娩07∫sμ‘s

PO’ση3098’0ηδθアC腕01ゴだ

PO如η208召’07Z多照如∫研ZZ4S

群落区分種

　エビモ

　イトモ

　ササバモ

5・4

3・3

0

5。4　　　　5・4　　　　5。4

2。3　　　　2。3　　　　2。2

。　　　十・2　　1。2

Fundort　u。　Datum調査地および調査年，弓日：Yoda用田（21．　Apr．1983）．

Forscher調査者：K．　F．，｝｛．　N．

B．植生図Vegetationskarten

1。現存植生図（縮尺1：15000）Karte　der　realen　Vegetation

　現存植生図は，現在生育している植生の広がりが，具体的に地形図上に示された図である。植

生は気候，地形，地質，土壌など自然環境条件により，生育を異にしている。人為的影響が加わ

らない植生は自然植生と呼ばれる。さらに人為的影響が加わり，それぞれの植生は，様々な，お

きかえ群落にかわる。植物同志の共存の均衡が破れ，人為的影響による幾乱によって競争に勝っ

た種，あるいは我慢できた種が組み合わさり，植物群落を形成しているのがおきかえ群落一一代

償下生である。

　藤沢市では自然植生はきわめて少ない。神社や寺院の社叢林，あるいは屋敷林にも残されてい

る自然植生は1971年に調査された時点と比較して湘南ライフタウン地域を除いては，ほとんどが

まだ残されている。反面，代償植生の，とくに二次林の樹林地は少なくなった（p．123）。
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　藤沢市の現存植生図（縮尺1：15000）は，自然植生6，代償植生23，その他6凡例で示されて

いる。

1　自然植生
　　NatOrliche　Vegetation

　藤沢市に残されている自然植生は，1971年当時と比較して，ほとんどが残されている。湘南ラ

イフタウン地域は大幅な宅地造成により変更されているが，他地域については藤沢市保全樹林に

指定され残されている（裏表紙）。

　もっともよく自然植生が残されているのは江の島より竜口寺にかけての地域である。江の島は，

国指定史跡・名勝よりはずされ県指定史跡・名勝とされているが，斜面難解地に発達しているイ

ノデータブノキ群集，尾根部のヤブコウジースダジイ群集は江の島神社の中津宮，辺津宮，奥津

宮の周辺や斜面に広くみられる。胸高直径0．5～！mのスダジイ，タブノキやケヤキの大木が点

在する。竜口寺の南面も同様に，少し若い林分を含め，イノデータブノキ群集が斜醐に，竜1コ寺

周辺の尾根部にヤブコウジースダジイ群集が発達している。

　江の島は，きわめて風衝が強い立地で，風衝断崖地には，イノデータブノキ群集，ヤブコウジ

ースダジイ群集に接して，マサキートベラ群集が帯状にマント群落を形成している。さらに風衝

が強い断雄蝶斜面には，イソギクーハチジョウススキ群集が，秋季に黄色の小さな花をつけるイ

Fig．32　江の島から鵠沼，竜口寺を臨む。竜口寺周辺，片瀬山に広く緑が残され
　　　　　ている。手前江の島はヤブコウジースダジイ群集残存林。

Femaussicht　auf　der　Insel　Enoshima　auf難auptteile　Fulisawas．　Im　Vordergrund　Der　eiR

Restbestandvon　Aridiso－Castanopsietum　sieboldii　inE難oshilna．Wald－
bestand　rechts　im　Hi且tergrund　ist　der　Buddistische　Tempeiwald　Ryukolf．
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ソギクでおおい，夏季はツワブキが黄色でおおうお花畑を形成し，森林部のソデ群落の役割をは

たしながら断崖地にへばりついている。イソギク一層チジョウススキ群集の大部分は南面と東面

の一部に発達しており，南からの風がきわめて強いことが推定される。イソギクーハチジョウス

スキ群集やマサキートベラ群集は江の島にだけ発達している。

　湘南海岸の砂丘には，砂の動きを押さえて生育するハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグル

マーケカモノハシ群集などのハマボウフウクラスにまとめられる砂丘植生が発達している。しか

し海水浴客や海の家，あるいはサイクリング道婦建設のため，破壊されたところが多く，辻堂海

岸に比較的広く残されているにすぎない。

　相模平野は，ほとんど自1耕薩生は残されていないが，片瀬五丁Uの屋敷林，呈太神宮などにイ

ノデータブノキ群集が残されている。その他川名では丘陵地頭部にヤブコウジースダジイ群集の

残存林分が，栖籠神社にはアカガシが優占するヤブコウジースダジイ群集が発達している。アカ

ガシ優愛護は，地質が変わる柄沢から北部に多くなっている。

　藤沢市北韻では，崖敷林や神社林にシラカシーケヤキ林が多くなる。高本層にケヤキが優難し，

第2層にシラカシを伴うシラカシ群集はローム土の深い台地，丘陵地に多い。神社林にかざらず，

古くから残されている農家の屋敷林に多い。北部台地でも，西北部用田付近では屋敷林にスダジ

イが多くシラカシと混生したり，あるいは植栽されている。反対に，東北部高倉付近では，スダ

簸

ボ∴き↓書隠陰町

端撫

襲蓮
釜寧
咳編詳

Fig．33　諏訪神社のヤブコウジースダジイ群集（東斜面）。北斜面より神社後背地
　　　　にかけてシラカシ群集が残されている（上高倉諏訪神社，海抜28．4m）。

Ardisio－Casta臓opsietum　sieboldii（Ost－Hang）und　Quercetum
myrsinaefoliae　am　NordhaBgdes　Shinto－Schreins　Suwa（28．4m　O．　NN，
Kamitakakura）．
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ジィが少なく，シラカシが多くなる。高倉の諏訪神社頂部には東北部で1ケ所スダジイが優占す

るヤブコウジースダジイ群集が残されている。また北部台地のはじまる大庭付近ではアカガシ優

占林が多い。

H　代償植生
　　Ersatzgesellschaften

　藤沢市の大部分は謙譲的影響によりおきかえられた代償植生におおわれているといって過需で

はない。197！年に比較し，森林や叢薄あるいは耕作畑地が滅少した。これは人口の推移が，1972

年当時238391入であったのが，1984年2月1Ei．現在3！8645人に増加したことにもつながる。

蒸熱麺生は森林3，植林6，源7，耕作地7で示されている。

　a　森　　　林　　walder

　片瀬山，難名，柄沢，西富などの」正陵地の斜爾，北口i5台地斜面には冬季落豪し，春季に淡い新

葉で明るく林内をおおう，また夏季には常緑広末樹林のように，厚く生長した葉で林冠をおおい，

林内を暗くする雑本林が帯状に髭難している。かつては薪炭林や，林床の草本類を堆肥として利

用したため，落葉かきがくりかえされていたが，現在は放置されて，定期的な管理が停止したた

め，アズマネザサが優坐する三分が多い。藤沢市南部片瀬山，川名では，アカメガシワ，イヌビ

ワ，トベラ，マルバウツギで区分されるオニシバリーコナラ群集が発達している。オニシバリー

コナラ群集には，タブノキ，アオキ，シロダモ，ピサカキなど常緑広架樹が多く生育している。

Fig．34　尾根1乙のクロマツ植林残存木，丘陵地のオニシバリーコナラ群集は藤沢市南
　　　　東部の景観を代表する（藤沢市川名7．4m）。
　　εintypischerSekund至rwald（Daphno　pseudo－mezerei－Quercetum
　　serratae）i搬S農dosten　der　Stadt　Fujisawa．（Kawana　7．4m臼．　NN）．
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　　Fig．35大庭城山公園に残されているクヌギーコナラ群集。更馳り”はできるだけ伐採

　　　　　　せずに利用している例（海抜40m）。

　　GutentwickelterSekund蓑rwalddesQuercetumacutissimo－serrataeimPark
　　Oba－Shiroyama（40　m廿．　NN）．

江の島の斜面凹状地に二次的に生育しているナンバンキブシーカラスザンショウ群落も含め一凡

例で示されている。ナンバンキブシ一難ラスザンショウ群落や，鞍懸シバリーコナラ群集の分布

はイノデータブノキ群集やヤブコウジースダジイ群集の分布と対応している。

　藤沢北部では，ヤマコウバシ，ノガ1｝ヤス，ゴンズイ，クヌギ，コゴメウツギで区分されるク

ヌギーコナラ群集が発．達している。ヒトリシズカ，ヤマユリ，ノダケ，ホウチャクソウ，シラヤ

マギク，アキノタムラソウ，ハエドクソウなどの春季から秋季にかけて花期をもつ多年生草本植

物が多いことが特徴である。需緑広木樹は少なく，シラカシ，アラカシ，ピサカキなどがみられ

るにすぎない。

　森林伐採後低木林が一時形成される。ボタンヅルーモミジイチゴ群落，クサギ群落，ヌルデ群

落などを含めモミジイチゴーコゴメウツギ群落にまとめられた。

　b植　林Forsten
　藤沢市ではクスノキ，クロマツ，アカマツ，スギ，ヒノキ，サワラ，オオシマザクラ，ニセア

カシア，モウソウチク，マダケなどの植林が多い。防砂林，防潮林としてのクロマツ植林，材と

して，あるいはチップとして利用されるスギ，ヒノキ，サワラ，アカマツなどの植林，炭と叢

や樹皮を利用するオオシマザクラ植林，早期緑化に植林されたニセアカシア，たけのこを食用

としたり，遷敷林に利用されるモウソウチク，マダケ林など目的に応じて各樹種が植林されてい
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Fig．36　台地斜面に残されたオニシバリーコナラ群集と尾根部のクロマツ植林。台地

　　　　下の沖積地は苗圃として利用されている（大庭下谷，海抜60m）。

　Auf　dem　Hangerhaltene　Waユder　des　Daphno　pseudo－mezereレQuercetum
　serratae，　und　1）加‘s〃～観δθアg’∫一Forst　auf　den　RUcken．　Im　Vordergrund　des　Hauses

　ist　eine　Baumschule（60　m廿，　NN，　Oba－Shitaya）．

る。

　クロマツ植林は海岸砂丘地一帯に砂防用として植林されているが，相模平野の旧砂丘地帯では，

広く古い住宅地，別荘地周辺に植林されたクロマツ林が広くみられる。新興住宅地の影響で1971

年180．03加あったクロマツ林も，1983年作製の植生図では168。36加に減少している。クロマツ植

林は他にも藤沢市全域に小面積ではあるが台地肩部や斜面上部にみられる。

　アカマツ植林はきわめて少なく，大庭に一部線状にと，柏木下の北向き斜爾にわずかにみられ

るにすぎない。

　クスノキ植林は，かつて「しょうのう」をとるために明治時代に広く植林されたが，藤沢市で

は現在白旗神社付近にみられる。

　藤沢市でもっとも広くみられる植林はスギ，ヒノキ，サワラ植林であるが，台地斜面の谷部に

10～20年生の植林が広くみられる。5～10年生の林分は，林内が暗く，うっ閉されて，草本層は

きわめて貧弱になっている。15～20年生以上になると，低木層や草本層が発達してくる。とくに

葛原では広い面積で広がっている。

　ニセアカシア植林は面積が狭く藤沢市役所前の狭い斜面をはじめ，御所見などに点在している。

肥料木や早期緑化樹として使われるだけではなく，花季の白い花や香りがよいため，観賞樹とし
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　Fig，37大庭台墓園のシバ草地と斜爾に残されているオニシバリーコナラ群集，スギ，

　　　　　ヒノキ植林。12年前は，台地上の畑，斜面林の田園県観が広がっていた（海

　　　　　抜45m）。
Friedhofpark　Obadai　mit　Zの，s’αオ6／zz4蜘1♂α・Rasen，　wo　vor　12　Jahre　Acker　waren．王m　Hintergrund

sindW吾1derdes　Daphno　pseudo－mezerei－Quercetum　serratae　und　Forsten
vo職αツρ彦。刀zθ磁ブ砂。／zゴ。αsowie　C加ア72αθの加7∫30罐‘sσ（45　m駐．　NN）．

ても一時期利用された。

　オオシマザクラ植林は川名や遠藤に多いが，種類組成的にオニシバリーコナラ群集に入り，植

生図ではオニシバリーコナラ群集の凡例に含まれている。

　モウソウチク，マダケなどの竹林は屋敷林として集落地に多くみられるが，狭い面積で点在し

ている場合が多い。

　c　草　　　原　　Wiesen

　河川堤防上，住宅地の空地，＝ゴルフ易などに多年生草本植物群落が，刈りとりや伐採，造成後

の放棄などにより発達している。もっとも多くみられるススキ草原は，伐採や刈りとり後の放棄

地にアズマネザサと混生するアズマネザサーススキ群集が発達する。耕作放棄地や空地はチガヤ

を伴うチガヤーススキ群落が多い。チガヤーススキ群落は，本文ではススキ群落（p．53）として

記載されれたものも含まれる。

　シバ草地は，藤沢市では，団地や墓地，ゴルフ場などの広い顧積に植栽され刈りとりにより持

続している植分が含まれる。コウライシバ，ノシバなど多くの種類が植栽され，頻繁な刈りとり

によって持続している。
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　　　　　Fig．38藤沢市北部台地に比較的多い牧草地（高倉30m）。

Kunstwiesen，　die　auf　der　Hochebene　im　Norden　der　Stadt　Fujisawa　verhう1tnism盗8ig

h袋ufig　sind（Takakura　30　m嚢．　NN）．

　境川，引地川の土堤には，カモジグサ，ギシギシ，イヌムギ，セイヨウカラシナなどで構成さ

れる華原がみられる。時には冠水して，増水時に枯草やゴミが堆積する川の中の島地にも生育が

みられる。本文に記載されているウシハコベーセイヨウカラシナ群落も含めたカモジグサーギシ

ギシ群団の植物群落が河辺をおおっている。富養な流水辺に生育する植物群落である。住宅地の

空地や広場には，入の踏みつけに強いオヒシバーアキメヒシバ群集が発達している。とくに藤沢

市南部の住宅地の空地はオヒシバーアキメヒシバ群集の凡例でまとめられている。踏跡群落のク

サイーオオバコ群落なども含められている。

　d耕作地　Unkrautgesellschaftem

　藤沢市でもっとも広い面積を占めているのは住宅地とともに耕作地である。耕作地は全体の約

30％を占めている。1971年に比較して水田の面積が減少しているが，住宅地の増加とともに畑地

も滅少している。耕作畑地は施肥，耕作により1年生雑草群落が生育する。春季はホトケノザー

コハコベ群落（p．70）が，また夏季にはカラスビシャクーニシキソウ群集が発達するが，管理の

粗放状態などによりフキ植分やオドリコソウ植分がみられる。管理の相違は，野菜類をつくると

ころ，果樹園，苗醐（樹苗園）などにより異なる。また牧草地では外来牧草のカモガヤ，ホソム

ギなどが播種され一面に生育するため他の種が入りこまない。それぞれ土地利用形態に応じて凡

例別に一示された。藤沢市北部ではイヌツゲ，ヤマモモ，クスノキなどの苗鵬が他市に比較し多い。
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Fig．39　谷戸の水田放棄地のヨシ群落と，台地斜面をおおうクヌギーコナラ群集
　　　　（打戻登20m）。
Plzアπg〃z露θεαz6sケα1∫3－Gesellschaft　auf　deR　aufgegeben　Reisfeldern　in　der　tiefen　Lage

und　Quercetum　acutissimQ－serratae　aufderhbherenLage（20mU．NN
Uchirnodori）．

また牧草地も多い。水田も春黍と夏季は雑草群落が異なる。春季はノミノフスマーケキツネノボ

タン群集やスズメノテッボウータガラシ群集が，夏季にはウリカワーコナギ群集が生育する。ス

ズメノテッポウータガラシ群集が発達するのは藤沢市西北部の小糸州，引地川流域の水田地であ

るのに対し，ノミノフスマーケキッネノボタン群集は広くみられる。水田放棄地雑草群落のミゾ

ソバーアシボソ群落は今圃はきわめて少なく葛原で一ケ所みられたにすぎない。ヨシ群落は，用

田，遠藤にみられるセリークサヨシ群集や，カサスゲ群集なども含めて東北部の水田放棄地に多

くみられた。

皿　そ　の　他

　　Sonstige　Gesellschaften

　藤沢市では，1971年以来住宅地がきわめて広がった。一部工場団地も北には広い。しかし，昔

からの住宅難は緑が多い住宅地が相変わらずみられる。したがって今後とも，新しい住宅，開発

地区には，緑が多くなり点から線へ緑を広げ，線から面で藤沢市をおおうことが望まれる。

2．　植生自然三図

　　Karte　des　Na臓rlichkeitsgrades　der　Vegetation

藤沢市の現存植生図（1983年）を基礎に，植生自然度図が作製された。植生自然度（NatHrlich一
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keitsgrades　der　Vegetation）あるいは代償植生度（Grad　der　Ersatzgesellschaften）が用いら

れ，植生自然度をV～正の5段階に分けて，縮尺1：15000の地形図に描かれた。現在環境庁では，

1979年に10段階にまとめた自然度を提示している。藤沢市ではすでに1971年にV～1の自然度を

用いており，さらに当時細分して使われた9段階の自然度図は，環境庁の自然度判定の基礎にも

なっている。したがって，今回はV～1の自然度区分を基礎として，さらに細分を行ない環境庁

の凡例とも共通して使われる。

　一般に自然度が低くなるにしたがい，自然植生への復元に長い年月が必要とされる。自然状態

に近い形の植生を保全維持しようとするときには，自然度の高い植生ほど多様な機能を有し，安

定しており，保全の価値が高いことを考慮しなければならない。植生自然度の各段階によって植

生利用の目安が可能となる。

　自然度V：自然植生もしくは自然植生とほぼ同じ種組成をもった植物群落

　1　革原植生

　植物群落；イソギクーハチジョウススキ群集（海岸断燈地植生），ハマグルマーコゥボゥムギ群

集他：ハマボウフウクラス（海岸砂丘植生）

　分布：江の島および辻堂海岸

　1971年との比較：V－1は面積的にわずかに少なくなったにすぎない。大きな差はない。

　保全・利朋：人為的影響に対しきわめて弱い植生であるため，人為的影響が加わらないように

注意が必要である。

　2　森林植生

　植物群落：ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，シラカシ群集，マサキー略ベ

ラ群集。

　分布：藤沢市全域に点在。

　1971年との比較＝自然林は，多様なみどりの機能をよく発揮することで藤沢市保全樹林に捲定

されているところが多く，よく保全されている。一部変わっている地域は，植生図の縮尺が1：

10000より1：15000に縮小されたこと，新しい調査で，内容が変えられたこと，周辺の植生に一

部含められていることなどが原因としてあげられる。

　保全・利用：残存自然林分は，神社や寺の社叢林，農家の屋敷林として，立地保金や，あるい

は聖域としてのタブー意識で保全されてきた。首都圏近郊にある藤沢市としては，郷土の森の原

形保存地として，環境保金林のモデルとしてだけでなく，環境保全林の拠点として，十分に保護

し，自然林を復元した点と線で，このシンボル・グリーン・エリアを結び都市近郊の緑のジーン

ブール地域として利用したい。

　自然度ハ「二次林や植林

　1　自然植生が比較的良好に復元している二次林

　植物群落：オニシバリーコナラ群集，クヌギーコナラ群集，モミジイチゴーコゴメウツギ群落
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　分布：藤沢市全域，とくに丘陵地，台地の斜面に多い。

　1971年との比較：大庭，小糸地区の湘南ライフタウンの大規模な開発を除いては，他地区はよ

く残されている。自然林同様保全樹林に詣定されていることが幸いしている。

　保全。利用：ご次林は，いわゆる奴雑木林”とも呼ばれ，薪炭林としての伐採，堆肥利用のた

めの下草刈などの入間の定期的な管理とつりあって存続してきた。最近は，これらの利用がなく

なったため，林内が荒れている地域も多い。かつては関菓地方に広く残されていた，これらの雑

木林も，今では住宅化の波によりきわめて減ってきている。したがって，自然度V地域に次いで

是非保存したい地域である。たんに保存するだけではなく，林床を刈りとり，ネィチャートレィ

ルなどを設置して，自然公園的に利用することができる。ある程度年を経た植林とともに謂和さ

せて，現在話題にされているいわゆる“森林浴”自然道として，コースをつくり，人と自然の共

存の場に利用することが望ましい。

　2　植　　　林

　植物群落：クスノキ植林，オオシマザクラ植林，スギ，ヒノキ，サワラ植林，クロマツ植林，

アカマツ植林，ニセアカシア植林，竹林（モウソウチターマダケ林）

　分布：藤沢市全域

　1971年との比較：IV－1とともに大庭・小糸の湘南ライフタウン以外は，大きな変化はない。

　保全・利用：董V－1と同様に自然公園的利用あるいは，自然を復元しながら針広混交林による

林業経営も考えたい。

　自然度皿：多年生の二次草原や公園，緑の多い住宅地

　1　多年生高茎草原

　植物群落：メダケ群落，アズマネザサーススキ群集，チガヤーススキ群落，ヨシ群落

　分布：藤沢市北部，西部，あるいは柄沢付近にまとまってみられる。

　1971年との比較：水田放棄地のヨシ群落は1971年では1983年ほど多くはなかった。休耕水田が

最近ふえたことがいえるのではないだろうか。また，ススキ草原は，畑耕作が停止され放置され

たところに多く，1971年にススキ草原であったところは1983年に住宅地などに変わっているため，

自然度二一1の場所は変わったが量的な変化は大きな差がない。1983年にススキ草原であるとこ

ろは，今後住宅地化に闇発される可能性がある。

　保全・利用：火入れ，採草，伐採などの入為的影響のくり返しが頻繁に加えられているため植

生構造が単純化した庶出である。したがって，宅地，公園，レクリエーションの場として利用し

やすい。

　2　多年生低茎草原

　植物群落：シバ群落（ゴルフ場を含む）

　分布：辻堂海岸，芙蓉カントリークラブ，大庭台墓園，藤沢パブリックゴルフ場他，団地や高

溺住宅地。日本大学構内など。
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　197！年との比較：工場地内のシバや新しい団地，墓園などのシバ群落が増加した。

　保金・利用：頻繁に刈るなどの人為的影響が強く加わっている。したがって，管理が散漫にな

ると皿一1に移行する。

　3　公園などの植栽地，みどりの多い住宅地

　分布：鵠沼，片瀬，辻堂他

　1971年との比較：緑の多い住宅地は古くからの住宅地が多く，空中写真で60％以上みどりが占

めている場合まとめられた。湘南ライフタウンの一部は，できるだけ緑を復元しようと計画され

ている部分が南部に多く，将来は，自然度1より皿一3に上昇するものと考えられる。公園など

の植栽地も1971年より増加している。

　自然度∬：耕作地雑草群落，都市雑草群落，苗圃など頻繁な管理が行なわれているみどり

　1　苗圃，果樹園

　分布：葛原，用田宮原，獺郷，打戻，遠藤など藤沢市西北地区に広い。

　1971年との比較；1971年よりも薗鵬がきわめて増加した。植樹，植栽に対しての要求，需要が

高くなったためであろうか。

　保全・利用；苗圃，果樹園は林床が1年生雑草でなければ，自然度班一3に入れて考察しても

よいほど，緑の植栽密度が蔦い。しかし雑草刈りなど，定期的管理が頻繁に行なわれ樹木も低木

が多いので自然三五に含められている。自然度∬では比較的自然度が旧い植生が集められている。

郷土の森構成種などの苗圃を多くするなど上手な植栽樹種指導が必要である。

　2　越年生，多年生都会地雑草群落

　植物群落：カモジグサーギシギシ群団，カモガヤ群落（牧草地），ベニバナボロギクーダンドボ

ロギク群集（伐り跡群落），オヒシバーアキメヒシバ群集，ヨモギ群落（路傍，空地植物群落）

　分布；河辺堤防斜面，藤沢市南部相模平野住宅地に多い。ベニバナボロギクーダンドボロギク

群集は，葛原，打戻などの森林，植林伐採地にみられる。

　1971年との比較：場所は変わるが都会地の路傍，空地雑草群落は面積的にはあまり変化がない。

カモガヤ群落（牧草地）が増加した。

　保全・利用：都会地では公園などへの転化とともに環境保全林復元地域に，伐り跡地は自然林

復元あるいは森林復元にもってゆく。

　3　耕　作　地

　植物群落：カラスビシャクーニシキソウ群集（ホトケノザーコハコベ群落を含む耕作畑地雑草

群落：），ウリカワーコナギ群集（ノミノフスマーケキツネノボタン群集，スズメノテッポウーケキ

ツネノボタン群集を含む水田雑草群落），ミゾソバーアシボソ群落。

　分布：藤沢市南部に一部，藤沢市北部

　1971年との比較：住宅地の増加とともに減少している。

　保全・利用：藤沢市の食：料生産地として，将来必要な面積だけは持続させたい。
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Fig．40　春季の乾田に生育するノミノフスマーケキツネノボタン群集（西俣野8m）。

　In　einem　Reisfeld，　das　w葱hrend　des　Winters　nicht　unter　Wasser　stand，　w三chst　das

　Stellario－Ranunculetum　cantoniensis（Nishimatano8m廿，N聾）。

　自然度1　住宅地，工場地

　植物群落：ギンゴケーツメクサ群集など

　分布：藤沢市全域，とくに中～南部に広い。

　保金・利用：環境保全林形成による点から線，線から面へのみどりづくり，緑の網づくりが計

画されなければならない地域である。

3．　潜在自然植生図

　　Karte　der　potentiellen　natUrlicheR　Vegetation

　潜在自然植生図は，現在の時点で対象とされる立地が支えうる自然植生の維持力を示す図であ

る。したがって，地形が改変された場合は，地形の変化，土壌の変化により潜在自然櫃生が変化

することもある。また縮尺によっても表現方法が多少異なる。さらに調査資料の集積，比較によ

って，科学的資料の増加により変わる。

　藤沢市の潜在自然植生図は，1971年に縮尺1：10000で示されたのに対し，今回は縮尺1：15000

の地形図を基図に用いられ作製された。！0年間の変化は，地形における変化にのみならず，他

地域の植生圭ヒ較も進み，凡例に示された群落表示が変わった。また地質図が1：50000で詳細に作

図されたため，有効な資料とされた。現存植生調査に1年かけられたことより四季を通じての調
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Fig．41台地野面に残されているアカガシ優占林（ヤブコウジースダジイ群集，

　　　　ブ（庭　　孝勝抜20rn）o

Aufeinemsa簸ftenHanger鳥aエte職enesArdisio－Castanopsfetum　sieboIdii
mit　dQminierender　Q解1’α影3σα‘如（Oba　20　m臼．　NN）．

査が行なえたことから，水田などは春季雑草による立地の潜在能力の比較を行なうことができた。

1）　潜在自然植生概観

　藤沢市の植生は，藤沢市北部と南部では地形や現存植生の多くが異なっている。したがって潜

在自然植生も大きな相違が判定される。

　藤沢市南部の江の島，片瀬山，難名の丘陵地帯は，斜面はイノデータブノキ群集，尾根部はヤ

ブコウジースダジイ群集が潜在自然植生と判定される。爾富，柄沢，大庭，大原，伊勢山辺以北

では，余斗面にイノデータブノキ群集，台地肩部にヤブコウジースダジイ群集，台地上はシラカシ

群集が分布し，綾瀬市に続いている。イノデータブノキ群集，ヤブコウジースダジイ群集は岡田

屋敷，椎名谷，面俣野で分布が切れる。

　南部の低地は，イノデータブノキ群集典型亜群集が広く分布する。沿岸部の砂丘地帯は現在人

為的影響により欝欝化している所が多いが，人為的影響が停止することにより，砂丘植生が復元

可能である。ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケカモノハシ群集他の砂丘植生が帯

状に発達し，後背地にマサキートベラ群集の海岸風衝低木林が，そしてイノデータブノキ群集に

続く。丘陵地にはヤブコウジースダジイ群集が分布する。

　北部沖積低地は現在水田に利用されているが春季雑草は，ノミノフスマーケキツネノボタン群
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Fig．42　江の島植物園周辺斜面に残されているヤブコウジースダジィ群集（海抜60m）。

　Auf　dem　OberhaRg　neben　dem　Botanischen　Garten　Enoshima　erhaltenes　A　r　d　i　s　i　o－

　Castanopsietum　sieboldii（60m殖．NN），

集の乾田はキツネアザミなどが入る。また，水田放棄地の一部がヒメムカシヨモギーオオアレチ

ノギク群落になる植分は，乾田でありゴマギーハンノキ群集が潜在自然植生と考えられる。スズ

メノテッポウータガラシ群集などの湿田は放棄地にヨシ群落が多くみられる。湿田はオニスゲー

ハンノキ群集が潜在自然植生と考察される。

　河川は境川，引地川が流れており，きわめて狭い。したがって，三三植生の発達する余地は少

ないが，わずかにカモジグサーギシギシ群団にまとめられる河辺革原やあるいは低木ヤナギ林が

発達するものと考えられる。
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Fig．43　藤沢市南北群落断面模式

Schematische　Darstellung　von　Norden　zum　SUden　der　Stadt　Fulisawa

1．瀾放水域（海）Offenes　Wasser（See）

2．クロマツ植林　P初％s漉¢〃zδθ㎎〃Forst

3．住宅地　Siedlung

4．アズマネザサーススキ群集Arundinario－Miscanthetum　sinensis
5，カラスビシャクーニシキソウ群集　Pinellio　ternatae－Euphorbietum
　　（畑地雑草群落）　　　　　　　　Pseudochamaesycis（Acker－URkrautgesellschaft）

6。オニシバリーコナラ群集　Daphno　pseudo－mezerei－Quercetum　serratae
7，シバ群落　Z（ザs如ゴ妙。航α一Gesellschaft

8．ベニバナボロギクーダンドボロギク群集　Crassocephaユocrepidioides・
　　（伐跡植生）　　　　　　　　　　　　　Erechititetum　hieracifQliae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kahlschlag－Vegetation）

9．マサキートベラ群集　Euonymo－Pittosporetumtobira
10．イノデータブノキ群集　Po工ysticho－Perseetum　thunbergii
11．ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Typische　Subass．

12．ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Subass．　von　Quercus　acuta

13．シラカシ群集典型亜群集　Quercetum　myrsinaefoliae，Typische　Subass．
14．シラカシ群集ケヤキ亜群集　Quercetum　myrsi澱aefoliae，　Subass．　von　Zelkova
　　　　　　　　　　　　　　　　　serrata
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Fig．44　藤沢市東西植生配分模式

Schematische　Darstellung　von　Ost－TeHen　zu　West！reileR　der　Stadt　Fulisawa

1．スギ植林Cり吻0”76癩ブ砂0フ2磁一Forst

2，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集Ardisio－Castanopsietuln　sieboldii，
　　Subass．　von　Quercus　acuta
3．　ミゾソバーアシボソ群落（水田放棄雑草群落）　R堤y8η7z3f／7z　醜麗％δ6㎎蕗一認070部曜日1π　び∫η毎1躍κ彫’

　　Gese11schaft（Brach－Reisfeld－Vegetation）

4，オニシバリーコナラ群集Daphno　pseudo－mezerei－Quercetum　serratatae
5．アズマネザサーススキ群集Arundinario－Miscanthetumsine鷺sis　　　’
6，カラスどシャクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）PiRellioternatae－Euphorbietum
　　pseudochamaesycis（Acker　Unkrautgesellschaft）
7．ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）Sagittario－Monochorietum　（Reisfeldgese11－
　　schaft）

8．クロマツ植林　1）加％5漉z切うθ㎎’ゴーFo「st

9，モウソウチク林：P妙110s’αc勿s加’θ70のpo如f．勿舵soθノ2s－Bestand

10．シラカシ群集典型亜群集　Quercetum　Inyrsinaefoliae，　Typische　Subass．
11．イノデータブノキ群集　Polysticho－Perseetum　thunbergii
12．オニスゲーハンノキ群集　Carici　dickinsii－Alnetum　laponicae
13．シラカシ群集ケヤキ亜群集　Quercetum　myrsi照efoliae，　Subass．vonZelkova
　　serrata
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2）凡例解説

1　マサキートベラ群集（凡例番号1）

　　Euonymo一王）ittosporetunユtobira

相観：風衝低木林，常緑広葉樹林。

精巨眼：2～3ノ蕾君羊落。

標徴種・区分種：マサキ，トベラ，マノレバグミ，マルバノシャリンバイ。

優占種：上記の種。

立地：海岸の土壌が少し雄積した砂丘あるいは風衝断雄地。

代償植生：クロマツ植林，アズマネザサーススキ群集，イソギクーハチジョウススキ群集。

分布：江の島，相模湾沿岸。

　2　ヤブコウジースダジイ群集（凡例番号2）

　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii

　相観：常緑広葉樹高木林。

　構造：4溜群落。

　瑞徴種・区分種：スダジイ，アカガシ，イヌガヤ，アラカシ。

　優占種：スダジイ，アカガシ。

　立地：丘陵地尾根部から尾根状斜而。台地肩部。第3紀届や古生層を基盤とした立地，あるい

はローム土の浅い乾燥しやすい立地。

　代償植生：オニシバリーコナラ群集，クロマツ，アカマツ植林，スギ，ヒノキ植林，クスノキ

植林，クサギ群落，ニワトコ群落，センニンソウ群集。アズマネザサーススキ群集，カラスビシ

ャクーニシキソウ群集。

　分布：藤沢市中～南部Q

　3　イノデータブノキ群集典型亜群集（凡例番号3）

　　Polysticho－Perseetum　thunbergiitypicum

　相観：常緑広葉樹林。

構造：4屠群落。　　　　　一

標月評・区分種：イノデ，アスカイノデ，アイアスカイノデ，キチジョウソウ，フウトウカズ

ラ。

　優占種：タブノキ。

立地：沖積地，土壌がよく堆積した適潤地。崩積土壌地。

　代償植生：ナンバンキブシーカラスザンショウ群落，スギ，ヒノキ植林，クロマツ植林，オニ

シバリーコナラ群集，センニンソウ群集，アズマネザサーススキ群集，チガヤーススキ群落，カ
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ラスどシャクーニシキソウ群集，オヒシバーアキメヒシバ群集，ギンゴケーツメクサ群集Q

　分布：相模平野Q

　4　イノデータブノキ群集ケヤキ亜群集（凡例番号4）

　　　Po工ysticho－Perseetum　thunbergii，　subass．　vo臓Zelkova　serrata

　相観：夏緑広葉樹が高木層に優占する常緑広葉樹林。

　構造：4層群落。

　標徴種・区分種：イノデ，アスカイノデ，アイアスカイノデ，キチジョウソウ，フウトウカズ

ラ，ケヤキ，エノキ，ムクノキ，クマワラビ。

　優占種：ケヤキ。

　立地；丘陵地，台地斜面凹状地，土壌がよく発達した適潤地。

　代償植生：ナンバンキブシーカラスザンショウ群落，スギ，ヒノキ植林，オニシバリーコナラ

群集，アズマネザサーススキ群集，チガヤーススキ群落。

　分布：江の島，藤沢市中～南部の台地，丘陵地斜面。

　5　イノデータブノキ群集（表層土を復元した場合）　（凡例番号5）

　　　Polysticho－Perseetum　thunbergii（wenngenugendMutterbodenaufgetragen
　　　wurde）

　代償植生：ギンゴケーツメクサ群集あるいは無植生。

　立地：谷合地や沖積低地などの現在埋立てしたり造成された立地。表層土がない立地。表層土

がないままであれば江の島では，マサキートベラ群集，大清水や西富2丁目ではゴマギーハンノ

キ群集などが潜在自然植生となるが，地形的には衰層土が復元され排水がよければイノデータブ

ノキ群集に復元可能であるため，1凡例設置されている。立地図を加味した潜在自然植生として

示されている。

　分布：江の島，緬富2丁目，大清水，稲荷。

　6　シラカシ群集典型亜群集（凡例番号5）

　　　Quercetum　myrsi聡aefohae　typicum

　相観：常緑広葉樹高木林。

　構造：4」蕾日曝落。

　標徴種・区分種：シラカシ，ナンテン，チャノキ。

　優占種：シラカシ。

　立地：洪積台地上。

　代償植生：クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ植林，ニセアカシア植林，モウソウチク，マダ

ケ植林，アズマネザサーススキ群集，チガヤーススキ群落，カラスビシャクーニシキソウ群集。

　分布：藤沢市北部。
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　7　シラカシ群集ケヤキ亜群集（凡例番号6）

　　　Quercetum　myrsinaefoliae，　Subass．　vQn　Zelkova　serrata

　相観：高木層に夏緑広葉樹が優占する常緑広葉樹林。

　構造：4層群落。

　標徴種。区分種：シラカシ，ケヤキ，ナンテン，チャノキ，クマワラビ，オクマワラビ，ハナ

イカダ，コブシ。

　優占種：ケヤキ。

　立地：洪積台地斜謝，台地問の沖積地。

　代償植生：クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ，サワラ植林，モウソウチク林，アズマネザサ

ーススキ群集，チガヤーススキ群落，モミジイチゴーコゴメウツギ群落，カラスビシャクーニシ

キソウ群集，クサイーオオバコ群落。

　分布：藤沢市北部。

　8　ゴマギーハンノキ群集およびジャヤナギーアカメヤナギ群集（凡例番号7）

　　　Viburno　siel）01dii－AIIletum　japonicae（1｝und　Salicetum　eriocarpo－

　　　chaenomeloidis（2）

　相観：夏緑広葉樹林。

　構造：3～4層群落。

　四四種・区分種：ゴマギ，イボタノキ，クヌギ，ハンノキ，ウメモドキ（1）。ジャヤナギ，アカ

メヤナギ，タチヤナギ（2＞。

　優占種：クヌギ，ハンノキ（1）。ジャヤナギ，アカメヤナギ，タチヤナギ（2）。

　立地：洪積台地問の沖積低地，オニスゲーハンノキ群集より30～50cm高い立地。あるいは海

岸近くの沖積低地。泥質。

　代償植生：ノミノフスマーケキツネノボタン群集キツネアザミ亜群集，チガヤーススキ群落，

苗圃，カラスビシャクーニシキソウ群集。

　分布：藤沢市北部。

　9　オニスゲーハンノキ群集（凡例番号8）

　　　Carici　dickinsii－Alnetum　japonicae

　相観：夏緑広葉樹林。

　構造：3～4層群落。

　標三種・区分種：オニスゲ，クサヨシ，カサスゲ，アゼスゲ，イボタノキ，ハンノキ。

　立地：洪積台地間の沖積低地。

　代償植生：スズメノテッポウータガラシ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン群集典型亜群

集，カサスゲ群集。

　分布：藤沢市北部。
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　10　イヌコリヤナギ群集（a）およびセリークサヨシ群集（河辺植生）：b）（凡例番号9）

　　　Salicetum　integrae　u．　Oena凱ho－Phalaridetum　arundinaceae
　　　（Auenvegetation）

　相観：夏緑広葉樹林（a）あるいは湿生草原㈲。

　構造：3層構造（a），単層構造（b）。

　標徴種・区分種：イヌコリヤナギ，コリヤナギ，ネコヤナギ〈a），セリ，クサヨシ（b）。

　立地；河辺冠水地。

　代償植生：カモジグサーギシギシ群団（人為的影響のため水が富養化している）。

　分布：河州（境川，引地州）。池周辺。

　11　イソギクーハチジョウススキ群集（海岸断崖地植生）　（凡例番号11）

　　　Chrysanthemo－Miscanthetum　condensati（漁stenfelsvegetation）

　相観：海岸風衝草原。

　構造：単層群落Q

　標三種・区分種：イソギク，ハチジョウススキ，タイトゴメ。

　：立地：海岸風衝断雄地。

代償植生：アズマネザサーススキ群集あるいは裸地。

　分布：江の島。

12　ハマグルマーコウボウムギ群集およびハマグルマーケカモノハシ群集他（砂丘植生）　（凡

　　例番号12）

　　Wedelio－Caricetum　kobomugi，　Wedelio・lschemaetum
　　a！1thephoroidisu．　a．（K琶sten－DU聡envegetation）

相観：乾性草原。

構造：単層群落。

標三種・区分種：コウボウムギ，コウボウシバ，ハマヒルガオ。

立地：海岸砂丘地。

代償植生：コマツヨイグサーギョウギシバ群落，臨地。

分布：海岸砂丘。

13　ウラギククラス他（塩沼植生）

　　Asteretea　tripoliumu．　a．（Salzwiesengesellschaften）

相観：草原。

構造：単層群落。

標記種・区分種：ウラギク，シオクグ，ウシオツメクサ。

立地：河口の塩沼地。

代償植生：裸地。



分布：塩川，引地川河日。

14　鶉シクラス（凡例番号10）

　　Phragmitetea　australis

相観：湿生草原。

構造：単層群落。

標徴種・区分種：ヨシ，カサスゲ，オニナルコスゲ，ガマ。

立地：湧水池。

代償植生：セリークサヨシ群集。　　　　　　　・

分布；小糸。

15　ヒルムシ随クラス（浮葉植物群落）　（凡例番号13）

　　Potamogetonetea　（Haftende　Schwimmpflanzengesellschaten）

相観：沈水植物群落。

構造：単層構造。

標徴種。区分種：ヒルムシロ，ヒツジグサ，ササバモ，エビモ。

立地：池沼。

分布：辻堂公園，鵠沼などの池。

16　畠然裸地

　　Vo夏Natur　aus　vegetationslose　FI袋che

立地：波打ぎわの環境条件が厳しい立地。

分布：海岸先端の波打ぎわ，江の島周麟の磯。

π　開放水域

　　Offeneswasser

分布：海，川。
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